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第１回審議会に係る委員意見 
（事務局から説明・情報提供が必要なもの） 

 
NO 意見要旨 意見の取扱い等 

１ 厳しい人口推計を踏まえて、需要を考える、そ

れも重要な制約条件になるので、制約条件を整

理した上で、どういうオプションがあるのかという

話になる。 

議事（１）資料１②で説明します。 

２ 越谷市の財政状況について、投資の面を考え

るとき、将来負担比率という指標がある。今議論

している事業の話は、すごく大きい財政インパク

トがあるということを、皆で共有する必要があ

る。 

議事（1）資料１③で説明します。 

３ 病院など、色々な事業があるので、中期的、長

期的にどういう事業があるのかという資料があ

るといい。 

議事（1）資料１④で説明します。 

４ 令和 3 年の時の、初期費用とか、320 億円と

か、390 億円とか出ていますが、この値段では

今は絶対できないと思います。一度シビアに見

た方がいい。 

議事（1）資料１⑤で説明します。 

５ 国の支援、地方財政の措置などについて、皆

さんと共有したほうが良い。 

議事（1）資料１⑥で説明します。 

６ ビジネスパートナーは、以前、経過のところで

も発表がなかったと思いますが、そういうところ

と相談していたのかどうかをまず調べていただき

たい。 

議事（1）資料１⑦で説明します。 

７ 大ホールについて、本当に稼働率がいいの

で、具体的にどういうふうに使われているかを見

ていただきたい。 

議事（１）資料１⑧で説明します。 

８ 南越谷駅・新越谷駅周辺地域にぎわい創出

事業構想、令和 3 年 4 月の越谷サンシティ整備

基本計画の策定について、どこまでが生きてい

て、どこまでが保留になったのか。 

議事（2）資料 2 で説明します。 

９ どこまでをこの審議会で話すのかということが

はっきりしないので、わかる形で説明していただ

かないと意見の言いようがない。 

１０ この審議会では、このサンシティのあり方をど

うすべきかと、予め方向が決まった議論をするだ

けではないという意味での白紙でこれと違う案

もあり得るという理解でよろしいでしょうか。 

１１ ここでいう方針が、そもそもどこまでのことを

書き込んでいくのかということがわかりにくい。 

① 
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NO 意見要旨 意見の取扱い等 

１２ 費用算出のベースとなる具体的計画、そうい

うものがあったのかどうか、基本計画にもっと具

体的な計画があったのかどうかということを知り

たい。 

議事（2）資料 2 で説明します。 
１３ このタイトルは越谷サンシティのあり方に関す

る審議会であり、越谷サンシティは、今あるサン

シティホールとイオンさんの建物についての話な

ので、スポーツのことが入ってくるならば、タイト

ル変えないとまずい。 

１４ 令和 2 年 3 月で策定したことの議事録をいた

だきたい。サンシティ整備基本計画で決定したこ

と、それも同様に議事録をいただきたい。インタ

ーネットに掲載されているのであれば、後でその

アドレスをいただければこちらで確認します。 

 「南越谷駅・新越谷駅周辺地域にぎわい創

出懇談会」および「越谷サンシティ整備懇談

会 」 の 議 事 録 は 、 市 ホ ー ム ペ ー ジ （ 下 記

URL）でご参照いただけます。 
 

＜にぎわい創出懇談会＞ 

https://www.city.koshigaya.saitam

a.jp/kurashi_shisei/shisei/keikaku/

kakushukeikaku/shisei/nankoshisy

uhen/koso/index.html 
 

＜サンシティ整備懇談会＞ 

https://www.city.koshigaya.saitam

a.jp/kurashi_shisei/shisei/keikaku/

kakushukeikaku/shisei/nankoshisy

uhen/keikaku/index.html 

１５ 計画変更の是非について、最初の設計段階

でどういう建物を作って、どういう設計で、どうい

う費用がかかっていたのか、そこからのＶＥ＊案

など、そういうものが出されていたのか。 

 

 

 

＊ VE（バリューエンジニアリング）とは、製品や

サービスの「価値」を、それが果たすべき「機

能」とそのためにかける「コスト」との関係で

把握し、 システム化された手順によって「価

値」の向上をはかる手法です。 

本件は、民間事業者の技術・ノウハウや、

アイデアを最大限活かすため、設計・施工・

維持管理・運営を一括して発注すること、そ

して具体的な設計や詳細な計画を市で細か

く仕様を決めるのではなく、事業の目的を達

成するために最低限必要な性能を示したう

えで発注することを想定していました。このよ

うに、民間事業者の創意工夫、競争を通じて

コストを抑えつつ、より良いサービスを提供

することを目指していたことから、市として詳

細な設計や VE 案の検討は行っておりませ

ん。 

また、建替えや大規模改修にかかる費用

については、建物の規模（延床面積）を基に、

民間事業者からいただいた概算見積もりや、

最近の他の自治体の事例を参考にして、1 ㎡

あたりの単価を算出し、そこから全体の費用

を見積もりました。 
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NO 意見要旨 意見の取扱い等 

１６ アリーナについて、例えば、商工会議所の方と

か、ウェルビーイングなまちづくりをやろうとして

いる方々は、今どう考えているのかということが

もしわかっているなら、聞いてみたい。 

＜越谷商工会議所＞ 

令和６年５月１３日の提案書の内容に変更

がないことを確認しました。 

 

＜越谷アルファーズ＞ 

令和６年３月２７日の要望内容に変更がな

いことを確認しました。 

 

＜ピースフル・コンサート越谷実行委員会＞ 

令和５年８月３１日の要望書の内容に変更

がないことを確認しました。 

 

＜越谷サンシティを拠点に 

ウェルビーイングなまちを目指す会＞ 

令和５年６月５日の要望書の内容に変更

がないことを確認しました。 

１７ 150 億なり 300 億の財政負担について、ホ

ールの収入を除いた実質負担が見られると良

い。 

第１回審議会の資料２（水色のファイル）の

４-①A3 資料において、市の財政負担額（概

算）の比較を示しており、支出から収入（公

共施設使用料等、民間収益施設の地代、固

定資産税・都市計画税）を除いた金額を記

載していますのでご参照ください。 
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将来人口推計 
 
 
 
 

■人口の見通しと人口ビジョンにおける目標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■人口の見通しにおける年齢３区分別の年齢構成 

 

② 

実績値  推計値 

334,693 
344,682 341,992 

336,100 

313,300 

260,300 

297,200 
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340,000

360,000

平成 27年 
(2015年 )

令和2 年 
(2020年 )

令和 7 年 
(2025 年 ) 

令和 12 年 
(2030年)

令和 22 年 
(2040年)

令和 42 年 
(2060年 )

（人） 

人口の見通し 人口ビジョンの目標値

実績値  推計値 

13.5 12.8 11.7 11.6 11.0 10.6 17.0

63.3 62.1 62.7 61.9 57.3 54.5
53.9

23.2 25.1 25.7 26.5 31.7 34.9 29.1

0.0

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

90.0 

100.0

平成 27 年
(2015 年) 

令和 2年
(2020年 )

令和7年
(2025 年 )

令和 12年 
(2030年 ) 

令和22 年
(2040年)

人口の 
見通し 

人口ﾋﾞｼﾞｮﾝ 
の目標値 

（％） 

令和42年(2060 年)

0 歳～14 歳  15 歳～64 歳  65 歳～ 

人口の見通し  平成３０年（２０１８年）の本市の合計特殊出生率１.３１と直近５か年の

社会増減額(本市への流入人口と本市からの流出人口の差）の傾向を勘定して

算定したもの 

人口ビジョン 人口の現状を分析し、人口に関する地域住民の認識を共有し、今後目指すべ

き将来の方向と人口の将来展望を示したもの。本市の「人口ビジョン」では、

国が示す目標値を踏まえ、合計特殊出生率が２０３０年に１.６、２０４０年

に１.９に、それぞれ上昇するものとして推計している。 

  各年４月１日時点 
  推計値は、第５次越谷市総合振興計画策定時点(令和２年度時点)の推計値を使用 
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○越谷市の財政状況について 
 

 

１ 令和５年度決算（一般会計） 歳入・歳出の状況 
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520

市税収入の推移 

（億円） 

令和７年(2025 年)５月２８日 

越谷サンシティのあり方に関する審議会 

越谷市行財政部財政課 

市にはどのような収入があり、それがどのように使われているのかを、一般会計

の歳入（収入）、歳出（支出）の令和５年度決算の状況で見てみましょう。 

トピックス 
年度 備考

H20 リーマンショック

H25 9月竜巻災害

H26 4月～消費税率8％

H27 中核市移行

R1 10月～消費税率10％

R2 コロナ拡大

R3 コロナ拡大

R4 コロナ拡大、物価高騰

R5 コロナ５類移行、物価高騰

うち市債 

63 億 1,900 万円 

＜4.6％＞ 

※通常債は 

49 憶 

8,650 万円 
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２ 地方債残高の状況 

1 地方債について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】地方債(通常債)残高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、持続可能な財政運営を行うため、平成 10 年度以降、一般会計における通常債の新規

発行を、単年度（1 年）で 50 億円以下に抑制することを基本として予算編成を行っており、少し

ずつ地方債の残高を減らしてきました。 

しかし、近年は、新本庁舎をはじめ、多くの公共施設等の整備や、自然災害などへの対応のため、

地方債の発行額が増加傾向となっており、令和 11 年度には 500 億円程度になる見込みです。 

Q 「地方債」とは？  

A  道路や橋りょう、排水機場の整備、公共施設の建設・改修など、主にハード事業に充てる
ため、地方自治体が、国などの公的機関や民間の金融機関などから資金を調達するために発
行するものです。市が発行する場合、「市債」と呼びます。 

要するに、家計に例えれば「住宅ローン」のようなものです。 

地方債には、主に２つの役割があるとされています。 

① 大規模工事などに必要なお金を一度に支払うと、その年度は他の事業ができなくなって
しまうため、支払いを複数年度に分散させる役割（＝年度間の財政支出の平準化） 

② 長い間、多くの人が利用する公共施設やインフラを整備する際、現在の市民だけが費用 
 を負担するのは不公平なので、将来の市民の方にも平等に費用を負担していただく役割 
（＝行政サービスの便益を受ける住民の世代間の公平性確保） 

地方債（ローン）残高を減らすため、これまで借入額を抑制してしてきました

が、公共施設等の老朽化や災害対応などの緊急課題に対応するため、近年では、残

高は増加傾向となっています。 

国の財政状況などで特例的に 
借り入れるものを除く 

605 

410 

261 

317 

359 

459

519 515 512 507 

0

100
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700
（億円） 

※令和 6 年度以降は見込み。 

※令和 8 年度以降は、各年度 50 億円を基本とし、令和 8 年度は、小中一貫校整備 

 事業に係る借入見込額(約 50 億円)を別途加算。 
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３ 財政指標でみる越谷市の財政状況 

（１）実質公債費比率について 

 

 

 

 

 

 

【資料２】実質公債費比率の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※標準財政規模：標準税収入額、普通交付税、地方譲与税など 

越谷市 県内市平均 県内市順位 中核市平均 中核市順位

令和５年度 5.3 4.9 25/40 5.2 32/62

令和４年度 6.0 4.9 30/40 5.2 35/62

早期健全化基準 25.0

財政再生基準 35.0

(注)順位は、昇順(小さい数値から大きい数値への順)としています。

Q 「実質公債費比率」とは？  

A  地方債の返済にあたる公債費などの財政負担の度合いを示す指標で、税収入など、地方自治
体が通常収入するであろう、自由に使えるお金の規模（標準財政規模）に対する、その年度の
公債費（借入金の返済額）の比率です。 

家計に例えれば、「給料から支払うローン返済の割合」のようなもので、この数値が
高いと、地方債の返済に多くの財源を割かなければならない（その他の公共サービス
への支出が制限される）といえます。 

財政の早期健全化を図らなければならないとされる基準（早期健全化基準）は 25.0％、

越谷市の令和５年度の数値は 5.3％となっているため、健全な財政状況といえます。 

 
実質公債費比率 ≒  元利償還金・準元利償還金  

標準財政規模※ 
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（２）将来負担比率について 

 

 

 

 

 

 

【資料３】将来負担比率の状況 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※将来負担額：一般会計等の地方債残高、債務負担行為に基づく支出予定額(複数年度にわたる支

出予定額)、退職手当の負担見込額、土地開発公社への負担見込額など 

越谷市 県内市平均 県内市順位 中核市平均 中核市順位

令和５年度 0.4 4.6 21/40 17.1 23/62

令和４年度 2.1 4.2 21/40 18.2 22/62

早期健全化基準 350.0

(注)順位は、昇順(小さい数値から大きい数値への順)としています。

Q 「将来負担比率」とは？  

A  地方自治体が、将来、支出しなければならない財政負担が、標準財政規模の何倍にあたるか
を示す指標です。 

単年度にとどまらず、中・長期的な財政状況を表しており、家計に例えれば、「年収
に対するローン残高などの総額の割合」のようなものです。この数値が高いと、将来
財政を圧迫する可能性が高いといえます。 

財政の早期健全化を図らなければならないとされる基準（早期健全化基準）は 350.0％、

越谷市の令和５年度の数値は 0.4％となっているため、健全な財政状況といえます。 

 
将来負担比率  ≒    将来負担額※      

標準財政規模 
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扶助費 普通建設

４ 越谷市の財政構造について 

（扶助費と普通建設事業費（歳出・性質別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料４】扶助費と普通建設事業費の比率（決算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q１ 「扶助費」とは？  

A１   生活保護や障害のある方、子育て世帯、高齢者の福祉などに関する社会保障関連
経費のことです。人件費や公債費と合わせて、「義務的経費」といわれ、自治体の裁
量で減らすことができないため、硬直性の高い経費とされています。 

Q２ 「普通建設事業費」とは？  

A２  道路や橋りょうの整備をはじめ、学校、庁舎などの公共施設等を建設・改修する
際にかかる経費のことです。 
 「投資的経費」といわれ、扶助費などの義務的経費と異なり、裁量性の高い経費
とされています。 

少子高齢化などの影響から、扶助費は年々増加傾向にある一方、普通建設事業費は年々

減少する傾向にあります。 

H19 年度以降は、完全に 

扶助費と普通建設事業費の割合が逆転！ 

（億円） 

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

扶助費 7.9% 9.1% 10.7% 10.9% 12.2% 12.9% 14.4% 14.4% 14.9% 21.0% 21.8% 22.8%

普通建設 17.3% 17.1% 13.4% 9.9% 14.1% 13.8% 8.6% 12.7% 9.2% 11.6% 13.0% 11.2%

扶助費 59.2 67.2 79.3 85.8 89.4 93.9 100.8 107.2 118.5 173.2 191.7 197.2

普通建設 128.7 127.2 98.9 77.6 102.8 100.7 60.4 93.9 72.8 95.9 114.7 96.8

歳出計 744.4 742.6 740.6 783.9 729.8 729.5 700.6 743.0 795.0 825.2 880.3 864.1

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

扶助費 23.2% 24.3% 25.6% 27.6% 27.3% 28.1% 29.2% 20.9% 33.3% 29.9% 30.8%

普通建設 10.9% 10.8% 10.0% 7.6% 10.5% 6.6% 8.4% 11.9% 6.3% 6.9% 8.2%

扶助費 206.1 219.6 239.1 256.9 267.5 274.8 297.2 322.3 406.6 369.0 393.2

普通建設 96.6 97.4 93.1 70.4 102.8 64.9 86.0 183.3 77.0 85.5 105.3

歳出計 888.7 902.2 934.6 930.0 979.8 977.1 1,017.6 1,541.9 1,222.1 1,232.3 1,278.4

11



6 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5

民生費 土木費

 

（民生費と土木費（歳出・目的別） 

 

 

 

 

【資料５】民生費と土木費の比率（決算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q１ 「民生費」とは？  

A１ 児童・高齢者・障がい者福祉や、生活保護などに関する経費です。 

Q２ 「土木費」とは？  

A２ 道路、河川、公園などの都市基盤整備に関する経費です。  

少子高齢化などの影響から、民生費は年々増加する傾向にある一方、土木費は減少する

傾向にあります。 

H14 年度以降、年々 

民生費と土木費の差は広がる傾向に！ 

（億円） 

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

民生費 22.4% 23.8% 25.0% 24.7% 27.0% 28.0% 30.3% 29.8% 31.8% 37.0% 36.4% 38.7%

土木費 25.7% 22.6% 21.5% 18.3% 18.1% 18.1% 16.2% 18.9% 13.5% 15.1% 13.8% 14.0%

民生費 167.0 176.9 185.2 193.8 197.2 204.3 212.1 221.3 253.0 305.1 320.3 334.8

土木費 191.5 167.9 159.3 143.5 132.4 132.2 113.4 140.2 106.8 124.3 121.3 121.0

歳出計 744.4 742.6 740.6 783.9 729.8 729.5 700.6 743.0 795.0 825.2 880.3 864.1

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

民生費 39.7% 42.2% 43.8% 45.7% 45.7% 45.7% 46.1% 33.1% 48.6% 46.8% 48.0%

土木費 13.6% 10.9% 10.4% 11.0% 9.5% 10.5% 10.0% 6.5% 7.9% 7.5% 7.3%

民生費 352.9 380.7 409.8 425.2 447.9 446.4 468.7 510.5 594.3 576.1 613.1

土木費 121.0 98.7 97.1 102.5 93.3 102.9 101.9 99.5 96.9 92.3 92.7

歳出計 888.7 902.2 934.6 930.0 979.8 977.1 1,017.6 1,541.9 1,222.1 1,232.3 1,278.4
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（経常収支比率について 

 

 

 

 

 

 

【資料６】経常収支比率の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 「経常収支比率」とは？  

A  人件費、扶助費、公債費（借入金の返済額）などの、「毎年経常的に支出される経費」が、
市税などの「毎年必ず入ってくる、使い道が制限されない収入」に対して、どのくらいの割合
であるかを示す指標です。 

例年の収入に対する、例年の支出の割合で、家計に例えれば、「エンゲル係数」のよ
うなものです。この数値が高くなると、臨時的な支出にお金を回す余裕がなく、財政の
硬直化が進んでいる状態といえます。 

本市の令和５年度の数値は 92.1％となっており、経常的かつ使い道が制限されない収入

のうち、９割以上の使い道は決まっています。県内他市の平均や、類似団体（中核市）の 

平均と比べると低い数値となっていますが、義務的な経費の増加により、少しずつ財政の

硬直化が進んでいる状況といえます。 

越谷市 県内市平均 県内市順位 中核市平均 中核市順位

令和５年度 92.1 94.9 12/40 93.0 23/62

令和４年度 89.0 93.6 6/40 92.0 11/62

(注)順位は、昇順(小さい数値から大きい数値への順)としています。

80.8 

87.9 
88.8 

90.2 

92.1 

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

H15 H20 H25 H30 R5

越谷市 県内市町村平均 全国市町村平均
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５ まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本市ではこれまで、通常債の新規発行を抑制し、地方債残高の縮減を図る

など、健全な財政運営に努めてきました。 
 
このため、地方債残高や公債費と関連する、財政健全化の指標（実質公債

費比率・将来負担比率）は改善していますが、少子高齢化の進展などによっ
て、社会保障関連経費が大幅に増加していることなどから、財政の硬直化を
示す指標（経常収支比率）は上昇しています。 

 
これは、視点を変えると、義務的な経費への支出が増加し、自由に使える

お金が減っているため、道路や橋りょうなどのインフラ整備、学校や保育所
などの公共施設の更新 ・維持管理に、お金を回したくても回すことが難しい
状況になっているともいえます。 
  

現在、本市は人口減少の局面を迎えていますが、市税収入は増加傾向とな
っています。しかし、少子高齢化が進む中で、市税収入は、社会経済情勢に
も大きく左右されるため、先行きについては、大変不透明な状況です。 

 
また、近年の急激な物価高騰などにより、ますます自由に使える財源が減

少する中で、インフラや、老朽化する公共施設の整備だけでなく、全国的に
頻発化・激甚化している災害などへも対応していかなくてはなりません。 

 
このため、市民の皆様にとって、本当に必要な事業を選択し、これまで以

上に、限られた財源を効率的・効果的に活用していくことが大切です。 
 

 

 

 

これまでの取組とこれからの財政運営 
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今後予定する主な大規模事業にかかる財政負担の見込み（概算）                                 
 

金額は、当該事業について市が負担する１０年間の総額(公債費を含む/補助金･国県支出金等を除く)      

 2015～2024 主な事業と財政負担 2025～2034 主な事業と財政負担 
  

（参考） 

うち公債費 

１８６億円 ６１５億円 ２６５億円 

⑴ 庁舎 ２０億円 ３３億円 ３３億円  事業別総額 償還終了年 

 ･新本庁舎（本体･ｴﾝﾄﾗﾝｽ･外構） １０億円 ･新本庁舎（本体･ｴﾝﾄﾗﾝｽ･外構） ３２億円 ３２億円  ７８億円 2050 
 ･第三庁舎 １０億円 ･第三庁舎 １億円 １億円  １５億円 2034 
⑵ 地区センター等 ３億円 ２６億円 ２２億円  事業別総額 償還終了年 

 ･大袋地区センター １億円 ･大袋地区センター １１億円 １１億円  １６億円 2044 
   ･川柳地区センター １０億円 ６億円  １３億円 2039 
 ･大沢地区センター ２億円 ･大沢地区センター ５億円 ５億円  ７億円 2040 
⑶ 保育所等 １０億円 １７億円 １７億円  事業別総額 償還終了年 

 ･緑の森公園保育所 １億円 ･緑の森公園保育所 １３億円 １３億円  ２０億円 2044 
 ･大袋･荻島保育所 ５億円 ･大袋･荻島保育所 ２億円 ２億円  ８億円 2033 
 ･児童発達支援センター ４億円 ･児童発達支援センター ２億円 ２億円  ８億円 2032 
⑷ 消防署 ８億円 ３０億円 ２３億円  事業別総額 償還終了年 

 ･桜井分署(現間久里分署) １億円 ･桜井分署(現間久里分署) １２億円 ８億円  １４億円 2037 
   ･共同指令ｾﾝﾀｰ(ｼｽﾃﾑ含む) １４億円 １０億円  １８億円 2045 
 ･谷中分署 ７億円 ･谷中分署 ４億円 ５億円  １１億円 2034 
⑸ 教育関連施設等 ２２億円 ２１８億円 １３９億円  事業別総額 償還終了年 

 ･小中一貫校 ２億円 ･小中一貫校 １０７億円 ６７億円  １５９億円 2051 
   ･GIGA ｽｸｰﾙ端末更新 １３億円 －億円  ２１億円 － 
   ･小中学校体育館空調設備 ６４億円 ６４億円  ６７億円 2035 
   ･小中学校特別教室空調設備 ２６億円 －億円  ３８億円 2039 
 ･小中学校空調設備 ２０億円 ･小中学校空調設備 ８億円 ８億円  ２９億円 2029 
⑹ その他の施設等 １７億円 ６２億円 ３１億円  事業別総額 償還終了年 

 ･応急対策事業(ポンプ常設化等) １億円 ･応急対策事業(ポンプ常設化等) １８億円 １８億円  ２６億円 2040 
   ･高齢者チケットレス運賃補助 ２０億円 －億円  ３２億円 － 
 ･地域スポーツセンター ３億円 ･地域スポーツセンター １２億円 １億円  ２２億円 2040 
 ･保健センター ６億円 ･保健センター ６億円 ６億円  １２億円 2031 
 ･老人福祉センターひのき荘 ７億円 ･老人福祉センターひのき荘 ６億円 ６億円  １５億円 2035 
⑺ 負担金 １０６億円  ２２９億円 －億円  事業別総額 償還終了年 
 東埼玉資源環境組合負担金 １０６億円 東埼玉資源環境組合負担金(プラント更新含)２２９億円 －億円  －億円 － 

 
 

■今後１０年の公債費推移(見込み) ※一般会計(特例債を除く)          (単位:億円) 
 

年度 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034  

確定分(R6 年度末時点) 38.3 45.0 42.7 36.4 32.8 27.9 24.3 20.6 18.7 16.5 
公債費 

10 年平均 上記新規事業分(見込) 0.0 8.3 15.8 17.8 18.7 19.1 17.5 17.4 17.3 17.2 

計 38.3 53.3 58.5 54.2 51.5 47.0 41.8 38.0 36.0 33.7 45.2 

                     ※参考：過去１０年（2015～2024）の公債費平均額＝38.3 億円 

◇次に係る費用は除く 
  

●市立病院 ●保育所(蒲生保育所など９施設) ●小中学校(大規模改修) 

●学校給食センター ●千間台記念館ほか交流館 ●市営住宅再整備 

●道の駅 ●越谷サンシティ            など 
   

 

④ 
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交付金・地方債 

●交付金（これまでに活用を検討していたもの） 
 
【社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）】 ＊国土交通省      
 

概 要 

市町村等が行う地域の歴史・文化・自然環境等の特性を活かした個性

あふれるまちづくりを総合的に支援し地域住民の生活の質の向上と地

域経済・社会の活性化を図ることを目的とする 。 

対象事業 

市町村が作成する都市の再生に必要な公共公益施設の整備等に関する

計画（都市再生整備計画）に基づき実施される基幹事業および提案事

業等 

＜越谷サンシティにおける検討＞ 

①地域生活基盤施設：広場、地域防災施設 

②高次都市施設：地域交流センター（展示ホール、会議室等） など 

交付率 
交付対象事業の４０％ 

（地域交流施設は補助対象事業費の上限２１億円等の条件あり） 

 

【地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（重点対策加速化事業）】 ＊環境省   
 

概 要 

脱炭素事業に意欲的に取り組む地方自治体等を複数年度にわたり継続

的かつ包括的に支援するスキームとして交付金を設け、各地の創意工

夫を横展開することを目的とする。 

対 象 

地域再エネ等の利用の最大化のための基盤インフラ設備の導入や省

CO2 等設備の導入を組み合わせて地域・施設群の脱炭素に一体的に取

り組む事業 

＜越谷サンシティにおける検討＞ 

・公共施設等における徹底した省エネと再エネ電気調達と更新や改修

時の ZEB 化誘導 など 

交付率 

【新築】ZEB：3／5、Nearly：2／3、Ready・Oriented：1／3 
【改修】2／3 
上限５億円／棟／年 

 
【新しい地方経済・生活環境創生交付金（拠点整備事業）】 ＊内閣府     
 

概 要 

地方がそれぞれの特性に応じた発展を遂げることができるよう、地方

公共団体の自主性と創意工夫に基づいた、地方創生に資する地域の独

自の取組を支援する。 

対 象 

地方創生の充実・強化に向けて効果の発現を期待できる、建築基準法

の「建築物」及び「建築物以外の施設（設備整備・用地造成等）」に該

当するもの 

＜越谷サンシティにおける検討＞ 

・地域での魅力的なまちづくりを実現し、交流人口の拡大や地域の消

費拡大に効果的に結びつく施設 など 

交付率 １／２（上限額：１事業当たり国費１０億円） 

 

⑥ 

19



 

●地方債（これまでに活用を検討していたもの） 
 
【一般事業債（その他事業）】                                  
  

対象事業 他の事業債の対象とならない地方単独事業 

充当率 ７５％ 交付税措置率 なし 

 

【公共施設等適正管理事業債（長寿命化事業）】                   
 

対象事業 

個別施設計画に位置づけられた公共用の建築物等に係る長寿命化事

業で、法定耐用年数を超えて公共用の建築物を使用するために行う

改修事業 

充当率 ９０％ 交付税措置率 ３０％ 

 

【脱炭素化推進事業債】                                   
 

対象事業 
地球温暖化対策の推進に関する法律に規定する地方公共団体実行計

画に基づいて行われる脱炭素化のための地方単独事業 

充当率 ９０％ 交付税措置率 ５０％ 
 
＊充当率とは、事業費のうち、地方債でまかなうことができる上限割合 

＊交付税措置とは、地方債で借りた金額のうち、将来的に国から地方交付税として補填

される割合 

 

（参考）スポーツ・文化社会教育施設  

官民連携（コンセンション等）推進のための施策集（抜粋） 

●支援策の全体像 
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計
画
」
の

策
定

に
あ

た
り
、

民
間
事
業

者
の

意
見

を
取
り

込
む
こ
と

を
目

的
に

、
幹
事

企
業
と
な

る
可

能
性

の
あ
る

大

手
事

業
者
を

中
心
に

実
施
し
ま

し
た

。
 

  
 

 
 

 ＜
ヒ

ア
リ

ン
グ
対

象
事

業
者

＞
 

 
 

 
 
 
 

１
６
者

（
大
手

不
動

産
デ

ベ
ロ
ッ

パ
ー
５
者

、
大

手
ゼ

ネ
コ
ン

３
者
、
大

手
商

社
１

者
、
公

共
施
設
等

運
営

事
業

者
２
者

、
そ
の
他

５
者

）
 

    
⑦

－
２

 
 

オ
ー
プ

ン
型
マ
ー

ケ
ッ

ト
サ

ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
（

令
和

３
年

度
実
施

）
 

 ＜
目

的
＞
 

 
 

 
 
 

 
 

「
越

谷
サ
ン

シ
テ

ィ
整

備
基
本

計
画
」
に

基
づ

き
、

新
た
な

施
設
の
整

備
に

向
け

た
検
討

を
進
め
て

い
く

に
あ

た
り
、

そ
の
実
現

可
能

性
や

よ
り
具

体

的
・

詳
細
な

条
件
を

整
理
し
ま

と
め

る
こ

と
を
目

的
に
、
広

く
事

業
者

を
募
り

実
施
し
ま

し
た

。
 

  
 

 
 

 ＜
ヒ

ア
リ

ン
グ
対

象
事

業
者

＞
 

 
 

 
 
 

 
３

５
者

（
デ
ベ

ロ
ッ

パ
ー

１
０
者

、
建
設
事

業
者

７
者

、
ホ
ー

ル
・
図
書

館
運

営
事

業
者
８

者
、
建
物

維
持

管
理

・
設
備

関
係
事
業

者
４

者
、
 

設
計

事
業
者

・
コ
ン

サ
ル
タ
ン

ト
等

６
者

）
 

       

マ
ー

ケ
ッ
ト

サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ

と
は

、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事

業
等
を
官

民
で

円
滑

に
行
う

こ
と
を
目

的
に

、
事

業
の
実

施
前
に
公

共
が

対
象

事
業
に

つ
い
て
民

間
事

業
者

か
ら

意
見
聴

取
・
意

見
交
換
を

行
う

こ
と

で
す
。
 

 

 
マ

ー
ケ
ッ

ト
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン

グ
に

は
、

大
き
く

以
下
の
実

施
方

法
が

あ
り
ま

す
。
 

・
オ

ー
プ
ン

型
：
実

施
要
領
等

を
公

共
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に

公
開

し
た

う
え
で

、
意
見
聴

取
・

意
見

交
換
す

る
民
間
事

業
者

を
幅

広
く
募

る
も
の
 

・
ク

ロ
ー
ズ

型
：
意

見
聴
取
・

意
見

交
換

す
る
民

間
事
業
者

を
公

開
せ

ず
に
個

別
に
ア
プ

ロ
ー

チ
し

意
見
を

聴
取
す
る

も
の
 

⑦
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ク
ロ

ー
ズ

型
マ

ー
ケ

ッ
ト

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
（

令
和

２
年

度
実

施
）

 

（
越

谷
サ
ン

シ
テ
ィ

整
備
懇
談

会
報

告
書

の
抜
粋

）
 

               

⑦
－

１
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大

手
不

動
産

デ
ベ

ロ
ッ

パ
ー

：5
社

 
大

手
ゼ

ネ
コ

ン
：
3社

 
大

手
商

社
：
1
社

 
公

共
施

設
等

運
営

事
業

者
：
2
社

ヒ
ア

リ
ン

グ
対

象
事

業
者

幹
事

企
業

と
な

る
可

能
性

の
あ

る
大

手
事

業
者

を
中

心
に

幅
広

く
ヒ

ア
リ

ン
グ

 
多

世
代

・
市

内
外

な
ど

多
様

な
人

に
と

っ
て

魅
力

が
あ

り
、

訪
れ

て
も

ら
え

る
施

設
で

あ
る

こ
と

 
複

合
的

な
機

能
を

持
ち

、
相

互
利

用
・
交

流
が

発
生

す
る

よ
う

な
施

設
で

あ
る

こ
と

ヒ
ア

リ
ン

グ
前

提
条

件

基
本

方
針

 
借

地
借

家
法

に
基

づ
く
事

業
用

定
期

借
地

権
を

設
定

す
る

こ
と

を
想

定
土

地

 
大

ホ
ー

ル
の

規
模

に
つ

い
て

は
、

現
在

の
収

容
人

員
（
約

1
,6

0
0
人

）
を

上
回

る
こ

と
を

想
定

市
民

ホ
ー

ル

 
蔵

書
数

や
座

席
数

等
の

各
ス

ペ
ッ

ク
は

現
状

維
持

を
基

本
と

す
る

南
部

図
書

室

 
面

積
は

現
状

維
持

を
基

本
と

す
る

出
張

所
機

能

 
P

F
I事

業
等

を
官

民
に

て
円

滑
に

行
う

目
的

で
、

当
該

事
業

の
実

施
前

に
公

共
が

対
象

事
業

に
つ

い
て

民
間

か
ら

の
意

見
聴

取
・
意

見
交

換
を

行
う

こ
と

 
M

S
の

結
果

は
あ

く
ま

で
「
現

時
点

で
の

」
民

間
事

業
者

に
よ

る
意

見
で

あ
り

、
事

業
者

を
公

募
す

る
段

階
で

M
S
で

回
答

し
た

事
業

に
対

す
る

見
立

て
が

大
き

く
変

化
す

る
こ

と
も

あ
り

得
る

（
M

S
時

点
で

「
参

画
意

向
あ

り
」
と

回
答

し
て

も
公

募
に

参
加

し
な

い
場

合
や

、
そ

の
逆

の
場

合
も

あ
る

）
 

実
施

要
領

や
ア

ン
ケ

ー
ト

票
等

を
公

共
の

H
P

上
に

公
開

し
た

上
で

幅
広

く
事

業
者

か
ら

の
意

見
を

募
る

「
オ

ー
プ

ン
型

」
と

、
公

開
を

行
わ

ず
に

個
別

企
業

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

「
ク

ロ
ー

ズ
型

」
が

あ
り

、
複

数
回

の
M

S
が

想
定

さ
れ

て
い

る
本

件
で

は
、

初
回

と
な

る
今

回
は

、
幹

事
企

業
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

大
手

事
業

者
を

優
先

的
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
た

め
、

「
ク

ロ
ー

ズ
型

」
で

実
施

定
義

マ
ー

ケ
ッ

ト
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

（
M

S
）
の

概
要

※
令

和
3年

（
20

21
年

）
1月

現
在

※
p.

27
「

4.
新

た
な

検
討

課
題

」
に

記
載

の
と

お
り

、
懇

談
会

に
お

い
て

、
「
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

」
や

「
ア

リ
ー

ナ
機

能
」
に

つ
い

て
の

提
案

等
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
も

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

。
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幹
事

企
業

と
な

り
得

る
大

手
事

業
者

を
中

心
に

幅
広

く
ヒ

ア
リ

ン
グ

（
大

手
不

動
産

デ
ベ

ロ
ッ

パ
ー

5
社

、
大

手
ゼ

ネ
コ

ン
3
社

、
大

手
商

社
1
社

、
公

共
施

設
等

運
営

事
業

者
2
社

、
そ

の
他

に
も

5
社

と
意

見
交

換
済

み
（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
に

よ
っ

て
、

M
S
実

施
に

悪
影

響
あ

り
）
）

＜
参

画
意

向
＞

 
 7

3
%
の

事
業

者
が

（
条

件
次

第
で

）
「
施

設
整

備
・
運

営
へ

の
参

画
に

興
味

・
関

心
が

あ
る

」
と

回
答

 
 立

地
・
面

積
、

公
共

施
設

と
の

相
乗

効
果

が
魅

力
で

あ
る

と
い

う
意

見
が

あ
る

一
方

、
条

件
次

第
と

い
う

側
面

も

＜
民

間
収

益
施

設
＞

 
 一

部
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

を
含

み
、

早
期

に
収

益
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

前
提

条
件

と
い

う
事

業
者

が
多

数

 
「
収

益
安

定
の

た
め

に
周

辺
地

域
住

民
の

需
要

を
取

り
込

む
こ

と
が

必
要

」
、

「
需

要
を

把
握

し
余

剰
床

を
生

じ
さ

せ
な

い
よ

う
に

し
、

極
力

低
層

建
物

で
も

人
々

が
滞

留
で

き
る

屋
外

空
間

の
整

備
を

通
じ

て
に

ぎ
わ

い
を

生
む

べ
き

」
、

「
本

施
設

を
超

え
た

”
エ

リ
ア

”
の

に
ぎ

わ
い

は
、

本
施

設
の

事
業

者
だ

け
で

は
不

可
能

」
と

い
う

意
見

も

 
 生

活
利

便
関

連
（
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

等
）
、

子
育

て
関

連
（
キ

ッ
ズ

ス
ペ

ー
ス

等
）
、

ヘ
ル

ス
ケ

ア
関

連
（
ク

リ
ニ

ッ
ク

モ
ー

ル
等

）
、

コ
ワ

ー
キ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

、
都

市
型

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

（
映

画
館

等
）
な

ど
の

機
能

が
例

示

 
 民

間
部

分
の

施
設

用
地

は
、

一
般

売
却

と
す

る
か

、
5
0
年

/
7
0
年

以
上

の
借

地
を

求
め

る
声

が
多

数

＜
ア

リ
ー

ナ
施

設
＞

 
 1

社
を

除
き

、
（
建

設
費

を
除

く
）
運

営
費

の
み

で
も

収
益

で
賄

え
な

い
と

い
う

回
答

＜
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
の

公
共

施
設

＞

 
 整

備
・
運

営
と

も
に

市
の

費
用

負
担

を
求

め
る

声
多

数
。

一
方

、
現

在
で

も
一

定
の

集
客

が
あ

り
、

曜
日

・
季

節
に

よ
る

影
響

を
受

け
に

く
い

安
定

し
た

来
訪

者
層

が
民

間
施

設
と

相
乗

効
果

が
あ

る
と

評
価

 
 公

共
施

設
の

集
客

力
を

基
に

民
間

施
設

の
事

業
性

を
確

保
し

た
い

と
の

声
が

強
く
、

現
状

の
ホ

ー
ル

で
は

民
間

施
設

の
事

業
性

が
高

ま
ら

な
い

た
め

、
ホ

ー
ル

の
建

て
替

え
を

求
め

る
声

が
多

数
。

ま
た

、
そ

の
際

に
は

資
金

調
達

か
ら

整
備

・
運

営
ま

で
市

で
完

結
し

て
ほ

し
い

と
の

声
多

数
。

＜
周

辺
エ

リ
ア

の
開

発
・
に

ぎ
わ

い
＞

 
 本

施
設

の
整

備
と

並
行

し
て

、
行

政
主

導
で

駅
か

ら
の

動
線

を
改

善
し

て
ほ

し
い

と
の

意
見

 
「
に

ぎ
わ

い
の

対
象

者
・
具

体
像

を
丁

寧
に

設
定

す
べ

き
」
、

「
既

に
近

く
に

来
て

い
る

人
の

満
足

度
を

上
げ

て
い

く
方

策
を

ソ
フ

ト
含

め
て

検
討

す
べ

き
」

と
い

う
意

見
も

存
在

マ
ー

ケ
ッ

ト
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

の
ま

と
め
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「
条

件
次

第
で

は
本

施
設

の
整

備
・
運

営
へ

の
参

画
に

興
味

・
関

心
が

あ
る

」
と

回
答

し
た

企
業

が
多

数
 

一
方

で
、

マ
ン

シ
ョ

ン
開

発
を

事
業

の
中

核
と

す
る

事
業

者
の

中
で

「
土

地
の

所
有

者
が

引
き

続
き

市
で

あ
る

以
上

は
事

業
用

定
期

借
地

権
を

設
定

の
上

開
発

せ
ざ

る
を

得
ず

、
販

売
単

価
が

水
準

に
見

合
わ

な
い

た
め

投
資

は
困

難
」
と

し
て

「
参

画
意

向
な

し
」
と

回
答

す
る

会
社

も
あ

っ
た

<
本

施
設

の
整

備
・
運

営
に

つ
き

、
参

画
の

意
向

は
あ

り
ま

す
か

？
>

ア
：
施

設
整

備
・
運

営
へ

の
参

画
に

興
味

・
関

心
が

あ
る

イ
：
条

件
次

第
で

は
施

設
整

備
・
運

営
へ

の
参

画
に

興
味

・
関

心
が

あ
る

【
理

由
】

 
計

画
地

は
、

関
東

圏
か

つ
駅

に
比

較
的

近
い

場
所

に
あ

る
こ

と
、

1
8
,0

0
0
 ㎡

強
と

ス
ケ

ー
ル

に
も

恵
ま

れ
て

お
り

、
ホ

ー
ル

と
図

書
館

等
一

定
規

模
の

公
共

施
設

を
含

む
施

設
と

な
る

こ
と

か
ら

、
興

味
あ

り
（
B

社
）

 
ホ

ー
ル

や
図

書
館

、
行

政
施

設
と

い
っ

た
市

民
向

け
の

公
共

性
の

高
い

機
能

を
備

え
る

こ
と

で
、

平
日

休
日

及
び

季
節

に
よ

る
変

動
の

影
響

を
受

け
な

い
一

定
数

の
安

定
し

た
来

訪
者

を
見

込
め

る
（
D

社
）

ウ
：
施

設
整

備
・
運

営
へ

の
参

画
に

興
味

・
関

心
が

な
い

【
理

由
】

 
当

該
立

地
の

想
定

は
マ

ン
シ

ョ
ン

だ
が

、
事

業
用

定
期

借
地

だ
と

販
売

単
価

が
水

準
に

見
合

わ
ず

不
可

エ
：
現

時
点

で
は

判
断

で
き

な
い

【
理

由
】

 
立

地
及

び
期

待
さ

れ
て

い
る

公
共

機
能

が
マ

ー
ケ

ッ
ト

的
に

は
厳

し
い

と
想

定
さ

れ
る

た
め

（
A

社
）

n=
11

ア
, 

18
%

イ
, 

55
%

ウ
, 9

%エ
, 

18
%

ア
イ

ウ
エ

事
業

者
の

本
施

設
の

整
備

・
運

営
に

関
す

る
参

画
意

向
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＜
施

設
用

地
の

取
扱

い
に

つ
い

て
＞

 
一

部
土

地
売

却
ま

た
は

7
0
年

一
般

定
期

借
地

権
を

前
提

と
し

て
の

民
間

活
用

を
希

望
（
マ

ン
シ

ョ
ン

開
発

を
前

提
と

し
て

）

＜
民

間
収

益
施

設
で

想
定

さ
れ

る
機

能
等

に
つ

い
て

＞
 

低
層

部
に

地
域

の
賑

わ
い

創
出

に
寄

与
す

る
商

業
施

設
及

び
歩

行
者

に
開

け
た

公
開

空
地

、
高

層
部

に
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

を
想

定
 

低
層

部
の

商
業

施
設

は
生

活
利

便
施

設
（
ス

ー
パ

ー
等

）
や

子
育

て
関

連
施

設
、

時
間

消
費

型
施

設
（
レ

ス
ト

ラ
ン

等
）
、

地
域

貢
献

施
設

（
テ

レ
ワ

ー
ク

拠
点

等
）
な

ど
が

想
定

さ
れ

、
公

開
空

地
と

の
連

携
が

必
要

 
駅

直
結

の
動

線
確

保
が

必
要

＜
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
の

公
共

施
設

に
つ

い
て

＞
 

民
間

施
設

を
導

入
し

て
も

そ
の

収
益

で
負

担
で

き
る

公
共

施
設

機
能

の
整

備
費

は
大

き
く
な

い
と

思
わ

れ
る

 
他

事
例

で
は

住
宅

施
設

と
行

政
施

設
及

び
図

書
館

の
複

合
事

例
に

実
績

が
あ

り
、

行
政

施
設

と
民

間
施

設
が

連
携

す
る

こ
と

で
各

用
途

の
施

設
の

価
値

向
上

を
図

る
こ

と
が

可
能

＜
ア

リ
ー

ナ
施

設
の

整
備

・
運

営
に

つ
い

て
＞

 
参

画
可

能
性

な
し

（
収

入
見

込
が

立
た

な
い

た
め

土
地

代
・
整

備
費

・
運

営
費

等
を

賄
う

こ
と

が
出

来
な

い
）

＜
そ

の
他

＞
 

整
備

後
の

地
域

住
民

を
含

め
た

エ
リ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

重
要

A社
B社

＜
施

設
用

地
の

取
扱

い
に

つ
い

て
＞

 
ホ

ー
ル

及
び

図
書

館
共

に
独

立
採

算
で

は
成

り
立

た
な

い
施

設
で

あ
り

、
一

括
貸

与
前

提
で

あ
っ

て
も

当
該

部
分

の
貸

地
料

は
無

償
と

す
る

の
が

妥
当

＜
民

間
収

益
施

設
で

想
定

さ
れ

る
機

能
等

に
つ

い
て

＞
 

ホ
ー

ル
来

場
者

向
け

の
民

間
施

設
は

重
き

を
置

か
な

い
方

が
よ

い
 

一
般

論
と

し
て

の
時

代
の

ニ
ー

ズ
は

、
保

育
所

や
一

時
預

か
り

、
キ

ッ
ズ

ス
ペ

ー
ス

等
の

子
育

て
関

連
、

ク
リ

ニ
ッ

ク
モ

ー
ル

、
テ

レ
ワ

ー
ク

や
起

業
の

た
め

の
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
と

想
定

 
南

側
区

画
を

含
め

た
区

画
整

理
に

よ
り

都
市

基
盤

を
整

備
す

る
こ

と
も

検
討

に
値

す
る

＜
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
の

公
共

施
設

に
つ

い
て

＞
 

ホ
ー

ル
及

び
図

書
館

共
に

独
立

採
算

で
は

成
り

立
た

な
い

施
設

で
あ

り
、

公
共

施
設

の
整

備
・
運

営
費

は
全

額
市

で
負

担
す

べ
き

＜
ア

リ
ー

ナ
施

設
の

整
備

・
運

営
に

つ
い

て
＞

 
参

画
可

能
性

な
し

（
収

入
見

込
が

立
た

な
い

た
め

土
地

代
・
整

備
費

・
運

営
費

等
を

賄
う

こ
と

が
出

来
な

い
）

＜
今

後
の

事
業

承
継

・
開

始
ま

で
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

＞
 

ニ
ー

ズ
が

確
定

し
て

い
る

公
共

施
設

と
そ

う
で

な
い

民
間

施
設

は
別

々
に

公
募

す
る

方
が

確
実

に
事

業
推

進
で

き
る

＜
そ

の
他

＞
 

分
譲

は
難

し
い

と
し

て
も

「
特

徴
あ

る
賃

貸
マ

ン
シ

ョ
ン

で
あ

れ
ば

可
能

」
と

し
て

も
ら

え
る

と
選

択
肢

が
広

が
る

事
業

者
か

ら
の

意
見

①
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＜
民

間
収

益
施

設
で

想
定

さ
れ

る
機

能
等

に
つ

い
て

＞
 

都
心

に
近

い
環

境
を

考
慮

し
、

在
宅

勤
務

の
代

わ
り

と
し

て
利

用
で

き
る

カ
フ

ェ
や

コ
ワ

ー
キ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

。
芝

生
広

場
の

よ
う

に
自

由
に

使
え

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
も

可
能

な
区

画
。

ま
た

、
子

育
て

世
代

か
ら

の
要

望
が

多
い

屋
内

の
遊

び
場

や
学

び
の

機
能

＜
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
の

公
共

施
設

に
つ

い
て

＞
 

弊
社

は
主

に
運

営
事

業
者

に
な

る
が

、
施

設
と

し
て

き
ち

ん
と

利
用

さ
れ

る
も

の
に

す
る

た
め

、
空

間
創

り
に

お
い

て
内

装
設

計
へ

の
関

与
や

、
事

前
の

企
画

業
務

に
も

関
与

し
、

開
館

後
の

サ
ー

ビ
ス

に
一

気
通

貫
し

て
反

映
さ

せ
て

い
き

た
い

＜
ア

リ
ー

ナ
施

設
の

整
備

・
運

営
に

つ
い

て
＞

 
参

画
可

能
性

な
し

（
収

入
見

込
が

立
た

な
い

た
め

土
地

代
・
整

備
費

・
運

営
費

等
を

賄
う

こ
と

が
出

来
な

い
）

＜
今

後
の

事
業

承
継

・
開

始
ま

で
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

＞
 

施
設

の
内

容
は

先
行

し
て

具
体

的
に

決
め

す
ぎ

ず
、

最
低

限
の

要
求

水
準

を
作

成
し

、
民

間
事

業
者

が
自

由
に

提
案

で
き

る
状

態
が

望
ま

し
い

＜
そ

の
他

＞
 

南
越

谷
駅

周
辺

の
地

域
性

を
考

慮
す

る
と

、
サ

ン
シ

テ
ィ

ま
で

の
動

線
を

、
学

生
や

女
性

・
お

年
寄

り
も

安
心

で
き

る
も

の
に

す
る

か
と

い
う

点
が

重
要

 
レ

イ
ク

タ
ウ

ン
周

辺
地

区
を

含
め

た
越

谷
市

内
の

各
公

共
施

設
の

機
能

配
置

・
規

模
・
役

割
等

を
ど

の
よ

う
に

考
え

、
南

越
谷

地
区

を
位

置
付

け
る

か
も

重
要

C社
D
社

＜
施

設
用

地
の

取
扱

い
に

つ
い

て
＞

 
用

地
の

貸
与

に
つ

い
て

は
、

長
期

的
な

ま
ち

づ
く
り

を
継

続
す

る
た

め
、

ま
た

投
資

回
収

の
期

間
を

十
分

に
確

保
す

る
た

め
、

賃
貸

借
期

間
に

つ
い

て
は

極
力

長
期

間
を

希
望

 
事

業
者

と
し

て
よ

り
柔

軟
な

事
業

計
画

を
組

み
や

す
い

と
い

う
面

か
ら

、
用

地
は

貸
与

で
は

な
く
譲

渡
に

つ
い

て
も

検
討

頂
き

た
い

＜
民

間
収

益
施

設
で

想
定

さ
れ

る
機

能
等

に
つ

い
て

＞
 

生
活

利
便

商
業

施
設

、
ク

リ
ニ

ッ
ク

モ
ー

ル
等

ヘ
ル

ス
ケ

ア
施

設
、

ニ
ュ

ー
ノ

ー
マ

ル
の

ワ
ー

ク
ス

タ
イ

ル
に

対
応

す
る

シ
ェ

ア
オ

フ
ィ

ス
、

ス
ポ

ー
ツ

・
ア

ウ
ト

ド
ア

施
設

、
都

市
型

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
施

設
、

専
門

学
校

等
教

育
施

設
、

ウ
ェ

デ
ィ

ン
グ

施
設

＜
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
の

公
共

施
設

に
つ

い
て

＞
 

公
共

施
設

機
能

の
整

備
・
運

営
に

つ
い

て
は

、
基

本
的

に
市

で
負

担
し

て
ほ

し
い

 
規

模
の

拡
大

を
図

る
必

要
性

は
さ

ほ
ど

高
く
な

い
 

拡
張

を
図

る
場

合
も

現
施

設
で

実
施

さ
れ

て
い

た
イ

ベ
ン

ト
等

が
実

施
可

能
な

範
囲

で
の

拡
張

を
検

討
す

べ
き

＜
ア

リ
ー

ナ
施

設
の

整
備

・
運

営
に

つ
い

て
＞

 
参

画
可

能
性

な
し

（
収

入
見

込
が

立
た

な
い

た
め

土
地

代
・
整

備
費

・
運

営
費

等
を

賄
う

こ
と

が
出

来
な

い
）

＜
そ

の
他

＞
 

荒
天

時
の

来
街

者
の

た
め

に
、

域
外

に
お

け
る

屋
根

の
あ

る
動

線
の

整
備

な
ど

を
要

望
 

周
辺

の
歩

道
動

線
の

拡
張

整
備

に
つ

い
て

も
希

望

事
業

者
か

ら
の

意
見

②
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＜
施

設
用

地
の

取
扱

い
に

つ
い

て
＞

 
土

地
の

貸
与

に
つ

い
て

は
問

題
な

い
が

、
事

業
の

固
定

費
と

な
る

為
、

事
業

継
続

性
の

観
点

か
ら

賃
料

に
つ

い
て

考
慮

し
て

ほ
し

い
 

公
共

施
設

と
民

間
収

益
施

設
の

合
築

を
視

野
に

入
れ

た
場

合
、

公
共

施
設

部
分

の
貸

地
料

設
定

を
明

確
に

し
て

ほ
し

い

＜
民

間
収

益
施

設
で

想
定

さ
れ

る
機

能
等

に
つ

い
て

＞
 

 ス
ー

パ
ー

、
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

等
の

生
活

利
便

施
設

 
 地

元
商

店
街

と
連

携
し

た
飲

食
店

 
 多

世
代

交
流

イ
ベ

ン
ト

が
で

き
る

公
園

や
広

場
 

 地
域

イ
ベ

ン
ト

と
の

連
携

（
阿

波
踊

り
等

）
 

 ビ
ジ

ネ
ス

ホ
テ

ル
 

 子
育

て
支

援
施

設
 

 ク
リ

ニ
ッ

ク

＜
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
の

公
共

施
設

に
つ

い
て

＞
 

求
め

ら
れ

て
い

る
公

共
施

設
の

仕
様

や
規

模
に

準
拠

し
た

負
担

と
し

て
ほ

し
い

 
運

営
に

お
い

て
、

市
民

利
用

等
の

料
金

設
定

を
す

る
場

合
は

、
こ

れ
を

考
慮

し
た

負
担

と
し

て
ほ

し
い

＜
ア

リ
ー

ナ
施

設
の

整
備

・
運

営
に

つ
い

て
＞

 
参

画
可

能
性

な
し

（
収

入
見

込
が

立
た

な
い

た
め

土
地

代
・
整

備
費

・
運

営
費

等
を

賄
う

こ
と

が
出

来
な

い
）

＜
そ

の
他

＞
 

築
4
0
年

が
経

過
し

て
お

り
、

老
朽

化
の

観
点

か
ら

も
建

て
替

え
を

行
う

べ
き

＜
施

設
用

地
の

取
扱

い
に

つ
い

て
＞

 
公

共
施

設
は

越
谷

市
所

有
と

す
る

方
が

経
済

的
で

あ
る

（
民

間
所

有
と

す
る

と
固

定
資

産
税

、
保

険
等

の
費

用
負

担
が

生
じ

る
）
た

め
、

原
則

と
し

て
公

共
施

設
は

市
所

有
と

す
べ

き

＜
民

間
収

益
施

設
で

想
定

さ
れ

る
機

能
等

に
つ

い
て

＞
 

図
書

館
機

能
の

民
間

補
完

（
ブ

ッ
ク

カ
フ

ェ
を

併
設

し
学

習
ス

ペ
ー

ス
利

用
を

図
る

な
ど

）
 

ホ
ー

ル
機

能
の

民
間

補
完

（
単

館
映

画
館

（
ミ

ニ
シ

ア
タ

ー
）
、

子
ど

も
遊

技
場

）
 

広
域

か
ら

の
訪

問
目

的
性

の
高

い
、

長
時

間
滞

在
施

設
（
例

：
大

江
戸

温
泉

物
語

（
台

場
）
、

ラ
ー

メ
ン

博
物

館
（
新

横
浜

）
）
の

導
入

 
屋

外
イ

ベ
ン

ト
ス

ペ
ー

ス
の

導
入

＜
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
の

公
共

施
設

に
つ

い
て

＞
 

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
安

定
的

な
提

供
の

た
め

、
事

業
者

の
倒

産
に

よ
る

影
響

を
最

小
化

で
き

る
事

業
方

式
が

不
可

欠
 

整
備

費
に

つ
い

て
は

、
竣

工
後

に
一

括
又

は
分

割
に

て
市

が
支

払
う

こ
と

を
希

望
 

ホ
ー

ル
及

び
図

書
館

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
選

定
の

公
平

性
の

観
点

か
ら

現
在

の
管

理
公

社
に

運
営

し
て

い
た

だ
く
こ

と
を

希
望

＜
ア

リ
ー

ナ
施

設
の

整
備

・
運

営
に

つ
い

て
＞

 
参

画
可

能
性

な
し

（
収

入
見

込
が

立
た

な
い

た
め

土
地

代
・
整

備
費

・
運

営
費

等
を

賄
う

こ
と

が
出

来
な

い
）

E社
F社

事
業

者
か

ら
の

意
見

③
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＜
施

設
用

地
の

取
扱

い
に

つ
い

て
＞

 
エ

リ
ア

及
び

市
況

動
向

か
ら

、
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
借

地
や

定
期

借
地

権
分

譲
で

は
な

く
土

地
所

有
型

の
一

般
分

譲
が

望
ま

し
く
、

住
宅

部
分

に
関

し
て

は
土

地
の

売
却

を
希

望

＜
民

間
収

益
施

設
で

想
定

さ
れ

る
機

能
等

に
つ

い
て

＞
 

周
辺

地
域

と
の

親
和

性
を

考
慮

し
な

が
ら

、
住

機
能

も
取

り
入

れ
た

複
合

の
開

発
が

適
し

て
い

る
。

複
合

用
途

と
し

て
は

、
住

機
能

の
他

、
生

活
利

便
系

公
共

施
設

（
図

書
室

や
ホ

ー
ル

）
、

商
業

施
設

、
保

育
施

設
、

広
場

空
地

な
ど

が
望

ま
し

い

＜
ア

リ
ー

ナ
施

設
の

整
備

・
運

営
に

つ
い

て
＞

 
参

画
可

能
性

な
し

（
収

入
見

込
が

立
た

な
い

た
め

土
地

代
・
整

備
費

・
運

営
費

等
を

賄
う

こ
と

が
出

来
な

い
）

＜
そ

の
他

＞
 

公
共

施
設

と
併

設
の

商
業

施
設

及
び

住
機

能
等

が
あ

る
複

合
開

発
事

業
で

あ
れ

ば
検

討
可

能
 

当
該

地
に

お
け

る
事

業
性

と
い

う
観

点
か

ら
は

住
機

能
の

設
定

が
必

須
 

業
務

用
途

（
オ

フ
ィ

ス
機

能
）
や

ホ
テ

ル
機

能
は

エ
リ

ア
性

と
昨

今
の

市
況

感
両

面
か

ら
事

業
成

立
が

厳
し

く
、

適
切

な
規

模
の

商
住

複
合

施
設

の
設

定
が

望
ま

し
い

 
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

継
続

す
る

た
め

に
も

行
政

・
商

業
施

設
事

業
者

・
住

民
が

一
体

と
な

る
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
構

築
が

必
要

＜
施

設
用

地
の

取
扱

い
に

つ
い

て
＞

 
公

共
施

設
部

分
の

借
地

料
に

つ
い

て
は

、
市

で
負

担
す

る
こ

と
を

希
望

＜
民

間
収

益
施

設
で

想
定

さ
れ

る
機

能
等

に
つ

い
て

＞
 

乗
降

客
数

は
非

常
に

多
い

た
め

、
少

し
で

も
駅

を
降

り
る

き
っ

か
け

と
な

る
よ

う
な

機
能

の
整

備
が

必
要

 
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
と

親
和

性
の

高
い

、
地

域
住

民
が

利
用

で
き

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ペ
ー

ス
、

青
少

年
が

集
ま

れ
る

学
習

室
、

ユ
ー

ス
ス

タ
ジ

オ
、

乗
換

利
便

性
を

活
か

し
た

貸
会

議
室

、
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
系

機
能

を
集

積
さ

せ
る

こ
と

（
地

域
に

住
み

、
地

域
で

働
く
。

テ
レ

ワ
ー

ク
対

応
等

）
な

ど

＜
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
の

公
共

施
設

に
つ

い
て

＞
 

施
設

整
備

費
の

全
部

も
し

く
は

一
部

を
市

で
調

達
す

る
こ

と
が

全
体

事
業

費
の

低
減

に
繋

が
る

 
維

持
管

理
・
運

営
費

に
つ

い
て

は
民

間
事

業
者

の
創

意
工

夫
を

採
用

し
、

利
用

料
金

収
入

に
よ

り
そ

の
一

部
を

賄
う

混
合

型
を

想
定

＜
ア

リ
ー

ナ
施

設
の

整
備

・
運

営
に

つ
い

て
＞

 
参

画
可

能
性

な
し

（
収

入
見

込
が

立
た

な
い

た
め

土
地

代
・
整

備
費

・
運

営
費

等
を

賄
う

こ
と

が
出

来
な

い
）

＜
そ

の
他

＞
 

民
間

事
業

者
提

案
部

分
に

つ
い

て
は

現
施

設
に

こ
だ

わ
ら

ず
新

た
な

形
状

、
規

模
に

よ
る

施
設

整
備

（
建

て
替

え
）
を

検
討

す
る

べ
き

 
施

設
計

画
に

マ
ン

シ
ョ

ン
等

の
住

宅
を

一
部

組
み

入
れ

る
案

も
検

討
し

て
ほ

し
い

G
社

H
社

事
業

者
か

ら
の

意
見

④
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＜
民

間
収

益
施

設
で

想
定

さ
れ

る
機

能
等

に
つ

い
て

＞
 

乳
幼

児
や

子
ど

も
連

れ
の

親
が

施
設

を
利

用
し

や
す

い
よ

う
、

一
時

預
か

り
の

機
能

が
施

設
内

に
あ

れ
ば

よ
い

 
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
も

ニ
ー

ズ
の

あ
っ

た
屋

内
キ

ッ
ズ

プ
レ

イ
ス

ペ
ー

ス
の

整
備

も
、

親
子

連
れ

に
対

し
大

き
な

誘
引

力
を

持
つ

 
市

の
市

民
に

対
す

る
タ

ッ
チ

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
の

活
用

を
意

識
し

た
機

能
配

置
等

を
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

＜
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
の

公
共

施
設

に
つ

い
て

＞
 

図
書

館
は

利
用

料
の

徴
収

が
原

則
不

可
能

な
非

収
益

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

整
備

・
運

営
に

関
す

る
費

用
を

全
額

負
担

い
た

だ
き

た
い

 
既

に
導

入
済

み
の

IC
タ

グ
シ

ス
テ

ム
の

活
用

を
さ

ら
に

推
し

進
め

、
資

料
予

約
か

ら
返

却
ま

で
完

全
セ

ル
フ

化
す

る
こ

と
で

、
効

率
的

な
運

営
の

実
現

、
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
及

び
非

接
触

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

実
現

す
る

こ
と

が
可

能
 

2
4
時

間
の

無
人

貸
出

・
返

却
機

器
等

の
設

置
も

非
常

に
効

果
的

 
現

行
の

電
子

図
書

館
以

上
の

V
R

な
ど

の
デ

ジ
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
も

本
計

画
の

中
で

検
討

し
、

市
民

に
対

し
リ

ア
ル

サ
ー

ビ
ス

と
デ

ジ
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
の

両
方

の
選

択
肢

を
提

示
で

き
る

形
に

し
て

お
く
こ

と
が

望
ま

し
い

 
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

一
部

書
架

な
ど

の
設

備
面

で
の

制
約

が
取

り
払

わ
れ

、
延

床
面

積
の

圧
縮

や
、

建
設

費
の

圧
縮

な
ど

に
も

繋
が

る

＜
そ

の
他

＞
 

図
書

館
部

分
の

設
計

に
お

い
て

は
利

用
者

・
運

営
者

動
線

へ
の

配
慮

等
が

重
要

で
あ

り
、

基
本

設
計

に
運

営
者

の
視

点
を

反
映

で
き

る
整

備
方

式
が

望
ま

し
い

＜
施

設
用

地
の

取
扱

い
に

つ
い

て
＞

 
住

宅
用

途
部

分
は

、
定

期
借

地
権

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
が

で
き

る
6
0
〜

7
0
年

程
度

と
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

＜
民

間
収

益
施

設
で

想
定

さ
れ

る
機

能
等

に
つ

い
て

＞
 

一
定

規
模

の
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

開
発

は
必

要

＜
ホ

ー
ル

・
図

書
館

等
の

公
共

施
設

に
つ

い
て

＞
 

ホ
ー

ル
、

公
共

施
設

は
市

で
保

有
い

た
だ

く
こ

と
が

望
ま

し
い

 
ホ

ー
ル

を
多

目
的

利
用

が
可

能
な

施
設

と
し

、
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
、

バ
レ

ー
な

ど
の

ス
ポ

ー
ツ

大
会

、
コ

ン
サ

ー
ト

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
エ

ン
タ

ー
テ

イ
メ

ン
ト

の
開

催
を

行
っ

て
、

集
客

施
設

と
し

て
の

機
能

が
強

化
で

き
る

可
能

性
も

あ
る

 
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

等
の

開
発

利
益

を
活

用
す

る
こ

と
無

し
に

、
公

共
施

設
機

能
の

整
備

費
用

の
一

部
を

民
間

事
業

者
に

負
担

さ
せ

る
こ

と
は

難
し

い

＜
ア

リ
ー

ナ
施

設
の

整
備

・
運

営
に

つ
い

て
＞

 
運

営
費

の
み

で
あ

れ
ば

収
入

で
賄

う
こ

と
が

可
能

か
 

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
開

発
ま

た
は

市
の

関
与

、
金

銭
的

な
支

援
は

必
要

＜
そ

の
他

＞
 

現
在

の
ホ

ー
ル

を
建

て
替

え
る

こ
と

を
検

討
い

た
だ

く
方

が
良

い

I社
J社

事
業

者
か

ら
の

意
見

⑤
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オ
ー

プ
ン

型
マ

ー
ケ

ッ
ト

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
（

令
和

3
年

度
実

施
）

 

 

⑦
－

２
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オ
ー

プ
ン

型
（

公
募

型
）

マ
ー

ケ
ット

サ
ウ

ン
デ

ィン
グ

実
施

概
要

●
マ

ー
ケ

ッ
ト
サ

ウ
ン
デ

ィ
ン
グ

の
参
加

申
込
み

：
３
５

者

【
募

集
期

間
】
令

和
３
年

１
２
月

１
日
（

水
）
～

令
和
４

年
１
月

７
日
（

金
）

※
事

業
者

の
ア

イ
デ

ア
・

ノ
ウ
ハ

ウ
に

係
る
個

別
具
体

的
な

内
容
つ

い
て

は
、
事

業
者

の
知
的

財
産
に

あ
た

る
た
め

、

実
施

要
領

で
公

表
し
な

い
こ
と

と
し

て
い
ま

す
。

事
業

者
数

（
市

内
事

業
者

数
）

業
種

1
0

者
（
1
者

）
デ

ベ
ロ
ッ

パ
ー

7
者

（
2

者
）

ゼ
ネ

コ
ン

8
者

（
１
者

）
ホ

ー
ル
・

図
書
館

運
営
事

業
者

4
者

建
物

維
持

管
理
・

設
備
関

係
事
業

者

6
者

設
計

事
業

者
・
コ

ン
サ
ル

タ
ン
ト

等

3
5

者
（
4

者
）

合
計

＊
参

加
事

業
者

所
在

地
：市

内
４

者
、
県

内
市

外
９

者
、
県

外
２

2
者
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１
．

本
施

設
の

整
備

・運
営

に
つ

い
て

本
施

設
の

整
備

・運
営

に
つ

い
て

、参
画

の
意

向
は

あ
りま

す
か

。当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
を

選
ん

で
くだ

さ
い

。
質

問
1-

①

2

7

0

2

3

4

1

3

5

2

2

3

3

13

21

3

0
5

10
15

20
25

ア
興

味
・関

心
が

あ
る

イ
条

件
次

第
で

は
興

味
・関

心
が

あ
る

ウ
興

味
・関

心
が

な
い

エ
現

時
点

で
は

判
断

で
き

な
い

【参
画

の
意

向
】

デ
ベ

ロッ
パ

ー
ゼ

ネ
コン

ホ
ー

ル
・図

書
館

運
営

事
業

者
建

物
維

持
管

理
・設

備
関

係
事

業
者

設
計

事
業

者
・コ

ン
サ

ル
タン

ト等

注
︓

本
来

は
1者

に
つ

き
1回

答
で

は
あ

る
が

、複
数

回
答

あ
り

ア
施

設
整

備
・運

営
へ

の
参

画
に

興
味

・関
心

が
あ

る
イ

条
件

次
第

で
は

施
設

整
備

・運
営

へ
の

参
画

に
興

味
・関

心
が

あ
る

ウ
施

設
整

備
・運

営
へ

の
参

画
に

興
味

・関
心

が
な

い
エ

現
時

点
で

は
判

断
で

き
な

い
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7

3

6

1

1

8

1

4
6

2

1

31

2

5

0
5

10
15

20
25

30
35

ア
単

独
で

の
参

画

イ
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
で

の
参

画

ウ
そ

の
他

エ
現

時
点

で
は

判
断

で
き

な
い

【参
画

形
態

】

デ
ベ

ロッ
パ

ー
ゼ

ネ
コン

ホ
ー

ル
・図

書
館

運
営

事
業

者
建

物
維

持
管

理
・設

備
関

係
事

業
者

設
計

事
業

者
・コ

ン
サ

ル
タン

ト等

１
．

本
施

設
の

整
備

・運
営

に
つ

い
て

①
で

「ア
」

ま
た

は
「イ

」
に

ご
回

答
頂

い
た

場
合

、そ
の

参
画

形
態

に
つ

い
て

、当
て

は
ま

る
も

の
を

選
ん

で
くだ

さ
い

。（
複

数
回

答
可

）
質

問
1-

②

注
︓

複
数

回
答

あ
り

ア
単

独
で

の
参

画
に

興
味

・関
心

が
あ

る
イ

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

で
の

参
画

に
興

味
・関

心
が

あ
る

ウ
そ

の
他

エ
現

時
点

で
は

判
断

で
き

な
い

36



１
．

本
施

設
の

整
備

・運
営

に
つ

い
て

②
で

「イ
」

に
ご

回
答

頂
い

た
場

合
、コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
お

け
る

役
割

に
つ

い
て

、当
て

は
ま

る
も

の
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。（

複
数

回
答

可
）

質
問

1-
③

注
︓

複
数

回
答

あ
り

4

6

4

4

3

8

1

4
2

4

11

24

5

0
5

10
15

20
25

ア
代

表
企

業

イ
構

成
企

業

ウ
そ

の
他

【コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

お
け

る
役

割
】

デ
ベ

ロッ
パ

ー
ゼ

ネ
コン

ホ
ー

ル
・図

書
館

運
営

事
業

者
建

物
維

持
管

理
・設

備
関

係
事

業
者

設
計

事
業

者
・コ

ン
サ

ル
タン

ト等

ア
代

表
企

業
とし

て
の

参
画

に
興

味
・関

心
が

あ
る

イ
構

成
企

業
とし

て
の

参
画

に
興

味
・関

心
が

あ
る

ウ
そ

の
他
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２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「イ
ベ

ン
ト

ホ
ー

ル
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

①

公
募

条
件

の
提

案
 

単
な

る
イベ

ン
トホ

ー
ル

で
は

な
くま

ち
づ

くり
に

資
す

る
開

発
とす

る
た

め
に

も
、イ

ベ
ン

トホ
ー

ル
の

主
た

る
利

用
目

的
や

コン
セ

プ
ト、

費
用

負
担

等
に

つ
い

て
、公

募
以

前
よ

り民
間

事
業

者
と対

話
を行

うこ
とが

重
要

で
あ

る
と考

え
て

お
りま

す
。

 
市

民
料

金
を

導
入

す
る

場
合

は
料

金
設

定
に

配
慮

し、
差

額
が

生
じた

場
合

は
市

の
負

担
とす

る
等

考
慮

す
べ

き
。

 
運

営
へ

の
利

用
料

金
制

の
導

入
は

慎
重

に
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

 
Ｐ

Ｐ
Ｐ

手
法

（
Ｐ

Ｆ
Ｉ

･Ｄ
Ｂ

Ｏ
）

に
お

い
て

は
、他

の
事

例
か

らも
民

間
事

業
者

に
よ

る
独

立
採

算
は

困
難

で
あ

り、
サ

ー
ビス

購
入

型
も

しく
は

一
定

の
稼

働
率

補
償

が
必

要
と考

え
ま

す
。市

民
利

用
（

利
用

時
間

及
び

単
価

）
を優

先
され

る
場

合
は

、民
間

事
業

者
の

収
益

事
業

と相
反

す
る

こと
か

ら市
所

有
の

下
で

指
定

管
理

者
に

よ
り運

営
す

る
こと

が
得

策
と考

え
ま

す
。

 
施

設
整

備
を

越
谷

市
様

に
て

行
って

い
た

だ
き、

運
営

を
民

間
事

業
者

や
指

定
管

理
業

者
に

て
行

う手
法

が
良

い
と考

え
ま

す
。

あ
る

い
は

、整
備

を
民

間
事

業
者

で
行

い
、イ

ベ
ン

トホ
ー

ル
部

を
越

谷
市

様
に

て
賃

貸
・運

営
して

い
た

だ
く手

法
も

可
能

と思
わ

れ
ま

す
。

 
も

し利
用

料
金

制
を

取
れ

れ
る

場
合

、パ
ン

デ
ミッ

ク等
不

可
抗

力
リス

クに
つ

い
て

は
貴

市
に

て
ご

負
担

も
しく

は
、P

FI
に

お
い

て
一

般
的

な
年

度
対

価
の

1％
ル

ー
ル

の
適

用
等

を
お

願
い

しま
す

。
 

市
民

の
皆

様
に

ホ
ー

ル
を

「安
価

に
」「

優
先

的
に

」ご
利

用
い

た
だ

くこ
とと

、事
業

収
益

性
の

安
定

化
は

、基
本

的
に

は
相

反
す

る
事

項
で

す
。少

しで
も

両
立

させ
る

た
め

に
民

間
ノウ

ハ
ウに

よ
る

事
業

効
率

の
向

上
や

収
益

確
保

に
よ

る
様

々
な

ご
提

案
を

行
うこ

とは
も

ち
ろ

ん
で

す
が

、前
提

とし
て

行
政

の
求

め
る

市
民

の
皆

様
へ

の
公

益
サ

ー
ビス

の
水

準
を

明
確

に
提

示
い

た
だ

くと
とも

に
、そ

れ
に

対
応

す
る

サ
ー

ビス
対

価
が

あ
って

初
め

て
成

立
す

る
も

の
で

す
の

で
、適

切
な

設
定

をお
願

い
い

た
し

ま
す

。大
ホ

ー
ル

、小
ホ

ー
ル

、展
示

ホ
ー

ル
を、

そ
れ

ぞ
れ

どう
い

った
位

置
づ

け
の

ホ
ー

ル
とす

る
の

か
を整

理
い

た
だ

き
、外

部
利

用
中

心
な

の
か

市
民

利
用

中
心

な
の

か
、そ

れ
に

関
連

す
る

利
用

料
金

や
減

免
ル

ー
ル

な
どの

方
向

性
の

整
理

を
い

た
だ

く、
あ

る
い

は
提

案
を募

る
場

合
は

、そ
の

前
提

条
件

を
明

確
に

い
た

だ
くよ

うお
願

い
い

た
しま

す
。

 
す

で
に

各
地

の
イベ

ン
トホ

ー
ル

の
運

営
を

行
って

い
ます

が
、自

主
事

業
及

び
必

須
事

業
等

の
区

分
け

を
明

確
に

して
い

け
ば

、過
大

な
リス

クを
民

間
に

求
め

な
け

れ
ば

、き
わ

め
て

稼
働

率
の

高
い

住
民

参
加

型
の

イベ
ント

を
増

や
し稼

働
率

の
向

上
を

図
る

こと
が

出
来

ま
す

。
 

「基
本

的
な

考
え

方
」に

記
載

され
て

い
る

、現
状

を
前

提
とし

た
整

備
の

方
向

性
に

つ
い

て
は

、よ
り柔

軟
性

を持
た

せ
た

公
募

条
件

や
事

業
者

選
定

基
準

とさ
れ

る
こ

とを
望

み
ま

す
。

 
越

谷
市

の
運

営
状

況
を

確
認

す
る

と各
施

設
とも

収
益

性
に

課
題

が
あ

り、
また

公
共

性
が

高
い

施
設

で
あ

る
た

め
、基

本
的

に
は

越
谷

市
で

施
設

整
備

・運
営

・維
持

管
理

を
行

う必
要

が
あ

る
と考

え
る

。
 

民
間

事
業

者
に

よ
る

独
立

採
算

型
で

の
事

業
は

難
しい

と考
え

て
お

りま
す

。
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施
設

計
画

の
提

案
 

再
整

備
費

・維
持

管
理

費
を抑

え
る

た
め

、大
ホ

ー
ル

と小
ホ

ー
ル

、展
示

ホ
ー

ル
の

３
つ

を
再

整
備

す
る

の
で

は
な

く、
い

ず
れ

か
を

統
廃

合
して

も
良

い
の

で
は

な
い

で
しょ

うか
。

 
音

響
等

の
課

題
に

つ
い

て
は

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
か

も
しれ

な
い

が
、耐

火
被

覆
、内

装
等

に
つ

い
て

は
、市

民
の

方
に

視
覚

的
・感

覚
的

に
有

益
な

効
果

を生
む

期
待

感
が

持
て

る
木

質
材

の
利

用
を

検
討

して
み

て
は

どう
か

。
 

大
ホ

ー
ル

に
つ

い
て

、1
,6

00
席

は
中

途
半

端
（

市
民

利
用

に
は

大
き

す
ぎ

、興
行

に
貸

し出
す

に
は

小
さす

ぎ
）

な
印

象
を

受
け

ま
す

の
で

、コ
ス

トや
敷

地
との

折
り

合
い

に
も

よ
りま

す
が

、大
ホ

ー
ル

は
2,

00
0席

クラ
ス

の
キ

ャパ
シ

テ
ィま

で
引

き上
げ

る
こと

を
検

討
され

て
は

い
か

が
で

しょ
うか

。ま
た

、特
定

の
用

途
に

特
化

した
専

門
ホ

ー
ル

よ
りは

無
理

の
な

い
範

囲
で

多
目

的
な

用
途

に
使

用
で

き
る

方
が

事
業

収
益

性
や

市
民

利
用

に
お

け
る

汎
用

性
が

向
上

しま
す

。小
ホ

ー
ル

・展
示

ホ
ー

ル
に

つ
い

て
（

市
民

利
用

）
、市

民
に

よ
る

ご
利

用
が

中
心

に
な

る
と想

定
され

ま
す

の
で

、こ
れ

ま
で

の
市

民
の

皆
様

の
ご

利
用

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

、規
模

や
仕

様
、導

入
設

備
な

ど検
討

され
る

の
が

よ
ろ

しい
か

と思
い

ます
。

 
ホ

ー
ル

整
備

に
つ

い
て

、現
在

の
ホ

ー
ル

稼
働

率
と併

せ
て

客
席

稼
働

率
を

鑑
み

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
りま

す
。

 
ハ

ン
デ

ィキ
ャッ

プ
を

お
持

ち
の

方
で

も
楽

しめ
る

工
夫

が
必

要
か

と考
え

て
お

りま
す

。セ
ン

サ
リー

ル
ー

ム
を設

置
し、

感
覚

過
敏

の
特

徴
が

あ
る

子
供

達
とそ

の
家

族
が

安
心

して
過

ご
す

こと
が

出
来

る
空

間
を準

備
す

る
事

も
必

要
だ

と思
わ

れ
ま

す
。

 
コロ

ナ
禍

に
お

い
て

、人
が

集
ま

る
施

設
で

の
運

営
の

在
り方

が
変

わ
り、

下
記

の
様

な
対

応
が

必
要

と思
わ

れ
ます

。リ
アル

×
リモ

ー
トの

ハ
イブ

リッ
ド。

混
雑

・人
流

の
見

え
る

化
。余

裕
を

持
った

席
の

広
さ。

（
現

地
説

明
会

の
際

、少
し窮

屈
に

感
じま

した
。）

 
イベ

ン
トホ

ー
ル

と図
書

室
に

つ
い

て
、①

イベ
ン

トホ
ー

ル
の

位
置

付
け

︓
次

項
で

述
べ

る
図

書
室

の
機

能
と併

せ
て

、基
本

コン
セ

プ
トで

あ
る

越
谷

市
の

「教
養

拠
点

」の
中

心
施

設
とし

て
位

置
付

け
ます

。②
イベ

ン
トホ

ー
ル

の
役

割
︓

イベ
ン

トホ
ー

ル
で

は
、従

来
の

よ
うな

コン
サ

ー
トや

演
劇

、各
種

セ
ミナ

ー
・ワ

ー
クシ

ョッ
プ

、イ
ベ

ン
トス

ペ
ー

ス
とし

ま
す

。大
ホ

ー
ル

以
外

は
可

動
席

等
を

採
用

し、
多

目
的

に
活

用
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

とし
ま

す
。③

収
益

に
対

す
る

提
案

︓
大

ホ
ー

ル
等

で
は

飲
食

可
（

た
だ

し持
ち

込
み

は
不

可
）

とし
て

、飲
食

を
提

供
しす

る
こと

で
その

収
入

を
想

定
しま

す
。（

例
︓

クラ
ッシ

ック
コン

サ
ー

トを
、ワ

イン
や

チ
ー

ズ
を

楽
しみ

な
が

ら聴
く。

客
単

価
1,

00
0円

、原
価

率
20

％
、客

数
1,

50
0人

とし
た

場
合

、1
20

万
円

の
利

益
が

み
こめ

ま
す

。）
 

稼
働

率
の

高
い

空
間

な
の

で
、

利
用

形
態

に
応

じた
仕

様
の

選
択

が
で

き
る

（
間

仕
切

り等
の

設
備

、バ
ック

ヤ
ー

ド等
）

、市
民

利
用

が
しや

す
い

配
置

、空
間

の
設

え
、利

用
時

間
帯

の
設

定
、情

報
化

に
柔

軟
に

対
応

で
きる

設
備

 
20

世
紀

型
の

公
共

ホ
ー

ル
の

よ
うな

コン
セ

プト
が

曖
昧

な
施

設
を

この
時

代
に

新
た

に
整

備
す

る
こと

は
適

当
で

は
な

い
。市

民
の

利
用

しや
す

さへ
の

配
慮

は
必

要
だ

が
、プ

ロユ
ー

ス
、興

行
ビジ

ネ
ス

面
で

競
争

力
の

あ
る

イベ
ン

トホ
ー

ル
とす

べ
き。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「イ
ベ

ン
ト

ホ
ー

ル
」の

整
備

・運
営

に
つ

い
て

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
りま

した
ら

記
載

下
さ

い
。

質
問

2-
①
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民
間

事
業

化
の

メ
リッ

ト
 

民
間

施
設

との
一

体
整

備
で

あ
る

強
み

を
活

か
す

に
は

、施
設

全
体

で
新

ホ
ー

ル
と連

携
した

イベ
ン

トや
コン

テ
ン

ツ提
供

を
実

現
す

る
た

め
に

、官
民

連
携

した
運

営
体

制
構

築
が

重
要

で
あ

る
と考

え
ま

す
。

 
運

営
は

民
間

事
業

者
が

行
う方

が
良

い
。

 
ホ

ー
ル

の
運

営
に

つ
い

て
は

、オ
ペ

レ
ー

シ
ョン

を担
え

る
民

間
事

業
者

が
い

る
の

で
あ

れ
ば

、P
FI

 事
業

内
で

行
うこ

とで
効

果
的

な
活

用
が

期
待

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 
市

が
整

備
を

行
い

、民
間

事
業

者
へ

運
営

委
託

す
る

形
が

良
い

と考
え

ま
す

。
 

整
備

は
公

共
が

行
い

、指
定

管
理

に
よ

る
民

間
委

託
が

望
まし

い
。

 
日

本
三

大
阿

波
踊

りで
あ

る
「南

越
谷

阿
波

踊
り」

大
会

で
の

拠
点

会
場

とし
て

の
大

規
模

集
客

力
を担

う機
能

に
加

え
て

、日
常

か
ら市

民
や

NP
O

法
人

等
が

参
加

す
る

イベ
ン

トを
実

施
す

る
会

場
とし

て
通

年
活

用
を

す
る

こと
で

、南
越

谷
・新

越
谷

駅
の

に
ぎ

わ
い

を
常

に
創

出
す

る
施

設
とな

り得
る

可
能

性
が

あ
りま

す
。イ

ベ
ン

ト
ホ

ー
ル

に
係

る
運

営
業

務
に

つ
い

て
PF

I事
業

の
範

囲
とし

、民
間

事
業

者
の

ノウ
ハ

ウを
よ

り直
接

的
に

活
用

す
る

こと
に

よ
り、

上
記

の
に

ぎ
わ

い
創

出
機

能
が

より
効

果
的

に
発

揮
で

き
る

も
の

と思
料

しま
す

。
 

現
行

の
会

議
室

、視
聴

覚
室

、和
室

、宴
会

場
等

も
ホ

ー
ル

付
属

の
諸

室
とし

て
整

備
を

お
考

え
で

しょ
うか

︖
これ

ら諸
室

は
稼

働
率

も
高

い
た

め
、市

民
活

動
や

文
化

芸
術

創
造

の
拠

点
とし

て
、必

要
十

分
な

整
備

を行
うこ

とが
よ

い
と思

い
ます

。整
備

・運
営

・維
持

管
理

に
つ

い
て

は
、条

件
次

第
で

民
間

事
業

者
に

委
ね

る
こと

が
で

き
る

部
分

が
あ

る
と思

い
ま

す
。ホ

ー
ル

運
営

に
つ

い
て

、こ
れ

ま
で

と同
様

に
公

益
財

団
法

人
越

谷
市

施
設

管
理

公
社

が
行

うの
で

しょ
うか

︖
も

しく
は

民
間

運
営

会
社

に
委

託
す

る
の

で
しょ

うか
︖

どち
らの

ご
方

針
か

明
示

して
頂

き
た

く存
じま

す
。

 
整

備
・運

営
に

あ
た

って
は

、民
間

事
業

者
の

ア
イデ

ア・
ノウ

ハ
ウを

活
用

した
、官

民
連

携
事

業
で

の
実

施
が

望
ま

しい
と考

え
て

お
りま

す
。

 
イベ

ン
トホ

ー
ル

に
つ

い
て

は
現

状
と同

規
模

の
建

て
替

え
を

実
施

した
場

合
、既

存
大

ホ
ー

ル
の

稼
働

率
が

80
％

以
上

（
新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

の
影

響
を

除
い

た
場

合
）

あ
り、

これ
以

上
の

件
数

増
加

は
イベ

ント
カレ

ンダ
ー

の
調

整
とし

て
難

しい
と考

え
ま

す
。W

ith
コロ

ナ
時

代
に

お
い

て
も

、リ
ア

ル
イベ

ン
トの

ニ
ー

ズ
が

な
くな

る
こと

は
な

い
と考

え
て

お
り2

01
9年

以
前

と同
程

度
の

稼
働

が
見

込
ま

れ
る

と思
わ

れ
ま

す
。よ

り多
くの

収
益

を
期

待
す

る
の

で
あ

れ
ば

、利
用

料
金

制
を

導
入

す
る

の
が

い
い

と思
わ

れ
ま

す
。そ

の
場

合
現

状
減

免
利

用
が

約
半

数
あ

る
た

め
、減

免
利

用
（

貴
市

利
用

）
の

件
数

や
優

先
順

位
、毎

年
の

優
先

予
約

時
期

等
を

定
め

て
い

た
だ

くの
が

い
い

と思
い

ま
す

。
 

運
営

の
視

点
に

お
い

て
、文

化
・市

民
活

動
を支

え
活

性
化

に
寄

与
す

る
施

設
とし

て
運

営
す

る
こと

が
重

要
で

あ
り、

市
民

優
先

や
市

民
料

金
な

どの
検

討
が

必
要

で
す

。

維
持

管
理

運
営

の
提

案

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「イ
ベ

ン
ト

ホ
ー

ル
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

①
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今
ま

で
の

使
い

方
の

継
続

 
生

活
利

便
施

設
・集

客
性

とし
て

全
て

の
用

途
と親

和
性

が
高

く、
現

状
と同

様
の

継
続

が
望

ま
しい

と思
慮

しま
す

。
 

現
状

の
コミ

ュニ
テ

ィセ
ン

ター
の

大
・小

ホ
ー

ル
は

継
続

して
高

稼
働

状
態

で
あ

り、
整

備
後

の
新

ホ
ー

ル
に

お
い

て
も

、主
に

地
域

に
根

差
した

芸
術

活
動

・市
民

活
動

の
場

とし
て

利
用

され
る

と認
識

して
お

りま
す

。
 

コロ
ナ

以
前

で
約

80
％

以
上

の
稼

働
率

が
あ

る
こと

か
ら、

引
き

続
き

地
域

に
必

要
な

施
設

で
あ

る
と認

識
して

お
りま

す
。越

谷
市

の
中

心
地

に
あ

る
新

た
な

ホ
ー

ル
と

して
、地

元
学

生
や

団
体

の
文

化
活

動
の

拠
点

とし
て

期
待

が
で

き
る

も
の

と考
え

て
お

りま
す

。
 

過
去

の
稼

働
状

況
か

らみ
て

、同
程

度
の

収
益

が
確

保
で

きれ
ば

可
能

性
が

あ
る

と考
え

ま
す

。
 

現
行

の
イベ

ン
トホ

ー
ル

の
運

用
と同

じく
、地

元
市

民
の

吹
奏

楽
等

の
発

表
の

場
とし

て
、市

民
の

晴
れ

の
場

とし
て

の
利

用
をメ

イン
で

考
え

る
こと

が
重

要
だ

と考
え

ま
す

。ア
リー

ナ
等

に
つ

き
ま

して
は

、埼
玉

県
内

に
ス

ー
パ

ー
ア

リー
ナ

が
あ

り、
競

合
す

る
こと

か
ら難

しい
と考

え
ます

。
 

既
存

施
設

も
高

稼
働

で
運

用
で

き
て

い
る

た
め

、そ
の

需
要

を維
持

しつ
つ

収
益

向
上

を
図

る
こと

が
求

め
られ

る
と思

わ
れ

ま
す

。

最
新

テ
ク

ノロ
ジ

ー
の

導
入

 
適

正
規

模
に

し、
先

進
技

術
（

５
G、

DX
等

）
に

対
応

した
汎

用
性

の
高

い
施

設
を

整
備

す
べ

き。
 

コロ
ナ

の
影

響
か

らイ
ベ

ン
トの

開
催

方
法

の
多

様
化

が
進

み
、オ

ン
ライ

ン
開

催
の

増
加

傾
向

に
あ

りま
す

。そ
の

た
め

最
新

技
術

(A
R・

VR
・M

R 
等

)を
活

用
した

オ
ン

ライ
ン

開
催

を
視

野
に

入
れ

ま
す

と、
リア

ル
とオ

ン
ライ

ン
の

同
時

開
催

が
可

能
とな

る
た

め
、現

在
の

客
席

稼
働

率
を鑑

み
て

整
備

す
る

こと
が

必
要

だ
と考

え
ま

す
。

 
イン

ター
ネ

ット
環

境
下

に
お

い
て

、越
谷

市
か

ら全
世

界
へ

と発
信

出
来

る
様

な
コン

テ
ン

ツの
製

作
を考

え
て

お
りま

す
。そ

の
為

の
回

線
イン

フラ
や

映
像

制
作

ま
た

音
声

の
整

音
等

、協
力

会
社

との
環

境
整

備
や

、コ
ン

テ
ン

ツホ
ル

ダー
との

調
整

に
つ

い
て

も
取

り組
ん

で
参

りた
い

と考
え

て
お

りま
す

。
 

施
設

内
の

飲
食

店
と連

携
した

、ケ
ー

タリ
ング

サ
ー

ビス
（

例
︓

席
に

Ｉ
Ｃ

タグ
を

設
置

し、
非

接
触

で
「注

文
→

決
裁

→
商

品
受

取
」を

実
現

）
、光

と音
を

用
い

た
誘

導
。

 
受

付
シ

ス
テ

ム
や

清
掃

ロボ
ット

な
どを

導
入

す
る

な
ど、

人
件

費
の

低
減

を
実

現
で

き
る

よ
うに

設
計

段
階

か
ら管

理
運

営
を

見
据

え
て

検
討

をし
て

い
くこ

とが
必

要
と

考
え

ま
す

。
 

Ａ
Ｉ

が
急

速
に

発
展

し、
社

会
を

大
き

く変
え

よ
うと

して
お

りま
す

。今
ま

で
の

技
術

と異
な

る
点

は
、Ａ

Ｉ
が

「人
間

の
知

能
の

一
部

を代
替

で
き

る
」と

い
う点

で
す

。そ
の

中
で

社
会

人
に

求
め

られ
る

の
は

、Ａ
Ｉ

に
使

わ
れ

る
の

で
は

な
く、

Ａ
Ｉ

を正
しく

使
い

こな
す

こと
で

す
。そ

の
よ

うな
環

境
で

、現
在

あ
らゆ

る
知

の
土

台
とな

る
リベ

ラル
ア

ー
ツ（

教
養

）
が

求
め

られ
て

お
りま

す
。教

養
の

中
に

は
、音

楽
等

の
芸

術
も

含
ま

れ
ます

。ま
た

、社
会

人
に

は
Ｉ

Ｔ
教

育
を含

め
た

リカ
レ

ン
ト教

育
が

求
め

られ
て

お
りま

す
。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「イ
ベ

ン
ト

ホ
ー

ル
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
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ア
リー

ナ
機

能
の

導
入

 
イベ

ン
トホ

ー
ル

で
な

く、
ア

リー
ナ

とし
て

整
備

す
る

こと
で

汎
用

性
が

高
ま

る
と思

う。
 

地
域

活
性

の
為

、既
存

の
ホ

ー
ル

の
他

、ア
リー

ナ
を

建
設

し、
地

元
プロ

バ
ス

ケ
ット

チ
ー

ム
の

本
拠

地
とし

て
活

用
した

い
。試

合
日

、練
習

日
以

外
は

ジ
ャニ

ー
ズ

系
、

ロッ
ク系

等
の

ライ
ブ

、イ
ベ

ント
とし

て
運

用
し、

地
域

の
に

ぎ
わ

い
を

活
性

させ
た

い
。

 
小

ホ
ー

ル
を

市
民

や
クラ

シ
ック

向
け

ホ
ー

ル
とし

、大
ホ

ー
ル

を平
土

間
＋

ロー
ル

バ
ック

チ
ェア

に
して

展
示

・イ
ベ

ン
ト全

国
ツア

ー
等

が
開

催
で

きる
よ

うに
す

る
こと

も
検

討
 

イベ
ン

トホ
ー

ル
よ

りも
街

の
アイ

コン
とな

る
アリ

ー
ナ

が
必

要
。理

由
とし

て
、地

元
プ

ロバ
ス

ケ
ット

ボ
ー

ル
の

興
行

を
は

じめ
、コ

ンサ
ー

トや
D

リー
グ

・e
ス

ポ
ー

ツ等
の

興
行

性
と集

客
性

の
あ

る
興

行
を

行
い

、外
か

ら沢
山

の
人

を
呼

び
込

み
「に

ぎ
わ

い
」を

起
こし

、経
済

効
果

を
あ

げ
る

。
 

様
々

な
イベ

ン
ト企

画
が

可
能

な
イン

フラ
計

画
を

望
み

ま
す

。ま
た

、V
IP

席
等

の
施

設
計

画
に

よ
り収

益
性

を高
め

る
こと

に
より

、行
政

負
担

の
軽

減
に

な
る

か
と思

い
ま

す
。相

乗
効

果
が

期
待

で
き

る
施

設
・機

能
とし

て
ア

リー
ナ

施
設

を
導

入
す

る
こと

に
よ

り、
イベ

ン
ト内

容
の

幅
が

広
が

り「
賑

わ
い

」の
創

出
に

繋
が

る
か

と思
わ

れ
ま

す
。

活
用

方
法

の
提

案
 

南
越

谷
駅

の
周

辺
で

は
、他

に
この

よう
な

規
模

の
イベ

ン
ト施

設
が

な
い

た
め

、南
越

谷
阿

波
踊

り開
催

の
拠

点
とし

て
の

必
要

性
が

非
常

に
高

い
。

 
鑑

賞
型

の
公

演
の

み
な

らず
、市

民
が

参
加

出
来

る
体

験
型

の
企

画
を

増
や

し、
文

化
芸

術
の

発
表

の
場

、ま
た

、交
流

機
会

の
増

大
を

図
りま

す
。そ

の
為

に
行

う取
り組

み
とし

て
、

市
民

が
気

軽
に

ス
テ

ー
ジ

に
上

が
り、

エ
ン

ター
テ

イン
メン

トの
実

演
を行

え
る

場
の

提
供

、プ
ロの

ア
ー

テ
ィス

トと
同

じ舞
台

で
共

演
で

きる
体

験
機

会
の

創
出

、子
供

向
け

の
本

格
的

な
伝

統
芸

能
の

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
を

行
い

、ス
テ

ー
ジ

で
発

表
す

る
企

画
、優

れ
た

文
化

芸
術

を表
現

す
る

演
者

と、
講

演
形

式
で

の
交

流
を

図
る

機
会

の
提

供
、地

域
文

化
芸

術
団

体
の

相
互

交
流

促
進

、さ
らに

地
域

文
化

継
承

を
行

う企
画

の
提

案
、都

内
芸

術
系

大
学

な
らび

に
高

校
と連

動
し

た
、共

創
事

業
の

提
案

上
記

事
業

を
展

開
し、

無
論

、時
流

に
即

した
、タ

イム
リー

か
つ

人
気

の
あ

る
エ

ン
ター

テ
イン

メン
トの

供
給

は
行

い
つ

つ
、市

民
皆

様
の

文
化

芸
術

へ
の

参
加

意
欲

を
刺

激
す

る
企

画
を実

施
。

 
公

共
施

設
で

は
難

しい
（

不
似

合
い

）
か

も
しれ

ま
せ

ん
が

、少
しで

も
収

益
を

向
上

（
市

財
政

に
寄

与
）

させ
る

為
、Ｖ

Ｉ
Ｐ

席
を

用
意

す
る

。
 

現
在

検
討

中
で

す
が

収
益

の
観

点
か

らも
、重

要
な

施
設

とな
りま

す
。逆

に
コン

サ
ー

トホ
ー

ル
機

能
は

経
営

を圧
迫

す
る

要
因

とな
り民

営
は

難
しい

と考
え

ます
。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「イ
ベ

ン
ト

ホ
ー

ル
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
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施
設

計
画

の
提

案
 

現
状

の
南

部
図

書
室

は
、本

館
と比

較
して

少
な

い
蔵

書
数

に
も

か
か

わ
らず

よ
り多

くの
方

が
来

館
され

て
い

る
点

が
大

き
な

強
み

で
あ

る
と考

え
ま

す
。こ

の
強

み
を

活
か

す
た

め
に

は
、単

純
な

図
書

館
・図

書
室

機
能

に
とど

ま
らず

、民
間

施
設

(商
業

施
設

)・
広

場
・ホ

ー
ル

等
と調

和
した

滞
在

性
の

高
い

ゆ
とり

あ
る

空
間

整
備

が
重

要
で

あ
る

と考
え

ま
す

。ゆ
とり

あ
る

空
間

を
備

え
た

図
書

館
整

備
の

た
め

に
も

、現
状

の
南

部
図

書
室

より
も

大
き

な
面

積
を

確
保

す
る

こと
も

検
討

して
い

た
だ

け
れ

ば
と

考
え

て
お

りま
す

。
ま

た
、効

果
的

な
機

能
連

携
の

た
め

に
は

、民
間

事
業

者
の

参
画

も
含

め
た

ホ
ー

ル
と図

書
室

の
一

体
運

営
検

討
も

重
要

で
あ

る
と考

え
ま

す
。(

事
例

︓
「T

O
YA

M
Aき

らり
」美

術
館

(ギ
ャラ

リー
)と

図
書

館
の

共
同

運
営

) 
 

図
書

館
は

歳
入

が
期

待
で

きず
、P

PP
/P

FI
 な

ど民
間

企
業

は
参

入
しに

くい
た

め
、図

書
館

の
中

に
サ

テ
ライ

トオ
フィ

ス
・カ

フェ
等

を
設

置
し、

歳
入

確
保

の
手

段
を

増
や

す
の

は
どう

か
。

集
客

を
上

げ
た

い
場

合
に

は
、蔦

屋
書

店
や

ス
ター

バ
ック

ス
コー

ヒー
が

入
店

す
る

佐
賀

県
武

雄
市

の
図

書
館

の
よ

うな
整

備
は

どう
か

。（
参

考
︓

武
雄

市
人

口
５

万
人

、平
成

３
０

年
度

来
館

者
10

0 
万

人
超

）
 

図
書

の
設

置
機

能
以

外
に

も
、ワ

ー
クシ

ョッ
プ等

が
開

催
で

きる
機

能
等

を
併

せ
持

た
せ

る
こと

が
施

設
の

活
性

化
に

非
常

に
重

要
な

要
素

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と思

わ
れ

る
。直

近
、多

くの
地

方
公

共
団

体
で

図
書

館
の

新
設

、改
修

を実
施

して
お

り、
そ

の
な

か
か

ら成
功

事
例

を
取

り込
み

こと
が

重
要

と思
わ

れ
る

。
 

図
書

室
は

街
の

価
値

を
上

げ
、集

客
力

も
大

き
い

こと
か

ら、
駅

前
・中

心
部

に
ふ

さわ
しい

質
の

高
い

（
規

模
も

含
め

）
機

能
に

す
る

べ
き

で
あ

る
。カ

フェ
や

コワ
ー

キ
ン

グ
併

設
な

ど、
民

間
機

能
との

融
合

に
よ

る
利

便
性

の
高

い
施

設
。

 
既

存
の

南
部

図
書

室
の

単
純

な
再

整
備

だ
け

で
は

な
く、

老
朽

化
して

い
る

蔵
書

数
30

万
冊

の
市

立
図

書
館

機
能

を統
合

し大
型

図
書

館
とし

、か
つ

民
間

収
益

事
業

（
カフ

ェ等
）

との
一

体
的

な
運

営
を

行
うこ

とや
、開

館
時

間
の

延
長

を実
施

す
る

な
どP

FI
事

業
の

これ
ま

で
の

好
評

事
例

を
導

入
す

る
こと

で
、市

民
が

よ
り魅

力
や

親
近

感
を

持
ち

利
用

しや
す

い
図

書
館

とな
る

こと
が

思
料

され
ます

。
 

越
谷

サ
ン

シ
テ

ィ整
備

基
本

計
画

に
例

とし
て

挙
げ

られ
て

い
る

商
業

施
設

、文
化

創
造

施
設

、子
育

て
関

連
施

設
等

を
は

じめ
とし

て
、図

書
館

（
室

）
機

能
は

他
の

施
設

機
能

との
親

和
性

が
高

く、
連

携
等

に
よ

る
さま

ざ
ま

な
相

乗
効

果
が

期
待

で
きま

す
。例

え
ば

、福
島

県
須

賀
川

市
の

「須
賀

川
市

民
交

流
セ

ン
ター

te
tt

e」
で

は
、複

合
施

設
内

の
各

機
能

に
親

和
性

の
あ

る
図

書
を

それ
ぞ

れ
の

エ
リア

に
配

架
す

る
取

組
み

に
より

特
色

を
出

して
い

ま
す

。事
業

公
募

に
あ

た
って

は
こう

した
点

を
踏

ま
え

、整
備

・運
営

に
お

け
る

自
由

な
提

案
が

可
能

とな
る

柔
軟

な
条

件
設

定
をお

願
い

で
き

れ
ば

と存
じま

す
。た

だ
し、

南
部

図
書

室
は

利
用

が
市

内
最

多
で

あ
り市

民
に

とっ
て

図
書

館
サ

ー
ビス

へ
の

中
心

的
な

接
触

点
に

な
って

い
る

と考
え

られ
る

こと
か

ら、
電

子
図

書
館

の
よう

な
全

市
的

な
サ

ー
ビス

に
つ

い
て

も
利

用
推

進
等

に
お

け
る

一
定

の
役

割
を担

う必
要

が
あ

る
と考

え
ま

す
。中

央
図

書
館

との
役

割
分

担
等

、貴
市

の
お

考
え

の
方

向
性

を
ご

教
示

い
た

だ
け

ま
す

と、
よ

り適
切

な
ご

提
案

が
可

能
と考

え
て

お
りま

す
。ま

た
、他

市
の

事
例

（
大

阪
市

こど
も

本
の

森
中

之
島

、札
幌

市
図

書
情

報
館

等
）

で
は

、中
央

図
書

館
とは

別
の

地
域

館
で

あ
る

とい
う特

性
を

活
か

して
、地

域
に

特
化

した
蔵

書
や

サ
ー

ビス
を

構
築

して
話

題
性

を
生

み
集

客
効

果
を

上
げ

て
い

ます
。同

様
の

切
り口

で
南

部
図

書
室

で
の

サ
ー

ビス
を

展
開

す
る

こと
も

、に
ぎ

わ
い

創
出

とい
う点

で
は

効
果

的
と考

え
ま

す
。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「図
書

室
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

②
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施
設

計
画

の
提

案
 

図
書

室
に

つ
い

て
は

本
施

設
の

集
客

機
能

を担
うこ

とに
な

る
と思

わ
れ

ま
す

。施
設

内
で

な
る

べ
く開

か
れ

た
設

計
とす

る
こと

で
施

設
全

体
へ

の
波

及
効

果
が

期
待

で
き

ま
す

。
 

図
書

室
の

運
営

に
は

知
見

が
な

く、
コメ

ン
トは

差
し控

え
ま

す
が

、ホ
ー

ル
と一

体
の

施
設

とし
て

条
例

設
定

を
行

うの
か

、別
々

の
所

管
の

公
の

施
設

とし
て

、そ
れ

ぞ
れ

事
業

区
分

、施
設

区
分

、事
業

会
計

を
分

け
る

必
要

が
あ

る
の

か
に

つ
い

て
は

前
提

条
件

とし
て

整
理

い
た

だ
く必

要
が

あ
る

と考
え

ま
す

。ホ
ー

ル
との

兼
ね

合
い

で
言

え
ば

、イ
ベ

ン
ト開

催
時

に
音

な
どの

問
題

で
利

用
者

に
ご

迷
惑

が
掛

か
らな

い
よ

うな
ゾ

ー
ニ

ング
や

施
設

設
計

を
要

求
水

準
とし

て
い

た
だ

くよ
うご

検
討

くだ
さい

。
 

図
書

室
を

整
備

す
る

に
あ

た
り、

図
書

室
が

持
つ

機
能

と他
の

公
共

機
能

や
民

間
施

設
と複

合
化

し、
新

た
な

付
加

価
値

を
創

出
す

る
た

め
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 
ア

リー
ナ

の
中

、も
しく

は
敷

地
内

の
一

施
設

とし
て

「に
ぎ

わ
い

」に
必

要
な

物
で

あ
れ

ば
入

れ
込

む
べ

き。
 

越
谷

市
に

あ
る

図
書

館
は

、最
寄

り駅
か

ら遠
い

場
所

に
立

地
して

い
る

所
が

多
く、

当
該

図
書

館
は

、最
寄

り駅
か

ら1
番

近
い

所
に

あ
る

こと
か

ら、
貸

出
図

書
を

多
く

す
る

な
ど規

模
を

大
き

くし
運

用
す

る
こと

が
良

い
と考

え
ま

す
。

 
民

間
施

設
と完

全
に

切
り分

け
ず

に
、イ

ベ
ント

の
隙

間
時

間
や

出
張

所
利

用
の

待
ち

時
間

で
気

軽
に

使
え

る
空

間
が

構
築

で
き

る
と良

い
と考

え
ま

す
。

 
イベ

ン
トホ

ー
ル

と並
び

、基
本

コン
セ

プ
トで

あ
る

越
谷

市
の

「教
養

拠
点

」の
中

心
施

設
とし

て
位

置
付

け
ま

す
。図

書
室

に
お

い
て

も
民

間
施

設
で

設
置

す
る

カフ
ェか

らの
ドリ

ン
ク持

ち
込

み
を

認
め

、そ
の

収
益

を事
業

に
充

当
しま

す
。

 
図

書
室

は
、他

の
機

能
（

ホ
ー

ル
、子

育
て

関
連

施
設

、広
場

な
ど）

との
連

携
・交

流
が

しや
す

い
こと

か
ら、

市
民

が
図

書
館

資
料

を
基

に
交

流
が

で
き

る
場

所
と

して
の

柔
軟

性
の

あ
る

空
間

越
谷

市
の

直
営

に
関

す
る

意
見

 
越

谷
市

の
運

営
状

況
を

確
認

す
る

と各
施

設
とも

収
益

性
に

課
題

が
あ

り、
また

公
共

性
が

高
い

施
設

で
あ

る
た

め
、基

本
的

に
は

越
谷

市
で

施
設

整
備

・運
営

・維
持

管
理

を
行

う必
要

が
あ

る
と考

え
る

。

今
ま

で
の

使
い

方
の

継
続

 
弊

社
とし

て
は

運
営

協
力

会
社

との
連

携
が

必
要

とな
りま

す
が

、図
書

室
は

生
活

利
便

施
設

とし
て

の
住

機
能

との
親

和
性

が
高

く、
整

備
が

好
まし

い
と思

慮
しま

す
。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「図
書

室
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

②
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活
用

方
法

の
提

案
 

越
谷

市
に

設
置

され
て

い
る

図
書

館
に

つ
い

て
、他

市
と比

較
す

る
と規

模
・施

設
の

新
しさ

等
に

お
い

て
、若

干
強

み
が

な
い

と感
じて

い
る

。図
書

館
に

つ
い

て
は

、年
齢

層
を

問
わ

ず
利

用
が

期
待

され
る

施
設

で
あ

り、
サ

ン
シ

テ
ィ全

体
の

整
備

に
関

して
市

民
満

足
度

を高
く得

る
た

め
の

非
常

に
重

要
な

施
設

で
あ

る
。日

常
生

活
に

お
け

る
市

民
の

方
の

関
与

度
を

考
え

る
と、

南
越

谷
駅

付
近

か
らサ

ンシ
テ

ィに
人

を
誘

導
す

る
コン

テ
ンツ

とし
て

、最
も

重
要

な
施

設
に

な
る

と考
え

る
。

 
越

谷
市

の
ア

クセ
ス

の
中

心
地

とし
て

、学
生

が
多

く行
き

交
う立

地
で

あ
る

こと
か

ら、
新

設
され

た
際

は
相

応
の

利
用

者
が

見
込

ま
れ

る
も

の
と考

え
ま

す
。（

自
習

ス
ペ

ー
ス

とし
て

の
活

用
な

ど）
 

整
備

例
とし

て
「図

書
室

と民
間

機
能

を
複

合
化

した
空

間
」を

挙
げ

ま
す

。こ
の

空
間

を
図

書
館

が
持

つ
資

料
提

供
の

機
能

と、
地

産
地

消
能

力
と滞

留
効

果
を

持
つ

カフ
ェ機

能
を

複
合

化
し整

備
す

る
こと

で
、住

民
の

自
主

的
な

学
習

活
動

を
援

助
しシ

ビッ
クプ

ライ
ドを

醸
成

す
る

滞
留

空
間

とし
て

整
備

す
る

こと
が

で
き

ます
。こ

の
よ

うな
付

加
価

値
を

創
出

す
る

整
備

が
必

要
で

す
。

 
個

人
利

用
の

み
で

は
な

く、
地

域
と共

創
す

る
ア

クテ
ィブ

な
図

書
室

をイ
メー

ジ
して

お
りま

す
。

地
域

の
暗

黙
知

を
形

に
す

る
「越

谷
デ

ジ
タル

アー
カイ

ブ」
を

作
成

・保
存

・公
開

、ト
ー

クシ
ョー

を
は

じめ
とし

た
、ミ

ニ
コン

サ
ー

ト、
読

み
聞

か
せ

等
の

イベ
ント

主
催

、エ
ン

トラ
ン

ス
を

は
じめ

、文
化

ホ
ー

ル
を活

用
した

地
域

の
記

録
映

像
の

上
映

会
、地

域
の

み
な

さま
との

絆
を

深
め

る
、広

報
誌

の
編

集
・発

行
、車

両
を

用
い

た
出

張
図

書
室

の
実

施
、上

記
事

業
を

展
開

す
る

中
で

、積
極

的
に

地
域

内
か

ら雇
用

を
行

う事
に

より
、次

代
の

人
材

を
育

成
し、

さら
に

貴
重

な
地

域
の

文
化

を
形

あ
る

も
の

とし
て

継
承

して
参

りま
す

。
 

図
書

室
・図

書
館

の
運

営
は

す
で

に
多

数
行

って
お

りま
す

が
、い

か
に

市
民

の
い

ろ
い

ろ
な

方
に

来
て

い
た

だ
き、

市
民

の
サ

ー
ドプ

レ
イス

に
す

る
か

が
重

要
で

す
。

 
図

書
館

に
カフ

ェ機
能

を
入

れ
る

と面
白

い
と思

い
ま

す
。ま

た
図

書
館

の
中

に
防

音
イベ

ン
トス

ペ
ー

ス
を

作
り、

読
み

聞
か

せ
、紙

芝
居

、ミ
ニ

映
画

鑑
賞

会
が

で
き

る
と

良
い

か
と思

い
ま

す
。・

越
谷

市
民

の
皆

様
に

とっ
て

の
「サ

ー
ドプ

レ
イス

」と
して

の
心

地
の

良
い

空
間

が
必

要
。（

例
︓

図
書

館
に

よ
る

コミ
ュニ

テ
ィの

形
成

等
）

 
施

設
内

の
飲

食
店

と連
携

した
、ケ

ー
タリ

ング
サ

ー
ビス

（
①

イベ
ン

トホ
ー

ル
と同

じ）
例

︓
席

に
Ｉ

Ｃ
タグ

を設
置

し、
非

接
触

で
「注

文
→

決
裁

→
商

品
受

取
」を

実
現

 
カフ

ェと
の

融
合

が
成

功
例

とし
て

多
々

あ
る

た
め

、そ
れ

らを
参

考
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と思

わ
れ

ます
。

 
学

校
教

育
の

現
場

で
は

、教
員

に
よる

一
方

向
的

な
講

義
形

式
の

教
育

とは
異

な
り、

能
動

的
に

学
ぶ

こと
に

よ
って

、認
知

的
、倫

理
的

、社
会

的
能

力
、教

養
、

知
識

、経
験

を
含

め
た

汎
用

的
能

力
の

育
成

を
図

る
ア

クテ
ィブ

・ラ
ー

ニ
ン

グ
が

最
近

取
り入

れ
られ

て
お

りま
す

。静
か

な
図

書
ス

ペ
ー

ス
とは

別
に

、イ
ベ

ン
トホ

ー
ル

の
一

部
も

活
用

して
の

グ
ル

ー
プ・

デ
ィス

カッ
シ

ョン
、デ

ィベ
ー

ト、
グ

ル
ー

プ
・ワ

ー
ク等

の
ス

ペ
ー

ス
も

確
保

しま
す

。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「図
書

室
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
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活
用

方
法

の
提

案
 

単
に

市
立

図
書

館
の

分
館

とし
て

整
備

す
る

だ
け

で
な

く、
各

地
域

の
ブ

ラン
チ

図
書

室
に

お
い

て
は

IT
（

IC
T）

活
用

の
面

等
に

お
い

て
民

間
の

ノウ
ハ

ウ等
も

柔
軟

に
導

入
し、

本
館

との
ダイ

ナ
ミッ

クな
機

能
分

担
が

市
全

体
の

図
書

館
機

能
を

活
性

化
して

い
くよ

うな
ビジ

ョン
を持

た
れ

て
は

如
何

で
しょ

うか
︖

 
図

書
館

は
地

域
の

賑
わ

い
創

出
の

重
要

な
拠

点
と考

え
て

お
りま

す
。さ

い
た

ま市
北

区
役

所
の

プ
ラザ

ノー
ス

の
よ

うな
図

書
室

とし
て

の
機

能
を充

実
させ

つ
つ

、地
域

の
憩

い
の

場
とな

る
よ

うな
意

匠
が

望
ま

しい
と考

え
ます

。

維
持

管
理

運
営

の
提

案
 

運
営

業
務

に
つ

い
て

PF
I事

業
の

範
囲

とし
、民

間
事

業
者

の
ノウ

ハ
ウを

よ
り直

接
的

に
活

用
す

る
こと

に
よ

り、
上

記
の

に
ぎ

わ
い

創
出

機
能

が
よ

り効
果

的
に

発
揮

で
き

る
も

の
と思

料
しま

す
。

 
民

間
事

業
者

に
よ

る
運

営
受

託
が

昨
今

トレ
ン

ドと
な

って
い

ます
が

、収
益

事
業

と公
的

サ
ー

ビス
の

バ
ラン

ス
が

重
要

で
あ

り、
市

が
求

め
る

要
求

水
準

に
応

じて
民

間
事

業
者

が
提

供
で

き
る

サ
ー

ビス
及

び
必

要
とす

る
対

価
が

変
動

す
る

も
の

と考
え

ま
す

。
 

維
持

管
理

業
務

は
イベ

ン
トホ

ー
ル

と出
張

所
な

どと
ま

とめ
る

 
越

谷
市

・学
校

・団
体

・民
間

企
業

等
との

連
携

事
業

を
図

る
た

め
の

体
制

が
あ

る
と良

い
。図

書
館

の
ス

ペ
シ

ャリ
ス

トと
して

「本
の

ソ
ム

リエ
」を

配
置

。
 

閲
覧

ス
ペ

ー
ス

に
テ

ー
マ

性
を持

た
せ

、話
題

作
りを

す
る

。
例

︓
プ

ラネ
タリ

ウム
 

中
小

企
業

経
営

者
や

サ
ラリ

ー
マ

ン
等

に
対

す
る

創
業

支
援

・事
業

アド
バ

イス
や

リカ
レ

ン
ト教

育
、主

婦
や

高
齢

者
に

対
す

る
自

己
啓

発
な

ど、
様

々
な

市
民

の
知

識
欲

に
対

す
る

適
切

な
レ

ファ
レ

ン
ス

・サ
ー

ビス
を

充
実

させ
ます

。
 

図
書

館
の

枠
に

とら
わ

れ
な

い
運

営
形

態

時
代

の
変

化
へ

の
対

応
 

本
だ

け
で

な
く、

変
化

す
る

情
報

に
柔

軟
に

対
応

で
きる

空
間

と運
営

形
態

（
オ

ン
ライ

ン
・ラ

イブ
ラリ

ー
な

ど）
 

本
事

業
に

お
け

る
南

図
書

室
の

再
整

備
が

、そ
の

他
の

地
域

図
書

室
に

お
け

る
次

代
に

向
け

た
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
とな

る
可

能
性

も
あ

る
と考

え
ま

す
。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「図
書

室
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-
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民
間

事
業

化
の

メ
リッ

ト
 

集
客

性
も

高
く、

市
民

の
文

化
教

養
が

育
まれ

る
点

か
らも

有
効

な
コン

テ
ン

ツだ
と考

え
る

。誰
も

が
利

用
しや

す
い

環
境

を
整

備
す

べ
き。

運
営

は
民

間
事

業
者

が
行

う方
が

良
い

。
 

市
が

整
備

を
行

い
、民

間
事

業
者

へ
運

営
委

託
す

る
事

も
可

能
と考

え
ま

す
。

 
民

間
施

設
へ

の
設

置
も

検
討

可
能

で
あ

る
。整

備
は

公
共

が
行

い
、指

定
管

理
に

よる
民

間
委

託
が

望
ま

しい
。位

置
は

民
間

提
案

に
委

ね
る

の
が

望
ま

しい
。

 
図

書
館

運
営

事
業

者
の

ノウ
ハ

ウを
活

用
し、

子
育

て
関

連
施

設
の

運
営

も
一

体
的

に
行

うこ
とで

人
件

費
等

の
コス

ト削
減

効
果

が
期

待
で

き
る

も
の

と思
料

しま
す

。
 

図
書

室
に

つ
い

て
は

、指
定

管
理

制
度

等
民

間
へ

の
委

託
に

よ
り収

益
を

生
む

施
設

とし
て

注
目

され
て

い
ま

す
。現

在
は

、越
谷

市
施

設
管

理
公

社
が

行
って

お
りま

す
が

、民
間

運
営

事
業

者
等

へ
の

ヒア
リン

グ
に

よ
り施

設
規

模
を

検
討

して
い

くべ
き

と考
え

ます
。

 
施

設
整

備
を

越
谷

市
様

に
て

行
って

い
た

だ
き、

運
営

を
民

間
事

業
者

や
指

定
管

理
業

者
に

て
行

う手
法

が
良

い
と考

え
ま

す
。あ

る
い

は
、整

備
を

民
間

事
業

者
で

行
い

、図
書

室
部

を
越

谷
市

様
に

て
賃

貸
・運

営
して

い
た

だ
く手

法
も

可
能

と思
わ

れ
ま

す
。

 
運

営
の

事
が

わ
か

って
い

る
（

利
用

者
の

事
）

運
営

事
業

者
が

設
計

ア
イデ

アを
内

包
した

事
業

手
法

が
望

まし
い

で
す

。

最
新

の
テ

ク
ノロ

ジ
ー

の
導

入
 

デ
ジ

タル
化

や
自

動
化

等
に

よ
り今

後
図

書
館

サ
ー

ビス
に

お
い

て
も

急
速

な
変

化
が

予
想

され
る

こと
か

ら、
図

書
室

内
の

諸
室

要
件

等
に

つ
い

て
も

、合
理

的
な

代
替

手
段

の
提

案
可

能
性

や
将

来
的

な
可

変
性

を
含

む
条

件
設

定
が

望
ま

しい
と考

え
ま

す
。（

例
︓

要
件

が
「A

V視
聴

ブ
ー

ス
の

設
置

」で
は

な
く、

「A
V視

聴
が

可
能

な
環

境
の

提
供

」で
あ

れ
ば

、他
機

能
と共

用
可

能
な

空
間

とす
る

こと
で

ス
ペ

ー
ス

の
有

効
活

用
が

可
能

、等
）

 
地

域
資

料
の

収
集

、記
録

、保
存

、管
理

、共
有

へ
と一

連
の

作
業

に
つ

い
て

、自
社

キ
ュレ

ー
ター

の
育

成
をは

じめ
とし

、W
EB

動
画

の
配

信
、デ

ジ
タル

ア
ー

カイ
ブ

ま
で

の
IT

環
境

整
備

ま
で

を
ご

提
案

した
い

と考
え

て
お

りま
す

。
 

ま
た

地
元

に
経

済
効

果
を

も
た

らす
また

図
書

館
に

来
な

くて
も

、電
子

図
書

な
どま

た
基

幹
シ

ス
テ

ム
の

利
用

者
目

線
の

D
X 

化
が

必
要

で
す

。
 

電
子

書
籍

の
導

入
。

 
Ａ

Ｉ
・Ｄ

Ｘ
等

を
活

用
した

、コ
ン

シ
ェル

ジ
ュ機

能
。

 
図

書
室

で
は

現
状

の
蔵

書
に

加
え

て
、電

子
書

籍
貸

出
サ

ー
ビス

を
取

り入
れ

ま
す

。
 

電
子

書
籍

は
管

理
も

容
易

で
、蔵

書
ス

ペ
ー

ス
が

不
要

で
あ

る
な

ど、
Ｄ

Ｘ
時

代
に

ふ
さわ

しい
コン

テ
ンツ

で
す

。す
で

に
ア

メリ
カの

図
書

室
で

は
9割

以
上

が
導

入
し

て
お

りま
す

。(
日

本
で

は
昨

年
10

月
現

在
で

1割
弱

で
す

。近
隣

で
は

さい
た

ま
市

、桶
川

市
、草

加
市

な
どが

取
り入

れ
て

お
りま

す
。)

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「図
書

室
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
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今
ま

で
の

使
い

方
の

継
続

 
生

活
利

便
施

設
・集

客
性

とし
て

全
て

の
用

途
と親

和
性

が
高

く、
現

状
と同

様
の

継
続

が
望

ま
しい

と思
慮

しま
す

。
 

出
張

所
が

併
設

され
る

複
合

施
設

が
あ

る
こと

は
、利

便
性

の
向

上
に

繋
が

る
た

め
、有

効
な

施
策

で
あ

る
と思

慮
す

る
。

運
営

の
観

点
で

は
、民

間
事

業
者

に
何

か
期

待
を

して
い

る
部

分
が

あ
る

の
か

、越
谷

市
の

意
見

も
伺

って
み

た
く思

って
い

る
。

 
官

民
の

複
合

施
設

とし
て

集
客

を
見

込
む

こと
を

考
慮

した
場

合
、自

治
体

サ
ー

ビス
の

提
供

は
施

設
利

用
者

の
利

便
性

向
上

に
寄

与
す

る
も

の
と考

え
ま

す
。

 
隣

駅
に

市
役

所
が

あ
りま

す
が

、駅
か

らの
所

有
時

間
を

考
え

る
と出

張
所

は
必

要
だ

と考
え

ます
。

施
設

計
画

の
提

案
 

出
張

所
に

つ
い

て
は

、貴
市

に
よ

る
整

備
が

原
則

で
あ

る
と認

識
して

お
りま

す
が

、民
間

施
設

の
一

部
を貴

市
に

賃
借

い
た

だ
く方

式
も

検
討

可
能

で
あ

る
と考

え
ま

す
。

 
図

書
館

の
中

に
出

張
所

を
整

備
す

る
が

良
い

と考
え

る
。同

一
に

す
る

こと
に

より
、整

備
費

や
維

持
管

理
費

を抑
え

る
こと

が
で

き
る

だ
け

で
な

く、
同

じ空
間

に
あ

る
こと

に
よ

り、
事

務
手

続
き

に
訪

れ
た

市
民

が
そ

の
ま

ま
本

を借
りて

帰
る

な
どの

相
乗

効
果

も
期

待
で

き
る

と思
う。

 
民

間
施

設
内

へ
の

設
置

も
検

討
可

能
で

あ
る

。
 

同
規

模
で

よ
い

と考
え

ま
す

。現
状

の
南

部
出

張
所

が
奥

に
あ

り、
分

か
りづ

らい
た

め
配

置
計

画
に

は
検

討
が

必
要

で
す

。
 

ア
リー

ナ
の

中
、も

しく
は

敷
地

内
の

一
施

設
とし

て
「に

ぎ
わ

い
」に

必
要

な
物

で
あ

れ
ば

入
れ

込
む

べ
き

 
本

事
業

の
よ

うな
複

合
施

設
に

行
政

機
能

の
出

張
所

が
計

画
され

る
場

合
、そ

こだ
け

が
行

政
の

論
理

で
管

理
され

、そ
の

他
機

能
との

複
合

メリ
ット

が
創

出
で

き
て

い
な

い
事

例
も

見
られ

ま
す

。行
政

出
張

所
に

お
い

て
も

可
能

な
限

り複
合

の
メリ

ット
を

追
求

す
る

よ
うな

条
件

設
定

に
期

待
しま

す
。

越
谷

市
の

直
営

に
関

す
る

意
見

 
立

地
条

件
が

良
い

為
、市

民
の

利
便

性
が

向
上

す
る

と考
え

る
。賃

料
とし

て
安

定
的

な
収

益
が

あ
が

る
為

、事
業

者
に

とっ
て

も
良

い
。個

人
情

報
の

取
り扱

い
が

あ
る

為
、市

に
て

運
営

す
べ

き
と考

え
る

が
、個

人
情

報
保

護
の

問
題

を解
決

で
き

る
場

合
は

、民
間

事
業

者
に

て
運

営
も

可
能

と考
え

る
。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「出
張

所
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
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最
新

の
テ

ク
ノロ

ジ
ー

の
導

入
 

カー
ド決

済
可

能
な

料
金

徴
収

シ
ス

テ
ム

、ま
た

端
末

の
導

入
。子

育
て

世
代

の
方

をは
じめ

、様
々

な
事

情
をお

持
ち

の
方

をお
迎

え
す

る
準

備
を

行
い

ま
す

。
 

出
張

所
の

あ
る

べ
き

姿
は

今
後

行
政

サ
ー

ビス
の

告
知

相
談

窓
口

に
より

変
わ

る
と予

想
され

ます
。デ

ジ
タル

化
とデ

ジ
タル

デ
バ

イド
の

は
ざ

まの
住

民
へ

の
サ

ー
ビス

プ
ロバ

イダ
ー

機
能

が
必

要
と思

わ
れ

、単
な

る
窓

口
だ

け
に

とど
ま

らず
個

室
機

能
を

も
た

せ
、個

別
対

応
を

よ
り重

要
視

す
る

しつ
らえ

が
必

要
と思

料
しま

す
。

 
現

在
の

機
能

の
デ

ジ
タル

対
応

に
よ

り効
率

化
が

で
きれ

ば
と思

って
お

りま
す

。
 

最
新

テ
クノ

ロジ
ー

の
導

入
、活

用
（

デ
ジ

タル
化

）
を

す
る

事
で

、3
00

 ㎡
（

現
状

維
持

）
の

広
さが

必
要

か
どう

か
、検

証
の

余
地

は
あ

りま
す

で
しょ

うか
。

 
「越

谷
市

の
Ｄ

Ｘ
拠

点
」出

張
所

の
存

在
も

、単
な

る
手

続
き

拠
点

で
は

な
く、

Ｄ
Ｘ

実
証

実
験

拠
点

とし
て

位
置

付
け

ま
す

。各
種

手
続

きを
行

う際
に

は
、通

常
の

手
続

き
の

ほ
か

、オ
ン

ライ
ンで

の
手

続
き

方
法

を
市

民
に

対
して

勧
め

、そ
こで

の
や

り取
りか

らオ
ン

ライ
ン

手
続

き
の

改
善

点
を

全
体

に
フィ

ー
ドバ

ック
す

る
こと

を
想

定
しま

す
。そ

の
た

め
に

、音
声

入
力

等
に

対
応

した
パ

ソ
コン

や
タブ

レッ
ト端

末
も

準
備

しま
す

。
 

今
後

、電
子

化
が

進
む

と共
に

相
談

業
務

が
多

様
化

す
る

こと
か

ら、
発

券
業

務
の

電
子

化
、施

設
内

へ
の

分
散

、相
談

業
務

を
主

体
とし

た
空

間
形

成

維
持

管
理

運
営

の
提

案
 

マ
ン

パ
ワ

ー
業

務
に

つ
い

て
は

、個
人

情
報

を扱
うこ

とも
あ

り市
直

営
で

あ
る

べ
き

で
す

が
、施

設
整

備
段

階
に

お
い

て
、省

力
化

･Ｉ
Ｔ

化
･カ

ー
ボ

ン
ニュ

ー
トラ

ル
等

に
資

す
る

提
案

が
可

能
で

あ
る

と考
え

ます
。

 
出

張
所

機
能

を
整

備
す

る
に

あ
た

り、
他

の
公

共
機

能
と併

せ
た

バ
ンド

リン
グ

に
よ

る
包

括
的

運
営

が
望

ま
しい

と考
え

ま
す

。出
張

所
機

能
を

他
の

機
能

と複
合

化
し

委
託

す
る

こと
で

、柔
軟

な
対

応
が

可
能

で
す

。こ
れ

に
よ

り本
来

実
現

で
き

な
か

った
サ

ー
ビス

の
実

現
化

や
業

務
拡

大
が

可
能

とな
り、

本
施

設
と出

張
所

機
能

の
魅

力
・満

足
度

向
上

に
つ

な
が

りま
す

。
 

図
書

室
と一

体
化

す
る

事
で

、資
源

・ス
ペ

ー
ス

・人
員

等
の

共
有

（
効

率
化

）
を

図
る

。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「出
張

所
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
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活
用

方
法

の
提

案
 

民
間

事
業

者
の

直
接

の
業

務
とな

り得
る

部
分

が
少

な
く、

維
持

管
理

業
務

が
主

体
に

な
る

も
の

と思
料

しま
す

。平
日

夜
間

や
休

日
の

行
政

サ
ー

ビス
提

供
に

つ
い

て
方

向
性

を
お

示
しい

た
だ

き
た

い
と存

じま
す

。現
在

、南
部

出
張

所
の

開
庁

時
間

は
平

日
の

午
前

8時
30

分
か

ら午
後

5時
15

分
まで

とさ
れ

て
お

りま
す

が
、土

曜
、

祝
日

に
開

庁
（

月
2回

等
）

す
る

こと
で

、市
民

サ
ー

ビス
の

向
上

及
び

他
の

施
設

利
用

者
の

増
へ

繋
が

る
可

能
性

が
ご

ざ
い

ます
。パ

ス
ポ

ー
トセ

ン
ター

が
現

在
、越

谷
駅

前
の

ツイ
ン

シ
テ

ィ内
に

置
か

れ
て

お
りま

す
が

、南
越

谷
駅

前
に

配
置

され
る

こと
で

、東
武

線
、武

蔵
野

線
沿

線
の

双
方

の
越

谷
市

民
の

利
便

性
が

高
まる

の
で

は
な

い
か

と思
料

い
た

しま
す

。
 

子
育

て
世

代
が

気
軽

に
利

用
出

来
る

様
、利

用
者

の
利

便
性

向
上

を
図

る
サ

ー
ビス

を
導

入
しま

す
。

お
子

様
（

乳
幼

児
か

ら主
に

未
就

学
児

）
の

一
時

預
か

りス
ペ

ー
ス

の
設

置
、保

育
士

や
子

育
て

支
援

員
の

配
置

、コ
ン

シ
ェル

ジ
ュを

配
置

した
、利

用
者

へ
の

サ
ポ

ー
ト

、授
乳

室
や

多
目

的
トイ

レ
等

の
配

慮
あ

る
施

設
の

提
案

 
各

種
オ

ン
ライ

ン
手

続
き

の
利

便
性

を市
民

に
知

って
も

らい
、そ

こか
らＩ

Ｃ
Ｔ

に
対

す
る

リカ
レン

ト教
育

な
ど、

図
書

室
の

機
能

へ
の

連
携

を
想

定
しま

す
。

民
間

事
業

化
の

メ
リッ

ト

 
市

が
整

備
を

行
い

、民
間

事
業

者
へ

運
営

委
託

す
る

事
も

可
能

と考
え

ま
す

。但
し、

サ
ン

シ
テ

ィ跡
地

に
どこ

まで
の

機
能

が
必

要
か

は
検

討
が

必
要

と考
え

ま
す

。
 

一
部

運
営

業
務

（
受

付
等

）
は

民
間

事
業

者
が

担
うこ

とも
考

え
られ

ま
す

。先
端

オ
フィ

ス
の

よ
うな

提
案

も
可

能
か

と思
慮

しま
す

が
、出

張
所

の
有

り方
に

つ
い

て
は

具
体

的
に

想
定

（
IT

化
の

想
定

、提
供

サ
ー

ビス
内

容
等

）
を

お
示

し頂
き

た
く存

じま
す

。
 

施
設

整
備

を
越

谷
市

様
に

て
行

って
い

た
だ

き、
運

営
を

民
間

事
業

者
や

指
定

管
理

業
者

に
て

行
う手

法
が

良
い

と考
え

ま
す

。
あ

る
い

は
、整

備
を

民
間

事
業

者
で

行
い

、図
書

室
部

を
越

谷
市

様
に

て
賃

貸
・運

営
して

い
た

だ
く手

法
も

可
能

と思
わ

れ
ま

す
。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「出
張

所
」

の
整

備
・運

営
に

つ
い

て
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

りま
した

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

③
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活
用

方
法

の
提

案
 

コロ
ナ

禍
を

経
た

新
しい

生
活

様
式

に
お

い
て

は
、都

市
に

お
け

る
広

場
空

間
の

重
要

性
が

さら
に

増
して

い
る

と考
え

て
お

りま
す

。本
整

備
に

お
い

て
は

、イ
ベ

ント
ホ

ー
ル

・図
書

館
・民

間
施

設
等

の
各

機
能

とソ
フト

/ハ
ー

ド両
面

で
連

携
可

能
な

広
場

機
能

が
重

要
で

あ
る

と考
え

ま
す

。
例

え
ば

、ホ
ー

ル
や

練
習

室
が

広
場

に
開

か
れ

て
い

て
日

常
的

に
文

化
芸

術
活

動
に

触
れ

合
え

る
場

、ホ
ー

ル
で

の
プ

ログ
ラム

に
連

動
した

図
書

館
・民

間
施

設
の

イベ
ン

ト開
催

の
場

とい
った

活
用

が
可

能
な

広
場

空
間

整
備

の
検

討
が

重
要

で
あ

る
と考

え
ま

す
。

 
市

民
の

憩
い

の
場

や
交

流
の

場
とな

り、
有

効
だ

と考
え

る
。図

書
館

等
との

複
合

化
に

よ
り、

より
集

客
力

が
期

待
で

きる
と思

う。
人

目
に

つ
く場

所
に

設
け

、賑
わ

い
が

見
え

る
よ

うに
す

べ
き

と考
え

る
。

 
現

在
の

サ
ン

シ
テ

ィの
よ

うな
箱

モ
ノを

当
該

敷
地

全
体

に
再

整
備

す
る

の
で

は
な

く、
多

世
代

が
集

え
る

公
園

や
広

場
とし

て
整

備
す

る
の

は
どう

か
。

例
）

福
井

県
福

井
市

中
央

公
園

、南
池

袋
公

園
や

イケ
・サ

ン
パ

ー
ク

 
南

越
谷

阿
波

踊
り等

の
イベ

ン
ト開

催
時

に
有

効
活

用
が

で
き

る
と考

え
る

。
地

元
の

商
店

街
や

市
民

が
広

場
を

マ
ル

シ
ェ等

に
利

用
で

き
る

よう
な

運
営

が
で

きれ
ば

、
市

民
又

は
商

店
街

の
に

ぎ
わ

い
、地

域
の

活
性

化
に

繋
が

る
と思

料
す

る
。

 
イベ

ン
ト利

用
の

自
由

度
を

高
め

る
こと

、イ
ベ

ン
ト利

用
を

見
越

した
環

境
整

備
（

電
源

確
保

等
）

 
既

存
施

設
の

よ
うに

広
場

を複
層

させ
る

こと
で

豊
か

な
ス

ペ
ー

ス
を

生
み

出
す

こと
も

可
能

。・
ホ

ー
ル

や
図

書
館

との
連

携
。

 
市

民
の

憩
い

の
場

とし
て

機
能

す
る

も
の

と考
え

ま
す

。
 

イベ
ン

トホ
ー

ル
と同

様
に

、「
南

越
谷

阿
波

踊
り」

大
会

開
催

時
の

イベ
ン

ト広
場

とし
て

の
機

能
の

ほ
か

、日
常

か
ら市

民
や

NP
O

法
人

等
が

参
加

す
る

イベ
ント

を
実

施
会

場
とし

て
通

年
活

用
をす

る
こと

で
、恒

常
的

な
に

ぎ
わ

い
創

出
施

設
とな

り得
る

可
能

性
が

あ
りま

す
。コ

ロナ
感

染
対

策
に

よ
る

外
食

制
限

に
お

い
て

も
実

施
可

能
な

キ
ッチ

ン
カー

の
営

業
が

可
能

な
広

場
とす

る
こと

で
、公

共
施

設
内

の
飲

食
機

能
を

補
完

し、
利

用
者

増
加

に
寄

与
す

る
こと

が
期

待
で

きる
も

の
と思

料
しま

す
。

 
広

場
に

つ
い

て
は

ホ
ー

ル
との

親
和

性
を

鑑
み

て
、イ

ベ
ン

トな
どを

で
きる

よ
うな

仕
様

とし
て

い
た

だ
くと

ご
提

案
の

幅
が

広
が

りま
す

。
 

利
用

者
が

自
主

的
に

目
的

をも
って

利
用

し、
多

様
な

イベ
ント

会
場

とし
て

活
用

す
る

た
め

に
汎

用
的

で
自

然
の

あ
る

空
間

形
成

とが
求

め
られ

ま
す

。こ
れ

に
より

、地
域

力
を

活
か

した
目

的
性

の
高

い
シ

ン
ボ

リッ
クな

空
間

とし
て

広
場

を整
備

す
る

こと
が

重
要

で
あ

る
と考

え
ま

す
。

 
憩

い
の

場
、集

ま
る

場
、待

つ
場

とし
て

必
要

。
 

市
民

祭
り等

、各
種

実
績

を保
有

して
お

り、
ラン

ドマ
ー

クと
して

の
役

割
、に

ぎ
わ

い
等

実
施

可
能

な
メニ

ュー
は

多
数

あ
りま

す
。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「広
場

」
の

整
備

・運
営

に
つ

い
て

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
りま

し
た

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-
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活
用

方
法

の
提

案
 

常
設

遊
具

は
ふ

わ
ふ

わ
ドー

ム
等

の
世

代
を

問
わ

ず
楽

しめ
、陳

腐
化

しな
い

物
を

中
心

に
選

定
、人

工
芝

を
敷

い
た

広
場

を
設

置
し、

青
空

読
書

や
お

弁
当

な
どを

楽
しめ

る
ス

ペ
ー

ス
を

設
置

、搬
入

用
エ

レ
ベ

ー
ター

等
の

導
入

に
よ

る
、イ

ベ
ント

開
催

可
能

な
エ

リア
の

提
案

、床
面

に
誘

導
マッ

プ
（

楽
しい

イラ
ス

ト付
き

）
を貼

り
付

け
し、

他
施

設
へ

の
誘

導
も

実
施

、天
体

観
測

器
具

を
購

入
、保

管
し、

観
望

会
等

の
科

学
体

験
を

定
期

的
に

実
施

、ど
な

た
に

で
も

、ま
た

多
世

代
が

楽
しめ

る
場

所
とし

て
の

機
能

は
も

ち
ろ

ん
、科

学
館

と連
動

した
、こ

ども
体

験
施

設
とし

て
の

機
能

も
加

味
させ

る
事

に
より

、主
に

ファ
ミリ

ー
層

の
来

場
者

増
を

狙
い

ま
す

。子
ど

も
達

の
元

気
な

声
が

響
く、

活
気

あ
る

場
所

を目
指

しま
す

。
 

イベ
ン

ト（
屋

外
フェ

ス
）

が
可

能
な

市
民

の
憩

い
の

場
とな

る
、週

末
に

ワ
クワ

ク感
の

あ
る

企
画

運
営

が
必

要
と考

え
ま

す
。ま

た
、備

品
等

で
仮

設
ス

テ
ー

ジ
や

音
響

機
器

が
あ

れ
ば

市
民

の
ス

テ
ー

ジ
や

催
し物

で
「賑

わ
い

の
創

出
」が

で
き

れ
ば

と思
って

お
りま

す
。色

々
な

イベ
ン

トが
で

き
る

よ
う電

気
設

備
、給

排
水

等
の

イン
フラ

が
あ

る
と良

い
と思

い
ま

す
。

 
キ

ッチ
ン

カー
。（

但
し、

広
場

の
広

さ、
耐

荷
重

に
も

よ
る

）
、雨

天
時

に
も

利
用

で
きる

工
夫

・仕
掛

け
が

あ
る

と良
い

。（
屋

根
の

せ
り出

し等
）

 
芝

生
や

水
景

な
どが

あ
る

と人
が

集
まり

憩
い

空
間

とな
って

い
る

事
例

が
多

くあ
りま

す
。近

隣
の

駅
前

に
は

そ
の

よ
うな

憩
い

空
間

が
少

な
い

た
め

、差
別

化
に

つ
な

が
る

と考
え

ま
す

。
 

広
場

の
一

部
に

は
屋

根
が

あ
り、

雨
天

時
で

も
椅

子
に

腰
か

け
て

思
案

した
り、

ア
クテ

ィブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

を
行

った
り、

ホ
ー

ル
で

開
催

され
た

コン
サ

ー
トに

つ
い

て
意

見
交

換
した

りす
る

ス
ペ

ー
ス

とし
て

とら
え

ます
。

 
健

康
や

イベ
ン

トな
どエ

ン
ター

テ
イメ

ン
トな

市
民

交
流

が
可

能
な

広
場

 
多

世
代

や
地

区
内

外
の

人
々

が
将

来
に

わ
た

って
交

流
で

きる
、賑

わ
い

の
場

の
創

出
が

望
まし

い
と考

え
ま

す
。

維
持

管
理

運
営

の
提

案
 

運
営

・維
持

管
理

費
は

事
業

者
負

担
を

想
定

され
て

い
る

よう
で

す
が

、ど
の

よう
な

お
金

の
流

れ
・原

資
を

以
って

事
業

者
が

負
担

す
る

こと
を

想
定

され
て

い
る

か
お

示
し頂

き
た

く存
じま

す
。仮

に
カフ

ェ等
を

設
置

し、
そ

の
営

業
利

益
を

以
って

運
営

・維
持

管
理

費
を

賄
うこ

とを
想

定
され

て
い

る
場

合
、十

分
な

利
益

が
得

られ
る

か
ど

うか
を

検
証

され
て

い
る

の
か

お
示

し頂
き

た
く存

じま
す

。
 

維
持

管
理

の
か

か
らな

い
仕

様
設

定

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「広
場

」
の

整
備

・運
営

に
つ

い
て

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
りま

し
た

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-
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施
設

計
画

の
提

案
 

市
民

が
憩

い
、活

動
し、

地
域

との
繋

が
りを

持
つ

た
め

の
拠

点
とし

て
重

要
と考

え
ま

す
。市

民
が

憩
え

る
よ

う芝
生

や
日

影
を

設
け

る
等

の
環

境
整

備
を行

うこ
と。

地
域

に
開

か
れ

た
場

所
に

位
置

させ
る

こと
が

重
要

だ
と考

え
ま

す
。

 
駅

前
か

ら人
を

迎
え

入
れ

る
役

割
、公

共
施

設
と民

間
施

設
の

利
用

者
を

つ
な

ぐ役
割

とし
て

重
要

。駅
前

広
場

が
比

較
的

小
さい

た
め

、イ
ベ

ン
トや

キ
ッチ

ン
カー

が
利

用
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

と、
公

園
の

よ
うな

緑
の

ス
ペ

ー
ス

な
どを

豊
か

に
設

け
る

べ
き

で
あ

る
。

 
駅

周
辺

に
は

、公
園

の
様

に
緑

が
あ

り交
流

が
生

ま
れ

る
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

して
い

る
た

め
、芝

生
広

場
の

よ
うに

整
備

す
る

 
広

場
は

、公
共

施
設

（
機

能
）

と民
間

施
設

を
つ

な
ぎ

、に
ぎ

わ
い

を創
出

す
る

上
で

、重
要

な
機

能
に

な
る

と思
い

ます
。

 
１

０
０

㎡
以

上
で

、イ
ベ

ント
等

で
民

間
事

業
者

が
利

用
で

き
る

よ
うに

整
備

して
い

た
だ

き
た

い
。

 
南

越
谷

阿
波

踊
り等

、市
民

イベ
ント

の
拠

点
とな

る
個

所
とな

る
こと

が
求

め
られ

る
た

め
、あ

る
程

度
の

面
積

が
必

要
に

な
る

と思
わ

れ
ま

す
。

 
イベ

ン
トホ

ー
ル

と一
体

利
用

で
き

る
広

場
（

例
︓

東
部

地
域

振
興

ふ
れ

あ
い

拠
点

施
設

ふ
れ

あ
い

キ
ュー

ブ
（

春
日

部
市

）
な

ど）
 

一
部

イベ
ン

ト実
施

エ
リア

だ
け

で
も

、屋
根

な
どの

雨
天

時
対

応
が

可
能

な
エリ

ア
が

あ
れ

ば
、屋

外
を使

用
した

市
民

の
賑

わ
い

に
直

接
的

に
寄

与
す

る
よ

うな
イベ

ン
トが

打
ち

や
す

くな
りま

す
の

で
、仕

様
とし

て
ご

検
討

され
て

は
い

か
が

で
しょ

うか
。

 
広

場
を

整
備

す
る

に
あ

た
り、

イン
フォ

メー
シ

ョン
パ

ッケ
ー

ジ
記

載
の

ご
意

見
の

「人
が

集
ま

れ
る

場
所

」「
ラン

ドス
ケ

ー
プを

良
くす

る
」等

の
広

場
が

持
つ

「集
会

機
能

」
と「

景
観

機
能

」等
の

グ
ラン

ドレ
ベ

ル
デ

ザ
イン

を
意

識
した

整
備

が
必

要
で

す
。

 
イン

クル
ー

シ
ブ

遊
具

を
常

設
し、

障
が

い
者

と健
常

者
の

交
流

が
は

か
りや

す
い

環
境

を
整

備
。様

々
な

人
々

が
気

軽
に

集
ま

れ
、交

流
、そ

して
賑

わ
い

が
生

まれ
る

空
間

とし
ま

す
。

 
視

認
性

を
良

くす
る

事
で

、地
域

へ
の

一
体

感
が

増
し、

賑
わ

い
の

空
間

作
りが

し易
くな

る
と考

え
ま

す
。公

共
施

設
⇔

 広
場

⇔
 民

間
施

設
の

回
遊

性
へ

の
工

夫
・仕

掛
け

が
あ

る
と良

い
。

 
敷

地
に

余
裕

が
無

く屋
上

を代
替

え
に

す
る

とか
の

工
夫

が
無

い
と施

設
全

体
を

圧
迫

す
る

こと
に

な
る

と考
え

ます
。

 
段

差
の

な
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

な
多

世
代

の
居

場
所

づ
くり

 
各

施
設

の
配

置
や

動
線

を
意

識
し、

事
業

区
域

全
体

の
統

一
感

や
連

携
、地

域
の

活
力

を
醸

成
す

る
トー

タル
デ

ザ
イン

な
どを

検
討

す
る

必
要

が
あ

りま
す

。

最
新

の
テ

ク
ノロ

ジ
ー

の
導

入
 

施
設

内
の

飲
食

店
と連

携
した

、ケ
ー

タリ
ング

サ
ー

ビス
（

①
イベ

ン
トホ

ー
ル

と同
じ）

席
に

Ｉ
Ｃ

タグ
を

設
置

し、
非

接
触

で
「注

文
→

決
裁

→
商

品
受

取
」を

実
現

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「広
場

」
の

整
備

・運
営

に
つ

い
て

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
りま

し
た

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

④

53



民
間

事
業

化
の

メ
リッ

ト
 

施
設

全
体

で
統

一
的

な
管

理
者

に
よる

官
民

連
携

した
運

営
体

制
構

築
が

重
要

で
あ

る
と考

え
ま

す
。

 
民

間
事

業
者

が
主

導
して

アイ
デ

ィア
出

しを
行

った
上

で
市

が
整

備
を行

う形
が

宜
しい

か
と考

え
ま

す
。ま

た
、運

営
管

理
に

つ
き

ま
して

は
、全

体
の

施
設

と一
体

的
に

民
間

事
業

者
へ

委
託

す
る

事
が

可
能

と考
え

ま
す

。
 

整
備

は
公

共
が

行
い

、指
定

管
理

に
よ

る
民

間
委

託
が

望
まし

い
。面

積
や

位
置

な
どは

民
間

提
案

に
委

ね
る

の
が

望
ま

しい
。

 
市

所
有

の
下

で
民

間
施

設
の

イベ
ント

広
場

（
日

常
一

般
管

理
を

条
件

に
使

用
貸

借
等

）
とし

て
民

間
事

業
者

が
一

体
的

に
運

用
す

る
こと

で
街

区
全

体
の

賑
わ

い
創

出
に

つ
な

が
る

と考
え

ます
。

 
施

設
整

備
を

越
谷

市
様

に
て

行
って

い
た

だ
き、

運
営

を
民

間
事

業
者

や
指

定
管

理
業

者
に

て
行

う手
法

が
良

い
と考

え
ま

す
。

 
運

営
維

持
管

理
費

用
を

事
業

者
負

担
とす

る
場

合
の

「広
場

」の
利

用
料

金
設

定
等

は
、民

間
事

業
者

に
委

ね
る

か
た

ち
が

望
ま

しい
。

エ
リア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
導

入
 

当
該

地
は

特
に

、ホ
ー

ル
や

図
書

館
・商

業
施

設
だ

け
で

な
く、

阿
波

踊
り等

イベ
ン

トで
活

用
され

て
い

る
広

場
も

含
め

地
域

の
皆

様
と馴

染
み

の
深

い
場

所
で

あ
り、

そ
うい

った
地

域
との

つ
な

が
りを

継
続

す
る

た
め

に
も

行
政

・商
業

施
設

事
業

者
・住

民
が

一
体

とな
る

エ
リア

マネ
ジ

メン
トの

構
築

が
必

要
と思

慮
しま

す
。

 
エ

リマ
ネ

組
織

とも
連

携
した

地
域

イベ
ン

トも
考

え
られ

ま
す

。
 

将
来

的
に

エ
リア

マ
ネ

ジ
メン

トと
して

イベ
ン

トを
企

画
す

る
際

に
も

、広
場

の
位

置
づ

け
は

重
要

と思
わ

れ
ま

す
。

防
災

機
能

の
導

入
 

新
旧

施
設

・住
民

を
つ

な
ぐ地

域
活

性
・防

災
とい

う観
点

か
ら、

広
場

ス
ペ

ー
ス

は
必

要
と思

慮
しま

す
。

 
災

害
時

に
活

用
で

き
る

防
災

機
能

を備
え

た
広

場
・施

設
を

検
討

して
も

良
い

と考
え

る
。

 
防

災
等

の
観

点
か

ら避
難

場
所

とし
て

の
機

能
が

求
め

られ
る

の
で

あ
れ

ば
、そ

の
要

求
に

応
じた

広
さ等

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

と思
わ

れ
る

。

公
募

条
件

の
提

案
 

民
間

事
業

を
定

期
借

地
権

等
で

実
施

す
る

際
に

、そ
れ

ぞ
れ

個
別

に
開

発
要

検
討

で
広

場
や

公
園

等
を

整
備

す
る

こと
は

合
理

的
で

は
な

い
と考

え
られ

ま
す

。公
民

一
体

とな
った

土
地

利
用

の
合

理
化

を
可

能
に

す
る

よう
な

条
件

設
定

に
期

待
しま

す
。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「広
場

」
の

整
備

・運
営

に
つ

い
て

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
りま

し
た

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

④

54



施
設

計
画

の
提

案
 

出
張

所
は

市
民

の
利

便
性

を考
え

る
と低

層
階

が
望

ま
しい

。立
地

条
件

が
良

い
為

、利
便

性
が

高
い

。想
定

して
い

る
公

共
施

設
の

中
で

、収
益

を
あ

げ
る

こと
が

で
き

る
の

は
、イ

ベ
ン

トホ
ー

ル
の

み
、図

書
館

や
出

張
所

、広
場

は
市

民
サ

ー
ビス

の
施

設
に

な
る

為
、収

益
性

は
な

い
。図

書
館

や
広

場
は

賑
わ

い
つ

くり
に

も
寄

与
す

る
。

 
2 

階
視

聴
覚

室
、１

〜
４

会
議

室
、3

 階
集

会
議

室
（

第
一

和
室

、第
二

和
室

、特
別

会
議

室
、特

別
応

接
室

）
、4

 階
宴

会
場

に
つ

い
て

も
再

整
備

を行
う

予
定

か
。

 
一

棟
合

築
とせ

ず
、公

共
施

設
棟

と民
間

施
設

棟
に

分
棟

（
敷

地
分

割
）

して
各

々
に

機
能

を
集

約
す

る
こと

で
責

任
区

分
が

明
確

に
な

り、
運

営
面

で
お

互
い

の
自

由
度

も
高

ま
る

も
の

と考
え

ま
す

。
 

ア
リー

ナ
の

中
、も

しく
は

敷
地

内
の

一
施

設
とし

て
「に

ぎ
わ

い
」に

必
要

な
物

で
あ

れ
ば

入
れ

込
む

べ
き

 
市

民
意

見
か

らで
て

い
る

多
目

的
大

ホ
ー

ル
（

ア
リー

ナ
）

に
関

して
は

、公
共

施
設

で
考

え
て

い
る

イベ
ン

トホ
ー

ル
と兼

用
で

きる
ホ

ー
ル

型
（

劇
場

型
）

ア
リー

ナ
に

よ
り、

コス
ト削

減
と多

機
能

型
イン

フラ
に

よ
り稼

働
率

向
上

に
繋

が
れ

ば
と思

い
ま

す
。

 
『越

谷
市

の
新

た
な

「顔
」と

な
る

、「
教

養
拠

点
」』

とい
う基

本
コン

セ
プ

トに
ふ

さわ
しい

、落
ち

着
い

た
雰

囲
気

の
施

設
とし

ま
す

。
 

ホ
ー

ル
棟

は
、こ

れ
ま

で
の

文
化

の
蓄

積
が

あ
る

こと
か

ら耐
震

補
強

+
機

能
改

修
を

視
野

に
入

れ
た

整
備

の
可

能
性

を検
討

。（
コス

ト減
に

も
つ

な
が

る
）

公
募

条
件

の
提

案
 

施
設

全
体

で
各

機
能

が
連

携
した

イベ
ン

トや
コン

テ
ン

ツ提
供

を
実

現
す

る
た

め
に

、統
一

的
な

管
理

者
に

よる
官

民
連

携
した

運
営

体
制

構
築

が
重

要
で

あ
る

と考
え

ま
す

。
運

営
段

階
に

お
け

る
効

果
的

な
連

携
を

実
施

す
る

た
め

に
も

、公
共

機
能

の
主

た
る

利
用

目
的

や
コン

セ
プ

ト、
費

用
負

担
等

に
つ

い
て

、計
画

段
階

よ
り民

間
事

業
者

と対
話

を
行

うこ
とが

重
要

で
あ

る
と考

え
て

お
りま

す
。

 
整

備
に

つ
い

て
は

民
間

ノウ
ハ

ウを
最

大
限

に
生

か
し維

持
管

理
ま

で
を

一
体

的
に

行
な

うP
FI

方
式

も
しく

は
DB

O
方

式
の

検
討

を
導

入
頂

きた
い

。
 

Ｐ
Ｐ

Ｐ
手

法
（

Ｐ
Ｆ

Ｉ
･Ｄ

Ｂ
Ｏ

）
は

元
よ

り、
従

来
型

発
注

に
お

い
て

も
Ｄ

Ｂ
方

式
を

用
い

る
こと

で
、高

い
機

能
性

と運
営

効
率

に
資

す
る

施
設

が
整

備
され

る
も

の
と考

え
ま

す
。一

方
で

、公
共

施
設

に
求

め
る

機
能

（
用

途
）

が
明

確
で

あ
り、

且
つ

、民
間

施
設

（
独

立
採

算
）

の
ボ

リュ
ー

ム
も

大
き

い
こと

か
ら、

必
ず

しも
Ｐ

Ｐ
Ｐ

手
法

（
Ｐ

Ｆ
Ｉ

･Ｄ
Ｂ

Ｏ
）

の
一

体
整

備
に

拘
る

必
要

は
な

い
も

の
と考

え
ま

す
。資

金
調

達
コス

トに
つ

い
て

も
起

債
の

方
が

低
廉

で
あ

る
と考

え
ま

す
。

 
日

常
的

に
市

民
の

皆
様

が
足

を
運

ぶ
機

能
（

出
張

所
や

図
書

館
）

と賑
わ

い
を

生
み

出
す

イベ
ン

トを
実

施
で

き
る

ホ
ー

ル
や

広
場

な
どの

機
能

は
、公

共
施

設
同

士
で

親
和

性
を

持
た

せ
た

事
業

を
行

え
る

よ
う、

業
務

範
囲

に
つ

い
て

は
明

確
に

分
担

い
た

だ
く一

方
で

、予
算

等
の

設
定

や
そ

の
運

用
に

つ
い

て
は

あ
ま

り縦
割

りに
せ

ず
に

、
一

体
的

な
事

業
の

企
画

な
どが

行
い

や
す

い
よ

うな
整

理
を

い
た

だ
くよ

う、
お

願
い

い
た

しま
す

。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「公
共

施
設

（
機

能
）

全
般

」に
つ

い
て

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
りま

し
た

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

⑤

55



活
用

方
法

の
提

案
 

弊
社

とし
て

は
住

機
能

が
必

要
で

あ
る

こと
が

前
提

で
す

が
、既

存
の

越
谷

サ
ンシ

テ
ィ機

能
を

継
承

させ
る

こと
に

よ
って

、街
の

に
ぎ

わ
い

創
出

や
ブ

ラン
ド維

持
に

貢
献

し、
住

宅
用

途
に

お
い

て
も

相
互

的
に

寄
与

す
る

と思
慮

しま
す

。
 

越
谷

市
の

中
心

拠
点

とな
る

こと
か

ら、
市

民
・地

元
団

体
が

利
用

しや
す

い
工

夫
が

必
要

と考
え

ま
す

。（
利

用
料

金
の

減
免

等
）

 
で

き
る

限
り多

用
途

・多
機

能
を

導
入

す
る

こと
で

、地
域

の
賑

わ
い

に
寄

与
す

る
可

能
性

が
高

い
と考

え
ま

す
。

 
イベ

ン
トホ

ー
ル

と図
書

室
は

、既
存

事
例

も
あ

りイ
ベ

ン
トや

事
業

等
の

様
々

な
方

法
で

連
携

が
可

能
と考

え
られ

ま
す

。ま
た

広
場

に
つ

い
て

も
、上

記
施

設
との

一
体

的
な

事
業

や
イベ

ン
トの

開
催

な
ど、

活
用

法
を

提
案

で
き

る
と考

え
て

お
りま

す
。

 
大

ホ
ー

ル
に

つ
い

て
80

％
の

稼
働

を
して

お
り、

市
民

に
愛

され
て

い
る

施
設

と思
わ

れ
ま

す
。一

方
、現

状
減

免
利

用
が

多
く、

越
谷

市
様

の
文

化
政

策
上

現
状

に
対

す
る

お
考

え
を

お
聞

か
せ

い
た

だ
け

な
い

で
しょ

うか
。

 
図

書
館

や
出

張
所

も
そ

うで
す

が
、公

的
機

関
の

入
居

な
ど、

イベ
ン

トの
な

い
日

で
も

賑
わ

い
を生

む
装

置
が

あ
る

とよ
い

と思
い

ま
す

。
 

本
施

設
は

公
共

機
能

と民
間

施
設

の
複

合
施

設
の

た
め

、連
携

・連
結

に
よる

付
加

価
値

の
創

出
機

会
が

多
く見

込
ま

れ
ま

す
。単

独
で

機
能

が
存

在
して

しま
うと

、
利

用
者

は
第

一
の

目
標

を
達

成
した

途
端

に
外

に
出

て
しま

い
短

期
的

な
滞

在
しか

見
込

め
ませ

ん
。し

か
し包

括
的

運
営

す
る

こと
に

よ
り、

機
能

同
士

が
掛

け
合

わ
せ

る
こと

で
生

じる
第

二
、第

三
の

目
的

か
ら、

長
期

的
な

滞
在

を
見

込
む

こと
が

で
き

ます
。こ

れ
に

よ
り整

備
コン

セ
プ

トと
一

致
した

施
設

運
営

が
可

能
とな

りま
す

。
 

地
域

住
民

が
「出

会
い

・体
験

・夢
の

実
現

」を
体

験
す

る
事

の
出

来
る

施
設

とし
て

、新
越

谷
駅

近
傍

に
あ

る
科

学
技

術
体

験
セ

ン
ター

ミラ
クル

を
新

生
サ

ン
シ

テ
ィ内

に
吸

収
、科

学
館

、そ
して

新
た

に
子

育
て

支
援

施
設

を
移

設
、ま

た
は

新
設

し、
ホ

ー
ル

棟
や

出
張

所
、ま

た
図

書
室

、広
場

とも
連

動
した

「複
合

型
こど

も
体

験
施

設
」と

して
一

体
的

な
運

用
を行

う事
を

提
案

い
た

しま
す

。
 

各
所

に
観

光
案

内
機

能
（

イン
フォ

メー
シ

ョン
）

を
点

在
させ

、シ
ビッ

クプ
ライ

ド醸
成

に
寄

与
させ

る
。

 
前

段
で

も
述

べ
た

よ
うに

、敷
地

に
余

裕
が

無
い

た
め

魅
力

を創
り出

す
の

に
苦

心
す

る
こと

に
な

る
と考

え
ま

す
。例

え
ば

南
側

道
路

の
南

側
敷

地
（

細
長

い
島

状
）

を
取

り込
む

こと
で

魅
力

的
な

再
開

発
の

可
能

性
は

広
が

る
と考

え
て

い
ま

す
。敷

地
上

部
に

高
圧

線
が

走
って

い
る

の
は

、大
き

な
阻

害
要

因
とな

って
い

ます
。地

中
化

を
含

め
て

根
本

的
な

イン
フラ

政
策

は
急

を
要

す
る

と考
え

ま
す

。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「公
共

施
設

（
機

能
）

全
般

」に
つ

い
て

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
りま

し
た

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

⑤

エ
リア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
導

入
 

多
岐

に
渡

る
整

備
の

た
め

、各
機

能
を

ま
とめ

て
い

く上
で

公
共

施
設

機
能

と民
間

施
設

、地
域

、行
政

との
連

携
が

必
要

不
可

欠
と考

え
て

お
り、

エ
リア

マ
ネ

ジ
メン

ト
が

重
要

だ
と考

え
て

ま
す

。
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民
間

事
業

化
の

メ
リッ

ト
 

南
越

谷
駅

、新
越

谷
駅

利
用

者
の

人
流

を
引

き
込

む
た

め
に

、P
FI

 事
業

で
民

間
事

業
者

を
取

り込
む

こと
は

非
常

に
有

効
な

施
策

で
あ

る
と思

わ
れ

る
。

 
公

共
施

設
（

ホ
ー

ル
、図

書
館

、広
場

等
）

の
管

理
は

指
定

管
理

者
制

度
の

導
入

が
望

ま
しい

。極
力

サ
ー

ビス
対

価
に

よ
る

民
間

委
託

が
望

ま
しい

。
 

イベ
ン

トホ
ー

ル
、図

書
室

に
記

載
しま

した
よう

に
、公

共
施

設
の

運
営

に
つ

い
て

は
、P

FI
事

業
とし

て
設

計
や

建
設

段
階

か
ら運

営
企

業
が

直
接

関
与

す
る

こと
で

、
サ

ー
ビス

の
向

上
や

ライ
フサ

イク
ル

コス
トの

削
減

な
ど官

民
連

携
事

業
に

期
待

され
る

効
果

をよ
り発

揮
で

き
る

も
の

と思
料

しま
す

。
 

公
共

施
設

へ
の

来
場

者
を

民
間

施
設

に
、民

間
施

設
へ

の
来

場
者

を公
共

施
設

に
、公

共
・民

間
施

設
の

来
場

者
を南

越
谷

地
区

の
他

の
施

設
に

どの
よ

うに
人

の
流

れ
を

つ
な

げ
る

か
、に

ぎ
わ

い
を

創
出

出
来

る
か

考
え

て
い

きた
い

と思
って

お
りま

す
。

 
多

くの
実

績
を

有
す

る
民

間
企

業
の

ノウ
ハ

ウが
活

か
せ

る
も

の
と考

え
て

お
りま

す
の

で
、図

書
室

に
関

しま
して

も
、一

定
以

上
の

範
囲

で
民

間
企

業
の

運
営

ノウ
ハ

ウ
を

活
か

せ
る

手
法

の
導

入
をご

検
討

い
た

だ
け

れ
ば

と考
え

ま
す

。
 

公
共

機
能

は
コン

パ
クト

に
集

約
・一

元
化

し、
民

間
企

業
で

可
能

な
も

の
は

ア
ウト

ソー
シ

ン
グ

して
い

く。

維
持

管
理

運
営

の
提

案
 

公
共

施
設

全
般

(イ
ベ

ン
トホ

ー
ル

・図
書

館
・広

場
)の

整
備

運
営

に
つ

い
て

、ま
ち

の
魅

力
付

け
と事

業
性

の
確

保
の

適
切

な
バ

ラン
ス

を
図

る
た

め
、公

設
民

営
の

前
提

に
て

躯
体

の
維

持
管

理
は

市
主

体
とし

つ
つ

、プ
ログ

ラム
運

営
や

企
画

部
分

は
民

間
主

導
に

て
運

営
で

きる
体

制
が

望
ま

しい
と考

え
ま

す
。

 
箱

モ
ノに

つ
い

て
は

整
備

費
や

維
持

管
理

費
が

か
か

る
た

め
、で

き
る

だ
け

集
約

した
方

が
良

い
と思

う。
 

公
共

施
設

を
運

営
す

る
に

あ
た

り、
整

備
コン

セ
プ

トと
一

致
した

効
果

的
な

運
営

の
た

め
に

包
括

的
運

営
に

よる
バ

ン
ドリ

ン
グ

が
非

常
に

重
要

だ
と考

え
ま

す
。

 
行

政
サ

ー
ビス

機
能

が
多

数
あ

って
も

専
門

職
と一

般
職

とを
明

確
に

し、
サ

ー
ビス

とは
接

客
と捉

え
、マ

ル
チ

シ
フト

を
行

い
人

的
効

率
を

計
り、

サ
ー

ビス
購

入
部

分
の

圧
縮

を
す

る
こと

が
重

要
で

す
。

 
維

持
管

理
に

つ
い

て
、仕

様
発

注
で

は
な

く性
能

発
注

とな
る

こと
で

時
代

変
化

に
合

わ
せ

た
調

整
を

行
うこ

とが
で

き
ます

が
、仕

様
発

注
と同

様
の

管
理

を
して

しま
う

事
例

が
多

い
た

め
、発

注
者

が
納

得
い

く形
で

提
案

・説
明

をで
き

る
よう

に
努

め
て

い
きた

い
と考

え
て

お
りま

す
。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「公
共

施
設

（
機

能
）

全
般

」に
つ

い
て

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
りま

し
た

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

⑤
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防
災

機
能

の
導

入
 

震
災

や
水

害
等

の
非

常
時

に
お

い
て

、周
辺

住
民

の
避

難
場

所
や

備
蓄

品
供

給
機

能
を

公
共

施
設

に
持

た
せ

る
こと

で
、よ

り市
民

の
理

解
を得

られ
る

事
業

とし
て

実
施

す
る

こと
が

期
待

で
き

る
も

の
と思

料
しま

す
。

そ
の

他
の

提
案

 
各

種
の

公
共

施
設

（
機

能
）

を
複

合
化

整
備

す
る

場
合

、各
施

設
（

機
能

）
の

所
管

部
署

の
壁

が
障

害
とな

って
複

合
化

の
メリ

ット
を

実
現

で
き

て
い

な
い

事
例

も
見

られ
ま

す
。部

局
間

の
壁

を取
り払

い
、複

合
化

の
メリ

ット
を

最
大

化
す

る
よう

な
市

側
の

体
制

整
備

や
条

件
設

定
に

期
待

しま
す

。

２
．

公
共

施
設

（
機

能
）

に
つ

い
て

「公
共

施
設

（
機

能
）

全
般

」に
つ

い
て

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
りま

し
た

ら
記

載
下

さ
い

。
質

問
2-

⑤

最
新

の
テ

ク
ノロ

ジ
ー

の
導

入
 

昨
今

イベ
ン

トホ
ー

ル
等

とい
った

大
空

間
施

設
に

5G
･６

G 
等

の
次

世
代

型
通

信
を

導
入

し、
IC

T 
技

術
を

使
い

、次
世

代
体

験
の

提
供

を試
み

て
い

る
施

設
が

新
た

に
整

備
され

て
お

りま
す

。越
谷

サ
ン

シ
テ

ィ計
画

に
つ

き
まし

て
も

、イ
ベ

ント
ホ

ー
ル

の
み

な
らず

「公
共

施
設

（
機

能
）

」全
般

に
つ

い
て

、次
世

代
型

通
信

の
積

極
的

な
活

用
を

検
討

して
い

た
だ

き
、官

民
連

携
で

施
設

管
理

の
デ

ジ
タル

化
とイ

ベ
ント

へ
の

活
用

を行
うこ

とに
よ

り、
新

た
な

集
客

及
び

に
ぎ

わ
い

を
創

出
で

きる
と

考
え

て
お

りま
す

。
 

最
新

テ
クノ

ロジ
ー

の
導

入
、活

用
を図

り、
最

新
の

公
共

施
設

の
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
とす

る
。ロ

ボ
ット

活
用

に
よ

る
省

人
化

。
 

施
設

全
体

に
は

最
新

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
しま

す
。５

Ｇ
は

も
ち

ろ
ん

、壁
全

全
体

が
デ

ィス
プ

レイ
に

な
る

な
ど最

新
の

会
議

シ
ス

テ
ム

等
を

想
定

しま
す

。も
ち

ろ
ん

、各
種

セ
ン

サ
ー

を
活

用
して

利
用

動
向

の
直

接
把

握
な

ども
実

現
しま

す
。
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３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「こ
の

地
域

な
らで

は
」

の
『に

ぎ
わ

い
』

づ
くり

へ
の

貢
献

が
期

待
で

きる
も

の
とし

て
、「

商
業

・業
務

機
能

」、
「医

療
・福

祉
・子

育
て

支
援

機
能

」
な

どを
想

定
して

い
ま

す
。こ

れ
ら機

能
を

、「
民

間
施

設
」

とし
て

独
立

採
算

で
整

備
・運

営
す

る
こと

の
可

否
に

つ
い

て
、当

て
は

ま
る

も
の

を
選

ん
で

くだ
さ

い
。

質
問

３

可
14

%

否
63

%

回
答

な
し

23
%

 
10

,0
00

人
集

客
規

模
の

アリ
ー

ナ
 

多
目

的
ホ

ー
ル

単
体

の
独

立
採

算
で

実
施

す
る

こと
は

難
しい

と考
え

ま
す

。下
記

の
様

な
条

件
が

必
要

と考
え

ま
す

。
・越

谷
市

様
の

イニ
シ

ャル
の

一
部

負
担

・民
間

収
益

施
設

とし
て

マ
ン

シ
ョン

を
併

設
し、

収
益

を
当

該
事

業
に

補
填

す
る

・越
谷

市
様

で
施

設
を

保
有

い
た

だ
く

 
市

の
想

い
と取

り組
み

次
第

 
規

模
とし

て
は

40
00

〜
50

00
人

が
適

当

可

 
新

型
コロ

ナ
の

影
響

が
大

き
い

機
能

とな
り、

現
時

点
で

独
立

採
算

の
見

通
しを

検
討

す
る

こと
は

難
しい

と考
え

て
お

りま
す

。
 

公
共

施
設

の
イベ

ン
トホ

ー
ル

との
す

み
分

け
が

難
しい

為
 

具
体

に
継

続
利

用
が

行
わ

れ
る

ビジ
ョン

が
描

き
に

くい
。採

算
性

も
低

い
よ

うに
思

う。
 

全
体

計
画

を
踏

ま
え

た
検

討
が

必
要

 
民

設
民

営
で

の
事

業
化

は
難

しい
。

 
大

規
模

ホ
ー

ル
を

民
間

事
業

とし
て

採
算

性
を

確
保

す
る

事
例

が
寡

少
で

あ
り、

資
金

調
達

な
ども

ハ
ー

ドル
が

高
く、

実
施

は
困

難
で

あ
る

も
の

と思
料

しま
す

。
 

他
事

例
か

らも
独

立
採

算
は

極
め

て
困

難
で

す
。

 
整

備
を

越
谷

市
様

に
行

って
い

た
だ

き、
運

営
委

託
の

形
式

で
行

うこ
とは

可
能

性
が

あ
る

と考
え

ま
す

。
 

当
社

とし
て

は
実

施
予

定
は

あ
りま

せ
ん

 
イベ

ン
ト時

の
清

掃
業

務
に

お
い

て
は

主
催

者
負

担
とし

独
立

採
算

が
可

能
だ

が
、そ

れ
以

外
は

市
負

担
が

望
ま

しい
。

 
プ

ロス
ポ

ー
ツチ

ー
ム

等
の

確
りと

した
コミ

ット
が

あ
れ

ば
検

討
可

能
と思

い
ま

す
。

 
県

内
で

も
競

合
が

発
生

す
る

為
 

他
市

町
村

の
類

似
事

例
や

民
間

事
業

者
へ

の
ヒア

リン
グ

を
勘

案
す

る
と、

事
業

採
算

性
に

つ
い

て
は

厳
しい

意
見

が
多

い
。

否

多
目

的
大

ホ
ー

ル
（

ア
リー

ナ
）
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可
43

%

否
20

%

回
答

な
し

37
%

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「こ
の

地
域

な
らで

は
」

の
『に

ぎ
わ

い
』

づ
くり

へ
の

貢
献

が
期

待
で

きる
も

の
とし

て
、「

商
業

・業
務

機
能

」、
「医

療
・福

祉
・子

育
て

支
援

機
能

」
な

どを
想

定
して

い
ま

す
。こ

れ
ら機

能
を

、「
民

間
施

設
」

とし
て

独
立

採
算

で
整

備
・運

営
す

る
こと

の
可

否
に

つ
い

て
、当

て
は

ま
る

も
の

を
選

ん
で

くだ
さ

い
。

質
問

３

 
収

益
負

担
力

は
低

い
も

の
の

、借
地

料
の

水
準

次
第

で
検

討
可

能
と考

え
て

お
りま

す
。

 
コロ

ナ
禍

の
状

況
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、一

定
程

度
の

需
要

は
あ

る
と思

う。
 

全
体

計
画

を
踏

ま
え

た
検

討
が

必
要

 
小

規
模

で
あ

れ
ば

他
機

能
や

図
書

館
との

連
携

な
どに

よ
り検

討
可

能
と想

定
。

 
専

門
企

業
で

は
あ

りま
せ

ん
が

、既
存

の
会

議
室

の
稼

働
率

か
ら、

規
模

に
よっ

て
は

検
討

可
能

とも
考

え
ま

す
。

 
住

宅
地

を
中

心
とし

た
エ

リア
で

都
内

や
さい

た
ま

市
等

へ
の

通
勤

通
学

需
要

が
大

き
い

エ
リア

で
あ

る
こと

か
ら一

定
の

需
要

が
見

込
ま

れ
る

も
の

と思
料

しま
す

（
採

算
性

に
つ

い
て

は
専

門
企

業
に

ヒア
リン

グ
願

い
ます

）
 

シ
ェア

オ
フィ

ス
の

可
能

性
が

あ
りま

す
。

 
10

0〜
15

0 
坪

は
必

要
と考

え
ま

す
。

テ
レ

ワ
ー

ク拠
点

と図
書

室
及

び
書

店
は

シ
ナ

ジ
ー

効
果

が
あ

る
た

め
、相

互
送

客
が

期
待

で
き

ま
す

。
ま

た
越

谷
及

び
周

辺
地

域
に

オ
フィ

ス
ビル

が
な

い
た

め
、平

日
の

集
客

を
図

る
べ

く良
質

な
オ

フィ
ス

フロ
ア

の
導

入
も

検
討

で
き

ま
す

。
さら

に
ス

ケ
ル

トン
に

して
、オ

フィ
ス

、サ
テ

ライ
トオ

フィ
ス

、そ
の

他
交

流
施

設
等

、時
代

に
応

じて
変

動
で

き
る

よ
うな

空
間

を
整

備
しま

す
。

 
市

の
想

い
と取

り組
み

次
第

 
交

通
ア

クセ
ス

が
良

い
為

、需
要

が
あ

る
の

で
あ

れ
ば

検
討

可
能

と思
い

ま
す

。
 

立
地

条
件

に
よ

りま
す

が
、に

ぎ
わ

い
づ

くり
に

必
要

と考
え

ま
す

可

 
投

資
に

対
す

る
収

益
性

の
問

題
が

あ
る

為
 

整
備

を
越

谷
市

様
に

行
って

い
た

だ
き、

運
営

委
託

の
形

式
で

行
うこ

とは
可

能
性

が
あ

る
と考

え
ま

す
。

 
当

社
とし

て
は

実
施

予
定

は
あ

りま
せ

ん
否

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フィ
ス

・テ
レ

ワ
ー

ク
拠

点
施

設
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可 6% 否
71

%

回
答

な
し

23
%

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「こ
の

地
域

な
らで

は
」

の
『に

ぎ
わ

い
』

づ
くり

へ
の

貢
献

が
期

待
で

きる
も

の
とし

て
、「

商
業

・業
務

機
能

」、
「医

療
・福

祉
・子

育
て

支
援

機
能

」
な

どを
想

定
して

い
ま

す
。こ

れ
ら機

能
を

、「
民

間
施

設
」

とし
て

独
立

採
算

で
整

備
・運

営
す

る
こと

の
可

否
に

つ
い

て
、当

て
は

ま
る

も
の

を
選

ん
で

くだ
さ

い
。

質
問

３

 
市

の
想

い
と取

り組
み

次
第

可

 
運

営
会

社
との

連
携

が
必

要
とな

りま
す

が
、エ

リア
特

性
上

厳
しい

と思
慮

しま
す

 
新

型
コロ

ナ
の

影
響

が
大

き
い

機
能

とな
り、

現
時

点
で

独
立

採
算

の
見

通
しを

検
討

す
る

こと
は

難
しい

と考
え

て
お

りま
す

。
 

イベ
ン

ト等
を

毎
日

開
催

が
で

き
ず

収
益

が
見

込
め

な
い

為
 

民
間

事
業

者
とし

て
採

算
性

が
見

い
出

せ
な

い
。

 
全

体
計

画
を

踏
ま

え
た

検
討

が
必

要
 

民
設

民
営

で
の

事
業

化
は

ハ
ー

ドル
が

高
い

。公
共

施
設

内
に

て
対

応
す

る
の

が
理

想
。

 
※

専
門

企
業

で
は

あ
りま

せ
ん

が
、独

立
採

算
は

難
しい

も
の

と考
え

ま
す

。
 

カン
ファ

レ
ン

ス
、ホ

ー
ル

、宿
泊

、展
示

機
能

を
民

間
事

業
とし

て
採

算
性

を
確

保
す

る
事

例
が

寡
少

で
あ

り、
資

金
調

達
な

ど
も

ハ
ー

ドル
が

高
く、

実
施

は
困

難
で

あ
る

も
の

と思
料

しま
す

。
 

他
事

例
か

らも
独

立
採

算
は

極
め

て
困

難
で

す
。

 
整

備
を

越
谷

市
様

に
行

って
い

た
だ

き、
運

営
委

託
の

形
式

で
行

うこ
とは

可
能

性
が

あ
る

と考
え

ま
す

。
 

当
社

とし
て

は
実

施
予

定
は

あ
りま

せ
ん

 
独

立
採

算
に

よ
る

運
営

が
困

難
な

た
め

 
多

目
的

大
ホ

ー
ル

（
ア

リー
ナ

）
で

の
開

催
が

可
能

で
は

︖
 

誘
致

体
制

の
バ

ック
ア

ップ
が

あ
れ

ば
検

討
可

能
と思

い
ま

す
。他

、不
可

抗
力

（
感

染
症

含
む

）
時

の
行

政
補

填
も

必
要

と
考

え
ま

す
。

 
県

内
で

も
競

合
が

発
生

す
る

為
 

多
目

的
大

ホ
ー

ル
同

様
、他

市
町

村
類

似
事

例
や

民
間

事
業

者
へ

の
ヒア

リン
グ

を
勘

案
す

る
と、

事
業

採
算

性
に

つ
い

て
は

厳
しい

意
見

が
多

い
。

否

M
IC

E施
設
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可
34

%

否
32

%

回
答

な
し

34
%

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「こ
の

地
域

な
らで

は
」

の
『に

ぎ
わ

い
』

づ
くり

へ
の

貢
献

が
期

待
で

きる
も

の
とし

て
、「

商
業

・業
務

機
能

」、
「医

療
・福

祉
・子

育
て

支
援

機
能

」
な

どを
想

定
して

い
ま

す
。こ

れ
ら機

能
を

、「
民

間
施

設
」

とし
て

独
立

採
算

で
整

備
・運

営
す

る
こと

の
可

否
に

つ
い

て
、当

て
は

ま
る

も
の

を
選

ん
で

くだ
さ

い
。

質
問

３

 
収

益
負

担
力

は
低

い
も

の
の

、借
地

料
の

水
準

次
第

で
検

討
可

能
と考

え
て

お
りま

す
。

 
コロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
出

店
意

欲
の

低
下

が
懸

念
され

る
が

、立
地

条
件

が
良

い
為

成
立

す
る

と考
え

る
。

 
全

体
計

画
を

踏
ま

え
た

検
討

が
必

要
ま

た
、ホ

テ
ル

事
業

者
へ

の
ヒア

リン
グ

が
必

要
で

す
。

 
運

営
事

業
者

次
第

で
あ

る
が

可
能

性
は

あ
る

。
 

ビジ
ネ

ス
ホ

テ
ル

の
可

能
性

が
あ

りま
す

が
、今

後
の

コロ
ナ

禍
の

動
向

に
よ

りま
す

。
 

ビジ
ネ

ス
ホ

テ
ル

の
可

能
性

あ
り。

今
後

規
模

含
め

検
討

の
余

地
あ

り。
 

多
目

的
ホ

ー
ル

と一
緒

に
建

設
等

、条
件

次
第

で
は

可
能

と考
え

ま
す

。
 

市
の

想
い

と取
り組

み
次

第

可

 
運

営
会

社
との

連
携

が
必

要
とな

りま
す

が
、過

去
の

ヒア
リン

グ
傾

向
か

ら厳
しい

と思
慮

しま
す

 
否

とし
た

の
は

、M
IC

E 
機

能
に

付
属

した
機

能
とし

て
検

討
す

る
の

で
あ

れ
ば

見
込

み
が

少
な

い
と感

じた
た

め
。

 
東

京
か

ら日
帰

り出
来

る
距

離
に

宿
泊

施
設

の
独

立
採

算
型

は
厳

しい
と判

断
す

る
 

当
社

とし
て

は
実

施
予

定
は

あ
りま

せ
ん

 
Ｍ

Ｉ
Ｃ

Ｅ
施

設
か

らの
送

客
が

確
りと

見
込

め
る

の
で

あ
れ

ば
、検

討
可

能
と思

い
ま

す
。

 
専

門
外

の
為

、判
断

出
来

か
ね

ま
す

否

宿
泊

施
設
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可
14

% 否
49

%

回
答

な
し

37
%

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「こ
の

地
域

な
らで

は
」

の
『に

ぎ
わ

い
』

づ
くり

へ
の

貢
献

が
期

待
で

きる
も

の
とし

て
、「

商
業

・業
務

機
能

」、
「医

療
・福

祉
・子

育
て

支
援

機
能

」
な

どを
想

定
して

い
ま

す
。こ

れ
ら機

能
を

、「
民

間
施

設
」

とし
て

独
立

採
算

で
整

備
・運

営
す

る
こと

の
可

否
に

つ
い

て
、当

て
は

ま
る

も
の

を
選

ん
で

くだ
さ

い
。

質
問

３

 
収

益
負

担
力

は
低

い
も

の
の

、借
地

料
の

水
準

次
第

で
検

討
可

能
と考

え
て

お
りま

す
。

 
図

書
館

機
能

との
融

合
に

より
、可

能
性

は
あ

る
が

、民
間

の
独

立
した

事
業

とし
て

実
施

す
る

とな
る

と難
しい

た
め

、何
か

し
らの

支
援

ス
キ

ー
ム

が
あ

って
も

よ
い

と思
う。

 
市

の
想

い
と取

り組
み

次
第

 
立

地
条

件
に

よ
りま

す
が

、に
ぎ

わ
い

づ
くり

に
必

要
と考

え
ま

す

可

 
投

資
に

対
す

る
収

益
性

の
問

題
が

あ
る

為
 

全
体

計
画

を
踏

ま
え

た
検

討
が

必
要

但
し、

公
共

と一
体

とな
った

運
営

が
必

要
と考

え
ま

す
。

 
運

営
事

業
者

次
第

で
あ

る
が

、民
設

民
営

で
の

事
業

化
は

ハ
ー

ドル
が

高
い

。公
共

施
設

＋
指

定
管

理
が

理
想

。
 

市
と商

工
会

等
とが

連
携

した
施

設
の

提
供

は
地

元
活

性
化

に
つ

な
が

る
も

の
とか

考
え

ま
す

が
、独

立
採

算
は

難
しい

も
の

と
考

え
ま

す
。

 
事

業
が

軌
道

に
乗

って
い

な
い

創
立

間
も

な
い

企
業

か
らの

賃
料

を確
実

に
確

保
す

る
こと

に
は

高
い

リス
クが

生
じる

こと
か

ら、
民

間
事

業
者

に
よ

る
独

立
採

算
に

よる
実

施
が

困
難

で
あ

る
も

の
と思

料
しま

す
。市

が
マ

ス
ター

レ
ッシ

ー
とし

て
一

括
で

借
り

上
げ

る
こと

で
賃

料
が

保
証

され
る

ス
キ

ー
ム

を採
用

した
場

合
は

、あ
る

程
度

の
実

現
性

が
あ

る
も

の
と思

料
しま

す
。

 
公

共
施

設
とし

て
は

整
備

可
能

か
と思

慮
しま

す
。

 
独

立
採

算
は

極
め

て
困

難
で

す
。

 
当

社
とし

て
は

実
施

予
定

は
あ

りま
せ

ん
 

地
域

振
興

の
面

が
強

く、
収

益
に

繋
が

り難
い

為
、行

政
補

填
が

必
要

と思
い

ま
す

。

否

産
業

振
興

・文
化

創
造

に
寄

与
す

る
施

設

63



可
23

%

否
37

%

回
答

な
し

40
%

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「こ
の

地
域

な
らで

は
」

の
『に

ぎ
わ

い
』

づ
くり

へ
の

貢
献

が
期

待
で

きる
も

の
とし

て
、「

商
業

・業
務

機
能

」、
「医

療
・福

祉
・子

育
て

支
援

機
能

」
な

どを
想

定
して

い
ま

す
。こ

れ
ら機

能
を

、「
民

間
施

設
」

とし
て

独
立

採
算

で
整

備
・運

営
す

る
こと

の
可

否
に

つ
い

て
、当

て
は

ま
る

も
の

を
選

ん
で

くだ
さ

い
。

質
問

３

 
収

益
負

担
力

は
低

い
も

の
の

、借
地

料
の

水
準

次
第

で
検

討
可

能
と考

え
て

お
りま

す
。

 
全

体
計

画
を

踏
ま

え
た

検
討

が
必

要
但

し、
店

舗
や

施
設

内
で

職
業

体
験

の
受

入
れ

が
可

能
で

す
。

 
市

の
想

い
と取

り組
み

次
第

 
立

地
条

件
に

よ
りま

す
が

、に
ぎ

わ
い

づ
くり

に
必

要
と考

え
ま

す
 

弊
社

プ
ログ

ラム
の

通
年

開
催

可

 
投

資
に

対
す

る
収

益
性

の
問

題
が

あ
る

為
 

運
営

事
業

者
次

第
で

あ
る

が
、民

設
民

営
で

の
事

業
化

は
ハ

ー
ドル

が
高

い
。公

共
施

設
＋

指
定

管
理

が
理

想
。

 
公

共
施

設
とし

て
は

整
備

可
能

か
と思

慮
しま

す
。

 
独

立
採

算
は

極
め

て
困

難
で

す
。

 
当

社
とし

て
は

実
施

予
定

は
あ

りま
せ

ん
 

福
祉

の
面

が
強

く、
収

益
に

繋
が

り難
い

為
、

行
政

補
填

が
必

要
と思

い
ま

す
。

 
他

市
町

村
の

類
似

事
例

や
民

間
事

業
者

へ
の

ヒア
リン

グ
を

勘
案

す
る

と、
事

業
収

支
が

厳
しい

。

否

子
ども

向
け

職
業

体
験

施
設
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可
51

%

否
20

%

回
答

な
し

29
%

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「こ
の

地
域

な
らで

は
」

の
『に

ぎ
わ

い
』

づ
くり

へ
の

貢
献

が
期

待
で

きる
も

の
とし

て
、「

商
業

・業
務

機
能

」、
「医

療
・福

祉
・子

育
て

支
援

機
能

」
な

どを
想

定
して

い
ま

す
。こ

れ
ら機

能
を

、「
民

間
施

設
」

とし
て

独
立

採
算

で
整

備
・運

営
す

る
こと

の
可

否
に

つ
い

て
、当

て
は

ま
る

も
の

を
選

ん
で

くだ
さ

い
。

質
問

３

 
収

益
負

担
力

は
低

い
も

の
の

、借
地

料
の

水
準

次
第

で
検

討
可

能
と考

え
て

お
りま

す
。

 
立

地
条

件
が

良
い

為
 

全
体

計
画

を
踏

ま
え

た
検

討
が

必
要

 
小

規
模

テ
ナ

ン
トと

して
事

業
化

の
可

能
性

。
 

※
専

門
企

業
で

は
あ

りま
せ

ん
が

、駅
前

の
立

地
条

件
か

ら検
討

可
能

な
も

の
と考

え
ま

す
。

 
駅

前
立

地
で

あ
り一

定
の

ニー
ズ

が
あ

りま
す

。
 

駅
近

立
地

で
あ

り、
複

合
施

設
に

よ
る

様
々

な
イベ

ント
等

が
開

催
され

る
こと

を
考

え
る

と需
要

は
見

込
め

ま
す

が
、規

模
は

今
後

検
討

させ
て

い
た

だ
き

ます
。

 
一

時
預

か
り等

を
有

料
に

て
実

施
 

市
の

想
い

と取
り組

み
次

第
 

立
地

条
件

に
よ

りま
す

が
、に

ぎ
わ

い
づ

くり
に

必
要

と考
え

ま
す

可

 
駅

近
接

エ
リア

で
あ

る
た

め
、共

働
き世

帯
の

需
要

は
見

込
まれ

る
も

の
と思

料
しま

す
。

 
当

社
とし

て
は

実
施

予
定

は
あ

りま
せ

ん
 

所
得

が
高

い
層

の
需

要
が

あ
る

、又
は

、行
政

補
填

が
あ

る
な

らば
検

討
可

能
と思

い
ま

す
。

否

子
育

て
関

連
施

設
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可
29

%

否
31

%

回
答

な
し

40
%

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「こ
の

地
域

な
らで

は
」

の
『に

ぎ
わ

い
』

づ
くり

へ
の

貢
献

が
期

待
で

きる
も

の
とし

て
、「

商
業

・業
務

機
能

」、
「医

療
・福

祉
・子

育
て

支
援

機
能

」
な

どを
想

定
して

い
ま

す
。こ

れ
ら機

能
を

、「
民

間
施

設
」

とし
て

独
立

採
算

で
整

備
・運

営
す

る
こと

の
可

否
に

つ
い

て
、当

て
は

ま
る

も
の

を
選

ん
で

くだ
さ

い
。

質
問

３

 
収

益
負

担
力

は
低

い
も

の
の

、借
地

料
の

水
準

次
第

で
検

討
可

能
と考

え
て

お
りま

す
。

 
産

業
振

興
施

設
と同

様
の

回
答

とさ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 
全

体
計

画
を

踏
ま

え
た

検
討

が
必

要
 

商
業

施
設

の
企

画
イベ

ン
トと

して
可

能
性

が
あ

りま
す

。
 

ア
ス

レ
チ

ック
等

の
ア

トラ
クシ

ョン
遊

具
を設

置
し、

時
間

料
金

制
とし

利
用

料
を

徴
収

 
市

の
想

い
と取

り組
み

次
第

 
立

地
条

件
に

よ
りま

す
が

、に
ぎ

わ
い

づ
くり

に
必

要
と考

え
ま

す
。

可

 
投

資
に

対
す

る
収

益
性

の
問

題
が

あ
る

為
 

施
設

を
作

る
よ

りも
、公

共
施

設
の

一
部

を
利

用
して

運
営

の
中

で
実

施
す

る
な

どの
工

夫
は

可
能

で
は

な
い

か
。

 
公

共
施

設
とし

て
は

整
備

可
能

か
と思

慮
しま

す
。

 
当

社
とし

て
は

実
施

予
定

は
あ

りま
せ

ん
 

福
祉

・地
域

振
興

の
面

が
強

く、
収

益
に

繋
が

り難
い

為
、行

政
補

填
が

必
要

と思
い

ま
す

。

否

世
代

間
交

流
施

設
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可
43

%

否
23

%

回
答

な
し

34
%

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「こ
の

地
域

な
らで

は
」

の
『に

ぎ
わ

い
』

づ
くり

へ
の

貢
献

が
期

待
で

きる
も

の
とし

て
、「

商
業

・業
務

機
能

」、
「医

療
・福

祉
・子

育
て

支
援

機
能

」
な

どを
想

定
して

い
ま

す
。こ

れ
ら機

能
を

、「
民

間
施

設
」

とし
て

独
立

採
算

で
整

備
・運

営
す

る
こと

の
可

否
に

つ
い

て
、当

て
は

ま
る

も
の

を
選

ん
で

くだ
さ

い
。

質
問

３

 
収

益
負

担
力

は
低

い
も

の
の

、借
地

料
の

水
準

次
第

で
検

討
可

能
と考

え
て

お
りま

す
。

 
全

体
計

画
を

踏
ま

え
た

検
討

が
必

要
 

運
営

事
業

者
次

第
で

あ
る

が
、商

業
機

能
の

一
部

とし
て

の
可

能
性

は
あ

る
。

 
商

業
施

設
の

組
み

込
む

こと
が

可
能

で
す

。
 

人
工

芝
の

フッ
トサ

ル
場

等
を整

備
し、

稼
働

率
が

低
い

平
日

の
昼

間
は

託
児

所
の

子
供

た
ち

運
動

場
とし

て
の

相
乗

効
果

が
期

待
で

き
ま

す
。

 
ス

クリ
ー

ン
ゴ

ル
フ等

の
ス

ポ
ー

ツ施
設

の
運

営
は

可
能

と判
断

す
る

 
e 

ス
ポ

ー
ツス

ペ
ー

ス
、ま

た
ス

クー
ル

の
運

営
を

有
料

で
行

う
 

市
の

想
い

と取
り組

み
次

第
 

交
通

ア
クセ

ス
が

良
く、

公
共

施
設

との
相

乗
効

果
も

期
待

で
き

る
と思

い
ま

す
。

 
立

地
条

件
に

よ
りま

す
が

、に
ぎ

わ
い

づ
くり

に
必

要
と考

え
ま

す

可

 
投

資
に

対
す

る
収

益
性

の
問

題
が

あ
る

為
 

レ
イク

タウ
ン

に
は

な
い

施
設

を固
有

で
有

す
る

こと
が

で
き

れ
ば

余
地

あ
り。

 
近

隣
に

類
似

の
大

型
遊

戯
施

設
が

あ
りま

す
が

、そ
れ

らと
異

な
る

遊
戯

施
設

を
出

店
す

る
こと

で
相

乗
効

果
が

期
待

され
る

も
の

と思
料

され
ま

す
。

 
当

社
とし

て
は

実
施

予
定

は
あ

りま
せ

ん

否

若
年

層
向

け
施

設
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３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「民
間

施
設

」
の

機
能

に
つ

い
て

提
案

質
問

3-
(2

)②

3

2 2

1

2

1

2

3 3

2

1

1 1

1

1

1
1

1

1

4

1

1

2

2

3 1

2 2

11

5 5 5

4 4

3 3

2 2 2 2

0
2

4
6

8
10

12

住
機

能

飲
食

店

ス
ー

パ
ー

商
業

施
設

カ
フェ

オ
フィ

ス

サ
テ

ラ
イ

トオ
フィ

ス

医
療

施
設

ドラ
ッグ

ス
トア

テ
レ

ワ
ー

ク
拠

点

イ
ン

キ
ュベ

ー
シ

ョン
施

設

子
育

て
施

設

【民
間

施
設

の
機

能
に

つ
い

て
提

案
】

デ
ベ

ロッ
パ

ー
ゼ

ネ
コン

ホ
ー

ル
・図

書
館

運
営

事
業

者
建

物
維

持
管

理
・設

備
関

係
事

業
者

設
計

事
業

者
・コ

ン
サ

ル
タン

ト等

そ
の

他
の

ご
提

案
（

１
社

の
み

が
提

案
）

日
用

雑
貨

、地
元

産
品

販
売

所
、温

浴
施

設
、キ

ッズ
パ

ー
ク、

イン
ドア

テ
ニ

ス
プ

ラネ
タリ

ウム
、フ

ット
サ

ル
場

、ゴ
ル

フス
クー

ル
、ス

ポ
ー

ツア
リー

ナ
フィ

ット
ネ

ス
クラ

ブ
、イ

ベ
ン

トス
ペ

ー
ス

、キ
ッチ

ンカ
ー

、ト
レ

ー
ラー

ハ
ウス

eス
ポ

ー
ツ、

学
術

系
施

設
、生

涯
学

習
機

能
、高

齢
者

施
設

、防
災

拠
点

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ
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３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「民
間

施
設

」
の

中
に

、「
公

共
施

設
（

機
能

）
」

を
含

め
る

こと
の

可
否

、及
び

そ
の

際
の

賃
料

等
の

条
件

や
留

意
点

に
つ

い
て

、ご
意

見
や

ご
要

望
等

が
あ

りま
した

ら
、記

載
して

くだ
さ

い
。

質
問

３
-(

2)
③

 
来

街
者

の
利

便
性

や
持

続
的

な
賑

わ
い

創
出

の
観

点
か

ら民
間

施
設

と公
共

施
設

を
一

体
的

に
整

備
す

る
こと

が
重

要
と考

え
て

お
りま

す
の

で
、両

施
設

の
相

乗
効

果
が

で
る

よ
うな

機
能

配
置

・運
営

計
画

を
是

非
検

討
した

い
と考

え
て

お
りま

す
。斯

様
の

中
で

、例
示

い
た

だ
い

た
民

間
施

設
の

一
部

に
公

共
施

設
を導

入
し貴

市
が

賃
借

す
る

形
態

も
検

討
可

能
とな

りま
す

が
、ど

うし
て

も
代

替
性

が
低

い
機

能
とな

る
こと

か
ら賃

貸
借

期
間

を
長

期
に

設
定

い
た

だ
き

た
い

と考
え

て
お

りま
す

。
ま

た
、

例
示

い
た

だ
い

た
多

目
的

大
ホ

ー
ル

（
ア

リー
ナ

）
に

つ
い

て
は

、上
述

の
通

り、
新

型
コロ

ナ
の

影
響

が
大

き
い

機
能

の
た

め
、現

時
点

で
民

間
事

業
者

に
て

整
備

・運
営

す
る

検
討

は
難

しい
と考

え
て

お
りま

す
。

 
「民

間
施

設
」の

一
部

を
市

が
賃

借
して

、図
書

室
や

出
張

所
を

設
置

す
る

こと
は

可
能

だ
と考

え
る

。民
間

事
業

者
が

整
備

・運
営

す
る

多
目

的
大

ホ
ー

ル
（

アリ
ー

ナ
）

を
、市

が
、一

定
の

日
数

を
賃

借
す

る
な

どし
て

、市
民

利
用

の
た

め
の

イベ
ン

トホ
ー

ル
（

大
ホ

ー
ル

）
とし

て
も

活
用

す
る

→
市

民
料

金
を導

入
す

る
場

合
は

、
料

金
設

定
に

配
慮

し、
差

額
が

生
じた

場
合

は
市

の
負

担
とし

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
（

図
書

室
・出

張
所

）
可

能
︓

図
書

室
の

よ
うな

日
常

的
に

市
民

が
利

用
す

る
施

設
や

出
張

所
は

、民
間

施
設

との
連

携
や

相
乗

効
果

が
生

ま
れ

る
こと

か
ら民

間
施

設
内

に
作

る
メリ

ット
が

あ
りま

す
。民

間
に

とっ
て

も
優

良
か

つ
安

定
的

な
テ

ナ
ン

トが
入

る
こと

で
施

設
の

質
を上

げ
る

こと
が

可
能

に
な

る
と思

い
ま

す
。た

だ
し、

民
間

所
有

に
よ

る
各

コス
トの

発
生

や
、長

期
修

繕
費

用
な

どの
負

担
区

分
な

ど、
長

期
的

な
運

営
面

で
の

懸
案

や
、賃

料
条

件
な

どを
クリ

ア
に

して
い

く必
要

が
あ

る
と思

い
ま

す
。（

ホ
ー

ル
）

難
しい

︓
ホ

ー
ル

は
、民

間
に

よる
事

業
化

は
難

しい
と考

え
て

い
る

た
め

、現
時

点
で

は
民

設
民

営
方

式
は

検
討

して
お

りま
せ

ん
。

 
そ

れ
ぞ

れ
可

と考
え

ま
す

。

 
例

示
され

た
よ

うな
方

法
は

、あ
くま

で
も

公
共

機
能

分
は

公
共

施
設

とし
て

整
備

す
る

とい
う従

来
型

の
PF

I方
式

等
に

比
して

、事
業

の
フレ

キ
シ

ビリ
テ

ィや
公

民
連

携
メリ

ット
を

拡
げ

る
可

能
性

が
あ

る
と考

え
ます

。

肯
定

的
な

意
見

・提
案
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全

体
の

施
設

の
中

で
民

間
が

公
共

施
設

（
機

能
）

の
床

を保
有

す
る

場
合

、民
間

の
事

業
全

体
の

成
立

性
を

考
慮

す
る

と、
他

の
収

益
性

の
あ

る
用

途
との

バ
ラン

ス
の

中
で

公
共

施
設

（
機

能
）

の
床

賃
料

を設
定

して
い

くこ
とに

な
り賃

料
設

定
が

高
額

に
な

る
可

能
性

が
あ

りま
す

。貴
市

が
公

共
施

設
（

機
能

）
の

床
を保

有
運

営
す

る
選

択
肢

も
あ

る
と思

慮
しま

す
。

 
公

共
機

能
に

つ
い

て
は

、市
が

保
有

す
る

公
共

施
設

の
中

に
設

置
して

頂
くこ

とが
基

本
的

に
は

良
い

と考
え

て
い

る
。民

間
施

設
内

に
取

り持
む

とい
うこ

とは
、民

間
へ

の
借

地
部

分
が

広
くな

る
とい

うこ
とも

あ
り、

採
算

性
等

に
お

い
て

、更
に

ハ
ー

ドル
が

高
くな

る
と考

え
る

。
多

目
的

大
ホ

ー
ル

に
つ

い
て

は
前

述
の

とお
り、

民
間

事
業

者
の

採
算

性
に

お
い

て
難

しい
部

分
が

多
い

と感
じて

い
る

。

 
整

備
す

る
上

で
、市

の
補

助
金

の
活

用
可

否
に

よ
って

異
な

りま
す

が
、民

間
施

設
の

一
部

を
市

が
区

分
所

有
す

る
方

法
も

検
討

可
能

と考
え

ます
。

 
ホ

ー
ル

、図
書

室
（

館
）

、等
の

公
共

機
能

に
つ

い
て

は
、公

益
性

が
高

くか
つ

構
造

や
設

備
が

特
殊

で
汎

用
性

の
な

い
施

設
とな

る
こと

が
思

料
され

ます
。こ

の
た

め
公

共
施

設
に

つ
い

て
は

原
則

とし
て

市
が

所
有

す
る

公
共

施
設

中
に

含
み

、民
間

収
益

事
業

施
設

内
で

の
設

置
は

避
け

て
い

た
だ

き
た

い
と思

い
ま

す
。多

目
的

大
ホ

ー
ル

（
ア

リー
ナ

）
を

民
間

事
業

者
が

所
有

・運
営

す
る

こと
は

採
算

性
に

大
き

な
課

題
が

あ
り、

国
内

で
の

事
例

も
過

少
とな

って
お

りま
す

の
で

公
共

施
設

とし
て

の
整

備
が

望
ま

しく
、市

が
直

接
所

有
す

る
こと

で
事

業
の

確
実

性
が

担
保

され
る

も
の

と思
料

しま
す

。駐
車

場
に

つ
い

て
は

、既
設

の
地

下
駐

車
場

の
躯

体
を

活
用

す
る

こと
で

初
期

投
資

を
低

減
で

き
る

可
能

性
が

あ
る

も
の

と思
料

しま
す

。公
共

施
設

とし
て

整
備

し、
民

間
事

業
者

が
維

持
管

理
・運

営
す

る
こと

が
望

ま
しい

も
の

と思
料

しま
す

。な
お

、駐
車

場
を

民
間

施
設

とす
る

場
合

に
は

、ホ
ー

ル
等

の
公

共
施

設
利

用
者

用
の

駐
車

場
を

市
が

一
括

で
借

り上
げ

る
こと

に
よ

り民
間

事
業

者
の

リス
ク

が
低

減
され

る
た

め
事

業
参

加
希

望
者

が
出

て
くる

の
で

は
な

い
か

と思
料

しま
す

。

 
イベ

ン
トホ

ー
ル

や
ア

リー
ナ

を民
間

施
設

とし
て

整
備

す
る

の
は

、都
心

部
の

ご
くわ

ず
か

な
事

例
を

除
い

て
は

、基
本

的
に

採
算

が
取

れ
ず

、国
内

で
も

ほ
ぼ

事
例

が
あ

りま
せ

ん
。ま

た
、仮

に
民

間
施

設
とし

て
整

備
した

場
合

は
、「

市
民

利
用

」が
可

能
な

価
格

帯
で

の
貸

し出
しが

難
しく

、公
共

ホ
ー

ル
とし

て
の

サ
ー

ビス
提

供
に

支
障

を
き

た
しま

す
。シ

ン
プ

ル
に

公
共

施
設

とし
て

整
備

・運
営

す
る

の
が

適
切

で
あ

る
と考

え
ま

す
。

否
定

的
な

意
見

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「民
間

施
設

」
の

中
に

、「
公

共
施

設
（

機
能

）
」

を
含

め
る

こと
の

可
否

、及
び

そ
の

際
の

賃
料

等
の

条
件

や
留

意
点

に
つ

い
て

、ご
意

見
や

ご
要

望
等

が
あ

りま
した

ら
、記

載
して

くだ
さ

い
。
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民

間
施

設
とし

て
な

に
が

必
要

な
の

か
、議

論
で

き
て

お
らず

深
度

化
で

き
て

い
な

い
。

 
例

に
あ

る
通

り、
民

間
施

設
の

一
部

を
市

が
賃

借
す

る
こと

、市
が

一
定

の
日

数
ア

リー
ナ

を
賃

借
す

る
こと

の
検

討
が

可
能

と考
え

ま
す

。ま
た

、固
都

税
の

減
免

等
に

よ
る

保
有

コス
トの

削
減

の
検

討
が

必
要

と考
え

ま
す

。

 
費

用
及

び
リス

クの
適

切
な

官
民

分
担

を
お

願
い

い
た

しま
す

。

 
公

共
施

設
の

計
画

（
設

計
）

上
で

不
都

合
が

生
じる

場
合

は
、民

間
施

設
へ

の
入

居
も

可
で

あ
る

と考
え

ます
。賃

貸
料

は
民

間
テ

ナ
ン

トと
同

等
と想

定
い

た
しま

す
。精

算
方

法
に

つ
い

て
は

賃
貸

料
との

見
合

い
で

借
地

料
との

相
殺

も
有

り得
る

か
と考

え
ます

。ア
リー

ナ
に

つ
い

て
は

、収
益

確
保

が
極

め
て

困
難

で
あ

り、
一

定
日

数
を

市
が

賃
借

す
る

場
合

、相
応

の
賃

料
水

準
も

しく
は

賃
借

期
間

（
ほ

ぼ
マス

ター
リー

ス
）

に
な

らざ
る

得
な

い
も

の
と考

え
ま

す
。

 
賃

貸
期

間
･賃

借
料

等
の

詳
細

が
明

らか
に

な
って

い
な

い
た

め
、今

後
検

討
して

い
きま

す
。

 
公

共
施

設
部

分
の

整
備

を
民

間
事

業
者

が
行

い
、公

共
施

設
部

分
を

越
谷

市
様

に
て

貸
借

して
い

た
だ

く方
法

を
取

る
場

合
、民

間
事

業
者

とし
て

公
共

施
設

の
投

資
リス

クを
最

小
限

とす
る

た
め

、借
地

期
間

と同
期

間
の

賃
貸

借
契

約
が

必
要

と考
え

ま
す

。
そ

の
際

、投
資

規
模

・内
容

に
応

じて
必

要
な

固
定

賃
料

が
変

わ
る

と
考

え
ま

す
。

運
営

に
関

しま
して

は
、指

定
管

理
等

に
よ

る
民

間
の

運
営

会
社

を
選

定
す

る
事

は
問

題
な

い
と考

え
ま

す
。

 
公

共
サ

ー
ビス

を
提

供
す

る
図

書
館

の
立

場
か

らは
、民

間
施

設
の

一
部

を
市

が
賃

借
して

図
書

館
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
れ

ば
特

に
問

題
な

い
と考

え
ま

す
。た

だ
し

賃
借

期
間

の
担

保
とと

も
に

、長
期

に
わ

た
る

賃
借

を前
提

とし
た

場
合

に
、図

書
館

ス
ペ

ー
ス

が
設

置
され

る
民

間
施

設
へ

の
市

民
ニ

ー
ズ

が
変

わ
った

場
合

で
も

、図
書

館
機

能
との

親
和

性
が

高
い

機
能

の
導

入
を

担
保

す
る

な
どの

条
件

を
前

提
とす

る
こと

が
必

要
と考

え
ま

す
。な

お
、民

間
施

設
と図

書
室

を空
間

的
に

も
一

体
化

す
る

場
合

に
は

、下
記

の
点

等
に

留
意

が
必

要
と考

え
ま

す
。蔵

書
管

理
（

貸
出

処
理

せ
ず

蔵
書

を
持

ち
出

せ
る

BD
S内

エ
リア

の
設

定
に

関
す

る
考

え
方

等
）

、音
の

管
理

（
図

書
室

全
体

を
に

ぎ
や

か
な

空
間

と想
定

す
る

の
か

、一
部

ま
た

は
全

部
を静

粛
な

空
間

とす
る

の
か

等
に

関
す

る
考

え
方

）

 
民

間
事

業
者

が
整

備
・運

営
す

る
多

目
的

大
ホ

ー
ル

（
ア

リー
ナ

）
を、

市
が

、一
定

の
日

数
を

賃
借

す
る

な
どし

て
、市

民
利

用
の

た
め

の
イベ

ン
トホ

ー
ル

（
大

ホ
ー

ル
）

とし
て

も
活

用
す

る
。当

該
方

式
とし

た
場

合
、ア

リー
ナ

を民
設

民
営

で
実

施
す

る
場

合
イニ

シ
ャル

費
用

の
回

収
を

見
越

した
料

金
設

定
とな

る
た

め
、市

場
単

価
よ

り割
高

とな
る

こと
を

ご
理

解
くだ

さい
。

条
件

次
第

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「民
間

施
設

」
の

中
に

、「
公

共
施

設
（

機
能

）
」

を
含

め
る

こと
の

可
否

、及
び

そ
の

際
の

賃
料

等
の

条
件

や
留

意
点

に
つ

い
て

、ご
意

見
や

ご
要

望
等

が
あ

りま
した

ら
、記

載
して

くだ
さ

い
。
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「民

間
施

設
」の

一
部

を
市

が
賃

借
して

、図
書

室
や

出
張

所
を

設
置

す
る

。→
市

との
契

約
年

数
に

よ
り可

能
か

と思
わ

れ
る

。民
間

事
業

者
が

整
備

・運
営

す
る

多
目

的
大

ホ
ー

ル
（

ア
リー

ナ
）

を
、市

が
、一

定
の

日
数

を
賃

借
す

る
な

どし
て

、市
民

利
用

の
た

め
の

イベ
ン

トホ
ー

ル
（

大
ホ

ー
ル

）
とし

て
も

活
用

す
る

。→
民

間
事

業
者

の
整

備
は

厳
しい

と思
わ

れ
る

。但
し、

条
件

次
第

に
より

市
の

賃
借

す
る

日
程

及
び

日
数

に
も

よる
が

、一
部

を
市

の
負

担
とし

て
民

間
事

業
者

が
整

備
の

可
能

性
は

あ
る

か
と思

わ
れ

る
。

 
市

に
よ

る
貸

借
は

可
で

す
。但

し、
通

常
の

テ
ナ

ン
トと

は
異

な
る

条
件

等
が

あ
る

の
で

あ
れ

ば
、事

前
の

協
議

が
必

要
と思

い
ま

す
。

ア
リー

ナ
の

一
定

日
数

の
貸

借
は

可
で

す
。但

し、
独

立
採

算
の

為
、稼

げ
る

日
付

（
土

日
・祝

日
等

）
に

つ
い

て
は

民
間

優
先

とさ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と思

い
ます

。（
又

は
、市

に
割

増
料

金
で

賃
借

す
る

等
。）

 
デ

ィベ
ロッ

パ
ー

の
考

え
次

第
に

は
な

りま
す

が
、第

三
者

か
らみ

て
問

題
な

い
と考

え
ま

す
。

 
越

谷
市

の
顔

とな
る

開
発

で
あ

る
た

め
、民

間
施

設
は

ス
ポ

ー
ツや

文
化

発
信

な
ど核

とな
る

も
の

が
必

要
と思

わ
れ

ま
す

。既
存

需
要

の
あ

る
ホ

ー
ル

や
市

民
施

設
は

整
備

必
須

と思
わ

れ
ま

す
が

、収
益

確
保

が
課

題
とな

る
た

め
、コ

ス
トを

抑
え

る
こと

を
優

先
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と推

察
しま

す
。民

間
施

設
を

独
立

採
算

で
開

発
す

る
こと

に
つ

い
て

、ど
の

程
度

の
企

業
が

手
を挙

げ
る

か
が

一
番

の
課

題
と推

察
しま

す
。（

既
存

施
設

・周
辺

開
発

・コ
ロナ

の
状

況
を踏

ま
え

る
と厳

しい
意

見
が

多
い

と推
察

。）
上

記
の

課
題

を
クリ

アす
る

た
め

に
、ホ

ー
ル

とア
リー

ナ
の

併
用

、カ
フェ

と図
書

館
の

併
用

な
ど公

共
施

設
と民

間
施

設
を分

け
ず

に
、初

期
投

資
を

抑
え

た
うえ

で
相

乗
効

果
を

得
られ

る
組

合
せ

を
模

索
し、

民
間

事
業

者
が

投
資

しや
す

い
環

境
を構

築
す

る
必

要
が

あ
る

と想
定

しま
す

。（
サ

ー
ビス

購
入

型
の

一
部

導
入

な
ど）

 
【「

民
間

施
設

」の
一

部
を

市
が

賃
借

して
、図

書
室

や
出

張
所

を
設

置
す

る
】テ

ナ
ン

トイ
ン

す
る

こと
で

公
共

の
財

政
負

担
額

が
平

準
化

で
き

る
。民

間
事

業
者

の
収

支
を

安
定

させ
る

た
め

、公
共

の
賃

借
期

間
は

長
期

で
設

定
す

る
必

要
が

あ
る

。公
共

施
設

と民
間

施
設

とで
は

求
め

られ
る

耐
震

性
能

や
防

災
機

能
が

異
な

る
た

め
、

民
間

施
設

の
建

設
コス

トへ
の

負
担

が
大

き
くな

る
可

能
性

が
あ

る
。将

来
的

な
修

繕
計

画
に

制
約

が
生

じる
可

能
性

に
つ

い
て

整
理

す
る

必
要

が
あ

る
。（

公
共

施
設

と民
間

施
設

の
耐

用
年

数
や

大
規

模
修

繕
の

考
え

方
の

整
理

が
必

要
）

公
共

施
設

と複
合

的
に

整
備

され
る

民
間

施
設

の
種

別
等

に
つ

い
て

は
、周

辺
住

民
の

理
解

を
確

りと
とる

必
要

あ
り。

条
件

次
第

３
．

民
間

施
設

に
つ

い
て

「民
間

施
設

」
の

中
に

、「
公

共
施

設
（

機
能

）
」

を
含

め
る

こと
の

可
否

、及
び

そ
の

際
の

賃
料

等
の

条
件

や
留

意
点

に
つ

い
て

、ご
意

見
や

ご
要

望
等

が
あ

りま
した

ら
、記

載
して

くだ
さ

い
。
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